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前
期
基
本
計
画
（
平
成
２３
年
度
〜

２７
年
度
）
で
は
、
第
４
次
総
合
振
興

計
画
で
定
め
た
本
市
の
将
来
像
「
水

と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地

域
が
支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都

市
」
を
実
現
す
る
た
め
、
６
つ
の
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
（
下
図
）
に
基
づ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施

し
、
総
合
的
で
計
画
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
２８
年
度
以
降
も
、
本
市
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
が
、
後
期
基

本
計
画
で
は
、
本
市
を
取
り
巻
く
社

会
経
済
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
特

に
次
の
３
点
を
新
た
な
課
題
と
し
て

捉
え
て
い
ま
す
。

⑴
人
口
減
少・少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

　

本
市
の
将
来
人
口
は
、
平
成
３３
年

を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
す
る
と
予

測
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

少
子
高
齢
化
の
問
題
が
顕
著
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

よ
っ
て
税
収
の
伸
び
も
期
待
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
本
市
の
財
政
状
況
は

今
後
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
に
伴
っ
て
増
大
す

る
福
祉
・
介
護
・
医
療
需
要
へ
の
対

応
や
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
新
た
な
仕
事
の
創
出
や

交
流
人
口
の
増
加
へ
の
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
へ
の
対
応

　

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
し
た
多

く
の
公
共
施
設
が
老
朽
化
し
、
今
後

次
々
と
大
規
模
修
繕
や
建
替
え
時
期

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
対
策
に
計
画
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶
未
曽
有
の
災
害
等
へ
の
備
え

　

平
成
２５
年
の
竜
巻
や
昨
年
の
関

東
・
東
北
豪
雨
に
伴
い
、
本
市
で
は

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
自

助
・
共
助
・
公
助
の
観
点
か
ら
、
災

害
に
対
す
る
備
え
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
中
心
と
し
て
、
後
期
基
本
計
画

で
は
、
次
の
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
今
後
５
年
間
に
重
点
的
か
つ
優
先

的
に
実
施
す
る
施
策
に
位
置
づ
け
ま

し
た
。

①
子
ど
も
も
高
齢
者
も
元
気
な
未
来

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
地
域
の
協
働
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
安
全
で
利
用
し
や
す
い
公
共
施
設

等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
④
こ
し
が
や
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
⑤
安
心
を
実
感
で
き
る
命
と
財
産
を

守
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

重
点
戦
略
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
異
な
る
事
業
を
一
体
的
か
つ
重
点

的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
総
合
的
な

成
果
を
ね
ら
い
、
関
連
施
策
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
全
体

の
実
効
性
を
高
め
、
個
性
的
で
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を
目
指
す

も
の
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
重
点
戦
略
の
詳

し
い
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
4
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画

新
た
に
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

第
4
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画

新
た
に
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

　
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
、
い
き

い
き
と
生
活
で
き
、
住
み
や
す
く
、
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
23
年
度
に
、
32
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
期
間
前
半
の
５
年
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

間
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
市
の
取
り
組
み
の
成
果
、
課
題
等
を
踏
ま
え
、

後
半
の
５
年
間
（
平
成
28
年
度
〜
32
年
度
）
に
取
り
組
む
施
策
を
体
系
化

し
た
「
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

B
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
２

　

総
合
振
興
計
画
は
、「
基
本
構

想
」「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」

の
３
つ
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
基
本

構
想
に
は
、
市
の
将
来
像
、
地
区

別
将
来
像
、
事
業
の
方
向
性
を
示

す
施
策
の
大
綱
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
後
期
基
本
計
画
で
は
、

基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
市
の
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的
な

方
策
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

総
合
振
興
計
画
と
は

基本
構想

基本計画

実施計画
実施計画

基本計画における施策を実施する
ため、市の財政力を勘案し、具体
的事業を明示し、毎年度の予算編
成の指針となる

基本構想
平成32年度（2020年度）を目標
年度とし、本市の将来像とまちづ
くりの基本的方向である「施策の
大綱」を示す

基本計画
基本構想の将来像と施策の大綱
を実現するため施策を体系化し、
その方策を示す

平成23年度 24 25 26 27 28 29 30 31 平成32年度

基本構想 （10年間）

前期基本計画 （5年間）

実施計画
（3年間）

実施計画
（3年間）

実施計画
（3年間）

実施計画
（3年間）

後期基本計画  （5年間） 「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た 

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全・安
心・快
適
都
市
」を
目
指
し
て

後
期
基
本
計
画
で
取
り
組
む

３
つ
の
新
た
な
課
題

いきいきと
だれもが学べる
心豊かなまちづくり
教育、生涯学習・文化、
スポーツ・レクリエー

ション分野

水と緑と太陽に
恵まれた

人と地域が支える
安全・安心・
快適都市

目標6

自然と調和し
質の高い
都市機能を

備えたまちづくり
都市計画、都市施設、

住宅分野

目標3

安心して
働ける環境を育む
持続的で躍動する
まちづくり
産業、雇用分野

目標5
だれもが健康で
生きがいをもって
安心して暮らせる
まちづくり
保健、医療、子育て、
福祉、社会保障分野

目標2

人や環境に
やさしく安全・
安心な生活を育む
まちづくり
 環境、危機管理、
消防分野

目標4

市民とつくる
住みよい自治の
まちづくり
 市民、人権、
行財政運営分野

目標1

越谷市の将来像

総
合
的
な
成
果
を
狙
う

５
つ
の
重
点
戦
略
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が
国
は
、
人
口
減
少
社
会
に

入
っ
て
お
り
、
将
来
に
わ
た

り
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
で
き
、
ま
た
、
だ
れ
も
が
自
分
ら

し
く
暮
ら
せ
る
環
境
の
実
現
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
各
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
子

育
て
・
教
育
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
す
べ

て
の
人
が
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
健

康
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
多

く
の
人
々
が
「
越
谷
に
住
ん
で
み
た

い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
よ
う
、
多
世
代
が
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〈
重
点
戦
略
事
業
〉

◇
新
保
健
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

◇
母
子
健
康
づ
く
り
事
業

◇
が
ん
検
診
等
事
業

◇
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

◇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
事
業

◇
学
童
保
育
室
整
備
事
業

◇
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業

◇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

◇
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

◇
認
知
症
総
合
支
援
事
業

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
整
備

　

促
進
事
業

◇
西
大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業

◇
地
域
公
共
交
通
推
進
事
業

◇
小
中
学
校
施
設
空
調
設
備

　

設
置
事
業

◇
教
職
員
資
質
向
上
事
業

性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
市

民
の
力
は
欠
か
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
子
育
て
、
高
齢
者
の
見

守
り
な
ど
の
地
域
福
祉
、
防
災
な
ど

の
公
的
な
分
野
に
お
い
て
多
様
な
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民

参
加
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
体
制

を
整
え
る
と
と
も
に
、

市
民
活
動
の
活
性
化

に
取
り
組
み
、
市
民

が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
１３
地
区
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

よ
り
一
層
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市
民

活
動
団
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

の
強
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
企
業
等
多
様
な
主
体
と
地
域

と
の
協
働
を
進
め
ま
す
。

〈
重
点
戦
略
事
業
〉

◇
市
民
活
動
支
援
事
業

◇
自
治
会
活
動
推
進
事
業

◇
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

　

整
備
事
業

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業

◇
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

推
進
事
業

◇
地
域
ケ
ア
会
議

◇
公
園
施
設
維
持
管
理
事
業

◇
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

　
今
後
５
年
間
に
重
点
的
か
つ
優
先
的
に
実
施
す
る「
重
点
戦
略
」は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
異
な
る
事
業
を
一
体
的
か
つ
重
点
的
に
展
開
す
る

こ
と
で
総
合
的
な
成
果
を
ね
ら
い
ま
す
。

　
ま
た
、関
連
施
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、計
画
全
体
の
実
効

性
を
高
め
、個
性
的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

B
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
２

▶
子
育
て
の
悩
み
相
談
や
親
子
の
交

流
の
場
の
充
実
を
図
り
ま
す

（
子
育
て
サ
ロ
ン
）

▶
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
公
園
等
の

維
持
管
理
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す

（
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
）

市
で
は
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
が
す
で
に
始
ま
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
い
地
域
社
会
や
経
済

の
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
他
自
治
体
と
の
都
市
間
競
争
の

中
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
訪
れ
た

い
、
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
の
住
環
境
や
地

域
資
源
な
ど
の
魅
力
を
発
掘
・
創
造

し
、
そ
の
魅
力
を
市
内
外
へ
効
果
的

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
都

市
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
り
、
住
環

境
と
し
て
選
ば
れ
、
市
民
が
ま
ち
へ

の
誇
り
や
愛
着
を
持
ち
、
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
・
工
業
・
商
業
な
ど

の
産
業
活
性
化
や
雇
用
創
出
、
新
た

な
観
光
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
か
し
、

本
市
を
訪
れ
る
交
流

人
口
の
増
加
を
目
指

し
ま
す
。

〈
重
点
戦
略
事
業
〉

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

テ
レ
ビ
広
報
事
業

◇
道
の
駅
整
備
事
業

◇
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
事
業

◇
産
業
活
性
化
推
進

事
業

◇
中
心
市
街
地
活
性

化
推
進
事
業

◇
観
光
推
進
事
業

◇
魅
力
発
信
事
業

◇
観
光
物
産
拠
点
施
設
整
備
事
業

◇
流
通
・
工
業
系
土
地
利
用
事
業

◇
地
産
地
消
推
進
事
業

◇
農
地
利
用
集
積
事
業

◇
農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
事
業

▶
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
、地
域
経

済
と
の
交
流
・
連
携
を
強
化
し
ま
す

（
こ
し
が
や
産
業
フ
ェ
ス
タ
）

▶
保
健
衛
生
体
制
と
救
急
医
療
の
充
実
を

図
り
ま
す（
平
成
27
年
の
中
核
市
移
行
に
伴

い
設
置
し
た
保
健
所
・
夜
間
急
患
診
療
所
）

湿
地
と
い
う
地
勢
か
ら
、
本

市
は
、
古
く
か
ら
水
防
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
異

常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
各
地
で

起
き
て
お
り
、
本
市
で
は
、
平
成
２５

年
９
月
に
竜
巻
に
よ
り
多
く
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
２３

年
に
発
生
し
た
未
曽
有
の
災
害
で
あ

る
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
今
後

発
生
が
予
測
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震

等
の
災
害
に
備
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
化
が

急
速
に
進
み
、
急
な

疾
病
に
不
安
を
持
つ

市
民
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
救
急
医
療
体

制
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
市
民

の
命
と
財
産
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

災
害
対
応
力
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
リ
ス
ク
を
想
定
し
、
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
安
心
を
実
感

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
救
急
医
療
体

制
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
・
医
療
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

〈
重
点
戦
略
事
業
〉

◇
夜
間
急
患
診
療
所
運
営
事
業

◇
救
急
医
療
対
策
事
業

◇
市
立
病
院
運
営
事
業

◇
感
染
症
対
策
事
業

◇
災
害
予
防
対
策
事
業

◇
消
防
署
所
整
備
事
業

人
口
減
少
社
会
の
到
来
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
柔
軟
に
対
応

第４次越谷市
総合振興計画
後期基本計画

５
つ
の

重
点
戦
略

重点
戦略
1

子どもも高齢者も元気な
未来創造プロジェクト

地域の協働推進
プロジェクト

安全で利用しやすい公共施設
等のマネジメントプロジェクト

こしがや魅力発信
プロジェクト

安心を実感できる命と
財産を守るプロジェクト

わ

個

低 本

重点
戦略
3

重点
戦略
2

重点
戦略
4

重点
戦略
5

和
４０
年
代
の
人
口
急
増
期
に

集
中
的
に
整
備
し
た
学
校
や

保
育
施
設
等
の
公
共
施
設
、
公
共
下

水
道
や
道
路
、
橋
り
ょ
う
と
い
っ
た

都
市
基
盤
が
、
今
後
、
一
斉
に
更
新

等
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

計
画
的
な
老
朽
化
対
策
や
更
新
経
費

等
の
平
準
化
に
よ
る
財
政
負
担
の
軽

減
、
公
共
施
設
等
の
最
適
な
配
置
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
示
さ
れ
た
老
朽
化
対
策
に

基
づ
き
、
市
民
と
の
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
、
市
民
が
公
共
施
設
等
を

安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

計
画
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
更
新
等

の
際
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資

源
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
重
点
戦
略
事
業
〉◇公

共
施
設
等
総
合

管
理
事
業

◇
道
路
舗
装
事
業

◇
橋
り
ょ
う
耐
震
化

整
備
事
業

◇
交
通
安
全
施
設
整

備
事
業

◇
公
共
下
水
道
管
路

整
備
事
業

　
（
雨
水
）

◇
排
水
機
場
施
設
維

持
管
理
事
業

◇
公
共
下
水
道
ポ
ン

プ
場
改
修
事
業

　
（
雨
水
）

◇
公
共
下
水
道
管
路
改
修
事
業

　
（
汚
水
）

◇
公
共
下
水
道
ポ
ン
プ
場
改
修
事
業

　
（
汚
水
）

▶
災
害
に
備
え
て
橋
長
15
㍍
以
上
の
重
要

な
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め

て
い
ま
す（
新
平
和
橋
の
耐
震
整
備
工
事
）

昭



⑴
人
口
の
現
状

①
人
口
構
成
の
推
移

　

本
市
の
平
成
２７
年
３
月
末
現
在
の

人
口
は
３３
万
４
６
９
３
人
で
す
。
年

少
人
口
（
０
〜
１４
歳
）
は
平
成
７
年

（
１
９
９
５
年
）
以
降
、
微
減
傾
向

に
あ
り
、
生
産
年
齢
人
口
（
１５
〜
６４

歳
）
は
平
成
１２
年
（
２
０
０
０
年
）

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
人
口
（
６５
歳
以

上
）
は
増
加
を
続
け
、
平
成
７
年

（
１
９
９
５
年
）
か
ら
平
成
２７
年

（
２
０
１
５
年
）
の
間
で
、
６５
歳
以

上
は
約
３
・
５
倍
に
、
７５
歳
以
上
は

約
３
・
８
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

②
合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移

　

平
成
２５
年
（
２
０
１
３
年
）
の
本

市
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女

性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
人
数
）

は
、
１
・
２９
で
、
平
成
１６
年
（
２
０

０
４
年
）
以
降
、
上
昇
傾
向
で
す
が
、

県
平
均
１
・
３３
、
国
平
均
１
・
４３
よ

り
低
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

⑵
人
口
の
将
来
見
通
し

　

わ
が
国
で
は
平
成
２０
年
（
２
０
０

８
年
）
か
ら
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
本
市
で
は
、
平
成
３３
年

（
２
０
２
１
年
）
の
３４
万
１
５
０
人

を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
、
徐
々
に
減

少
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

　

出
生
・
死
亡
の
自
然
動
態
で
は
、

ま
も
な
く
自
然
減
に
転
じ
、
転
入
・

転
出
の
社
会
動
態
で
は
、
越
谷
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
や
西
大
袋
（
施
行
中
）
な

ど
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
落
ち
着

い
た
後
に
は
、
社
会
増
は
期
待
で
き

な
く
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

わ
が
国
の
人
口
は
、
現
在
の
出
生

率
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
平
成
７２
年

（
２
０
６
０
年
）
に
８
６
７
４
万
人

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
（
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
）。

　

国
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
総
人
口
を

１
億
人
程
度
に
維
持
（
予
測
人
口
の

１６
％
弱
の
ア
ッ
プ
）
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
合
計
特
殊
出
生

率
が
段
階
的
に
人
口
維
持
水
準
で
あ

る
２
・
０７
ま
で
上
昇
す
れ
ば
、
平
成

７２
年
（
２
０
６
０
年
）
の
人
口
は
、

約
１
億
２
０
０
万
人
に
な
る
と
推
計

し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
将
来
人
口
を

考
え
る
に
あ
た
り
、
今
後
５０
年
先
を

見
通
し
人
口
推
計
を
行
い
ま
し
た
。

⑶
本
市
の
人
口
目
標

　

本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
現
状

の
１
・
２９
で
推
移
し
た
場
合
、
平
成

７２
年
（
２
０
６
０
年
）
の
人
口
は
２６

万
５
８
９
人
で
す
（
グ
ラ
フ
点
線
）。

　

目
標
設
定
に
あ
た
り
、
平
成
４２
年

（
２
０
３
０
年
）
の
本
市
の
合
計
特

殊
出
生
率
を
約
１
・
６
（
国
は
１
・

８
）、
平
成
５２
年
（
２
０
４
０
年
）

を
約
１
・
９
（
国
は
２
・
０７
）、
平

成
６２
年
（
２
０
５
０
年
）
は
国
と
同

様
の
人
口
維
持
水
準
で
あ
る
２
・
０７

に
達
す
る
も
の
と
想
定
し
ま
し
た

（
グ
ラ
フ
実
線
）。

　

こ
の
推
計
の
結
果
、
平
成
７２
年

（
２
０
６
０
年
）
の
本
市
人
口
は
２９

万
７
２
３
１
人
と
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
と
お
り
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活

力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
26
年
11
月
に「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
12
月
に
は
、
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展
望
を
提
示
す
る「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」、
お
よ
び
今
後
５
年
間
の
国
の
施
策
の
方
向
を
提
示
す
る「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
の
人
口
の
現
状
と
将
来

見
通
し
を
示
す「
越
谷
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、
お
よ
び
平
成
27
年
度
か
ら
の
５
か
年
の
政
策
目
標
・
施
策
を
示
す

「
越
谷
市
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
総
合
戦
略
」
で
は
、
前
述
し
た

４
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
今

後
５
年
間
の
戦
略
と
し
て
、
次
の
４

つ
の
基
本
目
標
と
、
各
基
本
目
標
に

お
け
る
具
体
的
施
策
を
定
め
て
い
ま

す
。

 

基
本
目
標
1  

安
定
し
た
雇
用
を
創

出
し
、
農
業・工
業・商
業
の
均
衡
の

と
れ
た
職
住
近
接
の
ま
ち
を
つ
く
る

　

首
都
近
郊
と
い
う
地
理
的
優
位
性

を
生
か
し
、
農
業
・
商
工
業
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
雇
用

を
創
出
し
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ

る
職
住
近
接
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

〈
施
策
①
〉　
地
域
社
会
を
支
え
る
持

続
性
の
あ
る
産
業
を
育
成
し
、
活
性

化
を
図
る

〈
施
策
②
〉　
持
続
的
に
農
業
が
行
わ

れ
る
環
境
を
つ
く
る

〈
施
策
③
〉　
雇
用
対
策
の
充
実
を
図

る

 

基
本
目
標
２  

越
谷
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
し
、
人
を
呼
び
込
む

　

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
・
活
用

を
進
め
、
観
光
産
業
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
ま
ち
の
魅
力
を
効
果
的

に
発
信
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。

〈
施
策
①
〉　
に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
創

出
す
る
観
光
の
振
興
を
図
る

〈
施
策
②
〉　
〝
こ
し
が
や
〞
の
情
報

を
積
極
的
に
発
信
す
る

 

基
本
目
標
3  

若
い
世
代
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

　

若
い
人
の
結
婚
・
出
産
の
希
望
を

か
な
え
る
た
め
に
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
い
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い

と
思
う
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

〈
施
策
①
〉　
地
域
で
子
育
て
を
支
援

す
る

〈
施
策
②
〉　
子
ど
も
を
育
て
や
す
い

環
境
を
整
え
る

〈
施
策
③
〉　
生
き
る
力
を
育
む
学
校

教
育
を
進
め
る

〈
施
策
④
〉　
仕
事
と
生
活
の
調
和
を

推
進
す
る

 

基
本
目
標
4  

安
全
、
安
心
、
快
適

に
住
め
る
地
域
を
つ
く
る

　

誰
も
が
、
安
全
、
安
心
、
快
適
に

住
め
る
『
安
心
度
№
１
の
こ
し
が

や
』
を
つ
く
る
た
め
、
①
効
率
的
で

適
正
な
公
共
施
設
等
の
維
持
管
理　

②
医
療
・
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実　

③
防
災
力
・
防
犯
力
の
強
化

な
ど
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

〈
施
策
①
〉　
公
共
施
設
等
の
適
正
な

管
理
を
図
る

〈
施
策
②
〉　
地
域
医
療
体
制
の
充
実

お
よ
び
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
合
う

仕
組
み
を
整
備
す
る

〈
施
策
③
〉　
防
災
力
・
防
犯
力
を
強

化
す
る

〈
施
策
④
〉　
雨
水
災
害
の
対
策
を
進

め
る

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

（
人
口
の
長
期
的
展
望
）

1

B政策課
☎963－9112

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

越
谷
市
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

〜
愛
着
と
誇
り
を
も
て
る
ま
ち「
こ
し
が
や
」を
目
指
し
て
〜

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24
H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52 H57 H62 H67 H72

人口
（万人）

（年）

33.9 33.6
33.0

32.3
31.7

31.1
30.7

30.2
29.7

現状のまま推移

目標

総人口の推移（人口ビジョン）

約
29
万
7
0
0
0
人
を

本
市
の
人
口
維
持
の

目
標
と
し
ま
す
。

総
合
戦
略
に
お
け
る

４
つ
の
基
本
目
標
と
施
策

3

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

ま
ち
を
活
性
化
す
る
施
策
に
取
り
組
み
ま
す

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
課
題
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑴
生
産
年
齢
人
口
減
少
に
対
応
し
た
、

潜
在
的
な
人
材
の
活
用
と
地
域
産
業

の
活
性
化
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

↓ 

基
本
目
標
１ 

で
対
応

　

労
働
力
の
中
心
と
な
る
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
地
域
が

活
力
を
失
う
こ
と
な
く
持
続
的
に
発

展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
産
業

を
活
性
化
し
、
地
域
に
雇
用
と
経
済

価
値
を
も
た
ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

潜
在
的
な
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
や

市
内
に
働
く
場
を
増
や
す
こ
と
で
、

職
住
近
接
の
環
境
を
形
成
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵
地
域
資
源
を
生
か
し
た
、
新
た
な

都
市
型
観
光
を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

↓ 

基
本
目
標
2 
で
対
応

　

豊
か
な
水
辺
空
間
や
郊
外
に
広
が

る
田
園
風
景
や
自
然
景
観
、
さ
ら
に

は
歴
史
・
伝
統
・
文
化
・
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
地
域
資
源
に

光
を
あ
て
、
本
市
の
魅
力
を
生
か
し

た
新
た
な
都
市
型
観
光
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑶
若
者
が
結
婚
し
、
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り↓ 

基
本
目
標
3 

で
対
応

　

近
年
、
未
婚
・
晩
婚
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
、
少
子
化
の
原
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

結
婚
し
た
家
庭
の
多
く
が
子
ど
も
を

産
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
結
婚
し
や

す
い
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
や
、

子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑷
安
全
で
安
心
に
、
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

↓ 

基
本
目
標
4 

で
対
応

　

本
市
は
、
首
都
近
郊
で
交
通
の
便

が
よ
く
、
自
然
も
豊
か
で
あ
る
た
め
、

定
住
意
向
は
高
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
高
齢
化
の
進
行
や
近
年

増
加
し
て
い
る
自
然
災
害
等
に
対
応

す
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

中
心
と
し
て
、
よ
り
一
層
、
安
全
、

安
心
、
快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広報こしがやお知らせ版　平成28年（2016年）4月号３
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人
口
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

見
え
て
き
た
基
本
的
な
課
題

2

◆
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
越
谷
市
総
合
戦
略（
素
案
）に

　
対
す
る
意
見
公
募
結
果

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
要
旨
と
市

の
考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間
…
２
月
１
日
〜
３
月
１

日
▽
意
見
数
…
２０
件
（
４
人
）

33.733.7
32.932.9

31.831.8

30.630.6

29.529.5

28.528.5

27.327.3

26.026.0

32.6
33.4
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4

　

平
成
２８
年
度
は
、
第
４
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推
進
と
、

県
東
部
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
、

市
民
が
誇
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進

や
、
近
年
多
発
・
大
規
模
化
す
る
大

雨
に
よ
る
浸
水
被
害
へ
の
対
応
な

ど
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

意
識
し
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

 

歳
入
の
主
な
増
減
（
対
前
年
度
比
）

〈
市
税
〉　

市
民
税
が
０
・
９
％
増

の
２
２
１
億
５
３
０
０
万
円
、
固
定

資
産
税
が
１
・
６
％
増
の
１
７
６
億

４
２
０
０
万
円
な
ど
、
全
体
で
１
・

２
％
増

〈
諸
収
入
〉　

救
急
医
療
対
策
事
業

に
係
る
補
償
金
の
皆
減
な
ど
で
５１
・

３
％
減

〈
国
庫
支
出
金
〉　

生
活
保
護
扶
助

費
に
係
る
負
担
金
の
増
加
な
ど
で

５
・
６
％
増

〈
市
債
〉　

臨
時
財
政
対
策
債
の
減

少
な
ど
で
２
・
３
％
減

 

歳
出
の
主
な
増
減
（
対
前
年
度
比
）

〈
扶
助
費
〉　

生
活
保
護
扶
助
費
の

ほ
か
、
子
ど
も
や
障
が
い
の
あ
る
方

に
係
る
給
付
費
等
の
増
加
で
６
・
５

％
増

〈
普
通
建
設
事
業
費
等
〉　

老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
荘
整
備
事
業
費

や
救
急
医
療
対
策
事
業
費
の
減
な
ど

で
３１
・
３
％
減

〈
物
件
費
〉　

斎
場
修
繕
に
係
る
運

営
委
託
料
の
減
な
ど
で
１
・
２
％
減

〈
公
債
費
〉　

過
去
の
市
債
の
償
還

完
了
な
ど
で
０
・
７
％
減

〈
繰
出
金
〉　

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど
の

経
費
の
増
加
な
ど
で
１０
・
７
％
増

平成28年度予算の概要一般会計・特別会計・病院事業会計を合わせて

～「子育て」・「水害対策」を重視～
総額1717億900万円総額1717億900万円

問合せ・財政課
☎963－9115

一
般
会
計
予
算

一般会計
特別会計
病院事業会計

総額

884億円
715億6500万円
117億4400万円

1717億900万円

（前年度比1.7％減）
（前年度比0.6％増）
（前年度比0.1％減）

（前年度比0.6％減）

692
億円

694
億円

歳出（目的別内訳）
款　名 予　算　額 構成比（％）前年度比（％）
議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
労　働　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費
教　育　費
災害復旧費
公　債　費
諸 支 出 金
予　備　費
合　　　計

5億9213万円
78億4287万円
400億7549万円
79億205万円
6497万円

5億8440万円
7億2013万円

100億1079万円
40億3929万円
91億2288万円

2万円
72億3917万円

8581万円
1億2000万円

884億円

0.2
▲ 11.0
5.0

▲ 28.2
▲ 9.3
28.2
0.0
2.4
13.7
▲ 1.5
0.0

▲ 0.7
▲ 5.7
20.0
▲ 1.7

0.7
8.9
45.3
8.9
0.1
0.7
0.8
11.3
4.6
10.3
0.0
8.2
0.1
0.1

100.0
＊表示単位未満を四捨五入しているため、
各費目の合計が合計値と一致しない場合
があります

通常債：大規模な公共工事を実施する
際の借金。市では市債残高を
減らすために、一般会計の通
常債の借り入れを毎年度50
億円以下に抑制しています。

特例債：特例として借り入れた減税補
てん債や臨時財政対策債など
国の政策による借金。

市債（借入）残高
通常債

年度 24

367
億円

315
億円

682
億円

380
億円

307
億円

687
億円

393
億円

297
億円

690
億円

410
億円

284
億円

421
億円

271
億円

25 26 27（見込）28（見込）

特例債

市民税

6万5823円

固定資産税

5万2419円

軽自動車税

862円

市たばこ税

6685円

事業所税

1970円

都市計画税

6804円
＊市民１人当たりの額は、平成28年3月1日現在
　の総人口（336,557人）で割ったものです

6万8016円 5万4342円 2万1510円

市の借入金の
返 済 に

職員の給与や
議員報酬などに福祉サービスに

1万8665円 4万5602円 5万4525円

学校、道路、公園
等の建設などに

委託料や光熱水費
などの管理費に

その他（負担金や貸
付、補修費用などに）

市民１人当たりの市税負担額は、13万4563円

市民１人当たりの予算額は、26万2660円

自主財源
532億
1316万円
60.3%

（▲3.7％）

依存財源
351億
8684万円
39.7%
（1.5％）

義務的経費
484億
1946万円
54.8%
（2.5%）

その他の
経費
336億
9874万円
38.1%
（0.6%）

投資的経費
62億8180万円
7.1%（▲31.3%）

一般会計
歳入
884億円

一般会計
歳出
884億円

市税
452億8800万円
51.2％（1.2％）

扶助費
228億9126万円
25.9%(6.5%）

人件費
182億8903万円
20.7%（▲1.0%）

物件費
153億4776万円
17.4%（▲1.2%）

普通建設
事業費等
62億8180万円
7.1%（▲31.3%）

繰出金
100億500万円
11.3%（10.7%）

公債費
72億

3917万円
8.2%

（▲0.7%）

補助費等
 75億
 1948万円
      8.5%
    （▲7.2%）

国庫支出金
144億4958万円
16.3％（5.6％）

市債
63億1280万円
7.1％（▲2.3％）

県支出金
49億8445万円
5.6％（▲5.2％）

その他
自主財源
19億7775万円
2.3％（10.8％）

　　　諸収入
26億1674万円
3.0％（▲51.3％）

使用料及び手数料
17億2767万円
2.0％（0.0％）

その他
5億2949万円
0.6%（8.8%）

貸付金
2億9701万円
0.3%（▲11.9%）

繰入金
16億300万円
1.8％（0.2％）

地方消費税交付金
46億円
5.2％（7.0％）

地方交付税
32億5000万円
3.7％（▲9.7％）

その他
依存財源
15億9001万円
1.8％（17.8％）

一般会計（歳入）の内訳

一般会計（歳出【性質別】）の内訳

市税…市民税や固定資産税など
諸収入…広告料収入や施設収入など
使用料および手数料…施設の利用や証明書を
発行する際にいただくお金
繰入金…基金からの取り崩しなど
その他自主財源…前年度からの繰越金や分担
金および負担金など
国庫支出金…国から交付されるお金
市債…建設事業などを行うための市の借金

県支出金…県から交付されるお金
地方消費税交付金…消費税の一部が交付され
るもの
地方交付税…地方の財政力を調整するため国
税の一部が交付されるもの
その他依存財源…一定の割合で国や県から交
付されるお金など

扶助費…児童手当や生活保護などの福祉サー
ビス費
人件費…職員の給与や議員報酬など
公債費…市が借り入れた地方債（借金）の返済金
普通建設事業費等…学校、道路、公園などの建
設費等
物件費…委託料や光熱水費などの管理費
繰出金…特別会計の経費の一部を負担するもの

＊表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計が合計値と一致しない場合があります。
　％は構成比、カッコ内は前年度比

補助費等…ごみ処理や高齢者医療、病院など
にかかる負担金や団体への補助金など
貸付金…中小企業への貸付金など
その他…施設の補修や予見できない支出に備
える経費など

自主財源…市が自主的に収入できるお金
依存財源…国や県の裁量で割り当てられる
お金

義務的経費…支出が義務付けられている経費
投資的経費…将来にわたって使用できる建
物、道路などを整備する経費
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（既存事業に新規事業を加えた事業も含む）
 （１万円未満は四捨五入）

 子 育 て
○病児保育事業
《子ども育成課》 ４００万円
仕事と子育ての両立を支援するとともに、児童の
健全な育成に寄与するため、家庭での保育が困難
な病児を一時的に保育する病児保育室の整備に対
し必要経費の一部を補助します。

 都市計画
○道の駅整備事業
《道路建設課》 ８００万円
道路利用者へのサービス向上と地域の活性化に資
するとともに、災害時の防災機能を備えるなど、
多面的要素を持つ道の駅の整備に向けた調査を行
います。

 消　　防
○消防署所整備事業
《消防本部総務課》 ２億８７９３万円
老朽化の進む谷中分署の建替えに係る建設工事等
を行います。

 産　　業
○観光物産拠点施設整備事業
《観光課》 ７７２４万円
観光イベントや観光スポット並びに特産品等の情
報発信および広域観光を展開するため、越谷駅東
口の高架下に観光物産拠点施設を整備します。

 

９
つ
の
特
別
会
計

 

総
額
７
１
５
億
６
５
０
０
万
円

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
歳
出

を
、
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
別
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　

９
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
７

１
５
億
６
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度

比
０
・
６
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
医

療
給
付
費
が
伸
び
る
一
方
、
介
護
納

付
金
な
ど
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比

０
・
１
％
減
の
３
９
７
億
６
０
０
０

万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
保
険
給
付
を
行
う
埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金

の
増
加
な
ど
で
６
・
６
％
増
の
３２
億

４
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
高
齢
化

の
著
し
い
進
展
と
要
介
護
者
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
６
・
０
％
増

の
１
５
９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

特
別
会
計
は
、
前
年
度
比
４
・
７
％

減
の
６
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
土
地
区
画
整
理

特
別
会
計
は
東
越
谷
、
七
左
第
一
、

西
大
袋
の
３
会
計
が
あ
り
、
合
計
で

３６
億
６
０
０
０
万
円
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
公
共
下
水
道
特
別
会

計
は
、
前
年
度
比
８
・
２
％
減
の
７７

億
９
０
０
０
万
円
、
公
共
用
地
先
行

取
得
特
別
会
計
は
、
前
年
度
比
０
・

４
％
増
の
１１
億
５
４
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

　

市
立
病
院
は
、
昭
和
５１
年
に
開
院

し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
救

急
医
療
や
高
度
な
医
療
を
は
じ
め
、

医
療
相
談
な
ど
の
保
健
衛
生
行
政
事

務
な
ど
の
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

平
成
２８
年
度
の
病
院
事
業
会
計
の

予
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
医
業
収
益
（
入
院
・

外
来
患
者
収
益
な
ど
）
が
１
０
２
億

６
３
０
０
万
円
で
、
予
算
の
９５
・
０

％
を
占
め
ま
す
。

　

医
業
外
収
益
（
受
取
利
息
配
当

金
・
他
会
計
負
担
金
な
ど
）
が
５
億

３
６
９
０
万
円
で
５
・
０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
医
業
費
用
（
職
員
給

与
・
医
療
材
料
費
・
経
費
な
ど
）
が

１
０
６
億
３
５
０
０
万
円
で
予
算
の

９８
・
５
％
、
支
払
利
息
等
の
医
業
外

費
用
が
１
億
４
７
０
０
万
円
で
１
・

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
固
定
資
産
売
却
代
金

で
１０
万
円
で
す
。

　

支
出
で
は
、
建
設
改
良
費
（
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
設
備
整
備
な
ど
や
医
療
器

械
の
購
入
・
リ
ー
ス
資
産
の
購
入
）

が
６
億
６
５
７
０
万
円
で
７０
・
５

％
、
病
院
事
業
債
の
企
業
債
償
還
元

金
が
２
億
７
８
３
０
万
円
で
２９
・
５

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

b
市
立
病
院
庶
務
課
☎
９
６
５
＝
２

２
２
１

病
院
事
業
会
計
予
算

重点戦略事業は、第４次総合振興計画の各施策を効
果的に推進するため、重点的かつ優先的に実施する
事業です。
▷…既存事業　▶…新規事業（既存事業に新規事業
を加えた事業も含む）
 （１万円未満は四捨五入）

重点戦略１
子どもも高齢者も元気な未来創造プロジェクト
▷母子健康づくり事業 １２９８万円
▷保健センター整備事業 １６００万円
▷がん検診等事業 ４億３２２８万円
▷子育て支援事業 ３６９０万円
▷学童保育室建設事業 ８９３０万円
▷子ども・子育て支援給付事業 ３２億円
▷障がい者就労支援事業 １９５０万円
▷老人福祉センター運営事業 ３億３２９７万円

▷特別養護老人ホーム施設整備促進事業
 １億７５００万円
▷西大袋土地区画整理事業 ６億５０００万円
▷小中学校施設空調設備設置事業 ２７３０万円
▷教職員資質向上事業 １７８２万円

重点戦略２
地域の協働推進プロジェクト
▷自治会振興事業 ８０６０万円
▷集会施設整備事業 ３０００万円

▷コミュニティ活動推進事業 ４５５１万円
▷自主防災組織育成事業 １２００万円

重点戦略３
安全で利用しやすい公共施設等のマネジメントプ
ロジェクト
▷道路舗装事業 ６億２０３０万円

▷橋りょう耐震化整備事業 １億３６００万円
▷交通安全施設整備事業 １億５９６２万円
▷排水機場施設維持管理事業 ２億１７１３万円

重点戦略４
こしがや魅力発信プロジェクト
▷ホームページ・テレビ広報事業 ２１５０万円
▶道の駅整備事業 ８００万円
▷再生可能エネルギー推進事業 １４００万円
▷産業活性化推進事業 １３００万円
▷中心市街地活性化推進事業 ５２２万円
▷流通・工業系土地利用事業 １０００万円
▷観光推進事業 ７７２５万円

▷魅力発信事業 ９３２万円
▶観光物産拠点施設整備事業 ７７２４万円
▷地産地消推進事業 ４１５万円
▷農地利用集積事業 ４８０６万円
▷農業従事・後継者育成事業 １４４８万円

重点戦略５
安心を実感できる命と財産を守るプロジェクト
▷急患診療所診療業務事業 １億２５７６万円
▷救急医療対策事業 １４３４万円
▷感染症対策事業 ２８２９万円
▷災害予防対策事業 ４７８２万円
▶消防署所整備事業（谷中分署） ２億８７９３万円

平成28年度
主な重点戦略事業

平成28年度
主な新規事業

397億6000万円

32億4000万円

159億円

6100万円

3億1000万円

3億9000万円

29億6000万円

77億9000万円

11億5400万円

715億6500万円

▲ 0.1

6.6

6.0

▲ 4.7

▲ 22.5

25.8

2.1

▲ 8.2

0.4

0.6

国 民 健 康
保 険 会 計
後 期 高 齢 者
医 療 会 計
介 護 保 険
会 計
母子父子寡婦福祉資金
貸 付 金 会 計
東 越 谷 土 地 区 画
整 理 事 業 費 会 計
七 左 第 一 土 地
区画整理事業費会計
西 大 袋 土 地
区画整理事業費会計
公 共 下 水 道
事 業 費 会 計
公 共 用 地 先 行
取 得 事 業 費 会 計

計

特　別　会　計 対前年度
増減率（%）

特別会計内訳

病　　院
事業収益

病　　院
事業費用

資 本 的
収　　入

資 本 的
支　　出

資本的収入および支出

102億6300万円
5億3690万円

10万円
108億円

106億3500万円
1億4700万円

800万円
1000万円
108億円

10万円

10万円

6億6570万円
2億7830万円
9億4400万円

収益的収入および支出

＊病院事業会計は支出総額117億4400万円になります
＊資本的収支の不足額9億4390万円は補てん財源から補てんします

医 業 収 益
医業外収益
特 別 利 益
合　　　　計

医 業 費 用
医業外費用
特 別 損 失
予 備 費
合　　　　計

固定資産売却代金

合　　　　計

建設改良費
企業債償還金
合　　　　計

市立病院事業会計
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３
月
定
例
会
が
２
月
２４
日
〜
３
月

１７
日
に
市
役
所
議
場
で
開
か
れ
、
市

長
提
出
５２
議
案
、
委
員
会
提
出
１
議

案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
５
月
発
行
の
市
議
会
だ
よ
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

b
議
会
に
つ
い
て
…
議
会
事
務
局
☎

９
６
３
＝
９
２
６
１
、
議
案
に
つ
い

て
…
法
務
課
☎
９
６
３
＝
９
１
３
０

□
平
成
２８
年
度
越
谷
市
食
品
衛
生
監

視
指
導
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

▽
募
集
期
間
…
１
月
２５
日
〜
２
月
２６

日

▽
意
見
数
…
５
件
（
１
団
体
）

＊
い
た
だ
い
た
意
見
の
要
旨
と
市
の

考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
て
い
ま
す

b
生
活
衛
生
課
☎
９
７
３
＝
７
５
３

３今
月
の
市
民
課
の
休
日
窓
口
は
4
月
17
日
（日）
で
す

意
見
募
集
結
果

計
画
策
定
の
お
知
ら
せ

３
月
議
会
か
ら

３
月
議
会
か
ら

　

３
月
に
次
の
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
担
当
課
窓
口
（
い
ず
れ
も
本
庁
舎

３
階
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
越
谷
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
…
b
都
市
計
画
課
☎
９
６
３
＝
９

２
２
１　

▽
越
谷
市
緑
の
基
本
計
画（
改
定
版
）

…
b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２

２
５　

▽
改
定
越
谷
市
建
築
物
耐
震
改
修
促

進
計
画
…
b
建
築
住
宅
課
☎
９
６
３

＝
９
２
３
５

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な

小
・
中
学
生
の
保
護
者
を
対
象
に
、

就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す
。

〈
内
容
〉　
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、
校
外

活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
保
護
者
負
担
金
、
学

校
給
食
費

〈
申
込
み
〉　
４
月
１５
日
㈮
〜
平
成
２９

年
１
月
３１
日
㈫
に
保
護
者
が
直
接
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
１７
日
㈰
と

５
月
１５
日
㈰
の
み
、
日
曜
日
も
受
け

付
け
ま
す
。
会
場
は
、
５
月
３１
日
㈫

ま
で
は
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
会
議

室
Ｃ
、
６
月
１
日
㈬
以
降
は
学
務
課

（
第
二
庁
舎
４
階
）
で
す
。
お
子
さ

ん
の
在
籍
校
で
も
受
け
付
け
ま
す

＊
５
月
３１
日
㈫
ま
で
に
申
請
し
認
定

さ
れ
た
場
合
は
４
月
分
か
ら
対
象
。

６
月
以
降
に
申
請
し
認
定
さ
れ
た

場
合
は
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
対

象
。
前
年
度
認
定
さ
れ
た
方
も
毎

年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

就
学
援
助
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

B
学
務
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
１

　

特
別
支
援
学
級
等
へ
就
学
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
と
特
別
支
援
教
育
の
普
及
・
奨

励
を
目
的
に
、
就
学
費
用
を
援
助
し

ま
す
。

〈
内
容
〉　
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、
校
外

活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
学
校
給
食

費
、
通
学
費
、
職
場
実
習
交
通
費
、

交
流
学
習
交
通
費
。
通
級
指
導
教
室

に
入
級
さ
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者

は
、
通
学
費
の
み
対
象
で
す

〈
申
込
み
〉　
４
月
１５
日
㈮
〜
５
月
３１

日
㈫
に
保
護
者
が
お
子
さ
ん
の
在
籍

す
る
市
内
各
小
・
中
学
校
に
直
接
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
中
途
転
入
の
方

は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
は
就
学
援
助
費
の
申

請
も
併
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
認

定
基
準
、
援
助
内
容
が
異
な
り
ま

す
）。
就
学
援
助
費
の
対
象
者
と
な

っ
た
場
合
は
、
就
学
援
助
費
が
優
先

と
な
り
ま
す
。

＊
前
年
度
認
定
さ
れ
た
方
も
、
毎
年

度
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
の

申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

B
学
務
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
１

　

越
谷
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
免
税
点
未
満
の
方
を
除
く
）
は
縦

覧
期
間
中
、
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
市
内

の
固
定
資
産
の
価
格
を
無
料
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資

産
の
所
有
者
は
縦
覧
期
間
中
、
課
税

台
帳
（
名
寄
帳
）
の
写
し
を
閲
覧
制

度
に
よ
り
無
料
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
縦
覧
期
間
中
に
、
ご
自

身
の
資
産
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
借
地
人
・
借
家
人
は
借

地
・
借
家
物
件
の
み
の
価
格
等
が
記

載
さ
れ
て
い
る
課
税
台
帳
の
写
し
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
縦
覧
期
間
〉　
４
月
１
日
㈮
〜
５
月

３１
日
㈫
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
１５
分

〈
縦
覧
場
所
〉　
資
産
税
課
（
第
三
庁

舎
３
階
）。
閲
覧
（
名
寄
帳
写
し
の

請
求
）
は
、
北
部
・
南
部
出
張
所
で

も
で
き
ま
す

〈
必
要
な
も
の
〉　
本
人
確
認
が
で
き

る
証
明
書
等
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
広
報
こ
し
が
や
お
知

ら
せ
版
３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

□
都
市
計
画
道
路
事
業
の
変
更
認
可

図
書
（
埼
玉
県
施
行
）

　

越
谷
都
市
計
画
道
路
事
業
の
変
更

認
可
が
公
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
認

可
図
書
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
変
更
概
要
…
事
業
施
行
期
間
の
延

長　

▽
事
業
名
…
３
・
３
・
２１
号
南

浦
和
越
谷
線　

▽
事
業
施
行
期
間
…

平
成
９
年
２
月
１８
日
〜
３１
年
３
月
３１

日　

▽
縦
覧
場
所
…
道
路
建
設
課

（
本
庁
舎
３
階
）　

b
道
路
建
設
課
☎
９
６
３
＝
９
２
０

２

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

B
資
産
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
７

縦
　
覧

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
声
の

お
た
よ
り
」
が
「
広
報
こ
し
が
や
」

や
「
社
協
だ
よ
り
」
な
ど
の
刊
行

物
を
Ｃ
Ｄ
（
デ
イ
ジ
ー
図
書
）
に

録
音
し
、
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
越
谷
市
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
Ｃ
Ｄ
を
聴
く

た
め
に
は
専
用
の
音
声
再
生
機
が

必
要
で
す
）。
な
お
、
市
で
は
身

体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
１
・
２

級
）
を
お
持
ち
で
デ
イ
ジ
ー
図
書

を
活
用
す
る
方
に
、
日
常
生
活
用

具
（
ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
）
の

給
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
９
６
３
＝

９
１
６
４
へ
。

　

ま
た
、
広
報
こ
し
が
や
の
点
字

版
（
お
知
ら
せ
版
の
抜
粋
）
を
、

希
望
者
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
広
報
広
聴
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

b
Ｃ
Ｄ
に
つ
い
て
…
越
谷
市
社
会

福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
☎
９
６
６
＝
３
２
１
１
、
点

字
版
に
つ
い
て
…
広
報
広
聴
課
☎

９
６
３
＝
９
１
１
７

広
報
紙
等
の
市
政
情
報
を
録
音
し
た

C
D（
デ
イ
ジ
ー
図
書
）や
広
報
こ
し
が
や

点
字
版
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　市では、教育の振興に関する施策の総合的・計画的な推進を図るた
め、「いきいきとだれもが夢に向かって輝く越谷教育プラン―第２期越
谷市教育振興基本計画―」を策定しました。
　平成２３年度に策定した第１期越谷市教育振興基本計画の検証結果を
踏まえ、『生涯学習社会の実現をめざして』という基本理念のもと、今
後５年間、学校教育・生涯学習・生涯スポーツの３つの分野において、
それぞれ基本目標を掲げ、その実現に向けて各施策に取り組みます。

　市では、だれもが希望を胸に抱
き、いきいきと輝きながら生きて
いくために、それぞれの「夢」を
もち、「夢」の実現に向かって生
涯にわたり自己を磨き続けること
ができるような『生涯学習社会』
を実現したいと考え、第１期計画
に引き続き、これを基本理念とし
ました。

第2期越谷市教育振興基本計画を策定しました
～教育分野の総合計画～

〈基本理念〉
生涯学習社会の実現をめざして
～いきいきとだれもが夢に向かって輝く越谷教育～

　本計画では、次の「３つの視点」
が確立した社会を『生涯学習社
会』ととらえ、その実現に取り組
みます。

〈3つの視点〉

　生涯学習社会の実現に必要な「３つの視点」を確立させるため、学
校教育・生涯学習・生涯スポーツの３つの分野において、それぞれの
「基本目標」を掲げます。

〈3つの基本目標〉

生涯学習社会
地域で支え合い
一人ひとりの
夢を応援

夢に向かって
粘り強く学ぶ
子どもの育成

健やかで
心豊かに夢を追い続ける

環境づくり

〈3つの視点〉

＊計画の詳しい内容は市ホームページでご覧になれます
B教育総務課☎963－9280

基本目標1
生きる力を育む学校教
育を進める

　学校教育においては、
確かな学力・健康な心
と体など、子どもたち
の「生きる力」を育む
ことを目標とします。

基本目標2
生涯にわたる学びを充
実し、地域の文化を創
造する

　生涯学習においては、
生涯を通じた学びの機
会の充実と地域文化の
振興を目標とします。

基本目標3
生涯にわたりスポーツ・
レクリエーションに親
しめる環境をつくる

　生涯スポーツにおい
ては、生涯を通じた活
動機会の充実と活動を
支援する環境づくりを
目標とします。
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A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ〠343-8501　越ヶ谷4-2-1越谷市役所

　

市
内
で
運
行
し
て
い
る
鉄

道
、
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
に
つ
い
て
、
総
合
的
に

案
内
す
る
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。
公
共
交
通

を
確
保
・
維
持
す
る
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
公
共
交
通
を
利
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。「
こ
し
が

や
公
共
交
通
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
ご

活
用
い
た
だ
き
、
外
出
の
際
は
、
公

共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
配
布
場
所
〉　
市
役
所
総
合
受
付
、

広
報
広
聴
課
（
本
庁
舎
２
階
）、
都

市
計
画
課
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー

＊
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
部
数
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す

　

市
内
で
製
造
・
加
工
さ
れ
た
優
れ

た
商
品
を
市
が
認
定
す
る
「
こ
し
が

や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」
を
新
た
に
募

集
し
ま
す
。 

〈
対
象
商
品
〉　
①
市
内
で
製
造
・
加

工
さ
れ
た
も
の　

②
市
外
で
製
造
・

加
工
さ
れ
た
も
の
で
、
主
な
原
材
料

が
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
で
あ

る
も
の

＊
食
品
は
、
い
ず
れ
も
店
舗
で
購
入

で
き
、
持
ち
帰
り
可
能
な
も
の

〈
対
象
事
業
者
〉　

対
象
商
品
を
製

造
・
加
工
す
る
市
内
事
業
者

〈
申
込
み
〉　
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
１３

日
㈮
に
申
請
書
と
必
要
書
類
を
直
接

観
光
課
へ
（
郵
送
不
可
）

＊
認
定
に
あ
た
り
審
査
会
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
観
光
課
へ

こ
し
が
や
公
共
交
通
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

B
都
市
計
画
課（
本
庁
舎
３
階
）☎
９
６
３
＝
９
２
２
１

　
「
越
谷
の
魅
力
」
や
「
越
谷
ら
し

さ
」
を
地
域
外
に
発
信
し
、
市
の
知

名
度
向
上
や
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
に
対
し
、
事
業
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〈
対
象
事
業
〉　
平
成
２９
年
３
月
３１
日

㈮
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
で
、
こ
し

が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
や
特
産
品
等

の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ

や
集
客
に
つ
な
が
る
も
の
（
市
外
で

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
、

地
域
外
へ
の
情
報
発
信
な
ど
）

＊
市
か
ら
財
政
的
支
援
を
受
け
て
い

る
事
業
（
見
込
み
も
含
む
）
は
対

象
外
で
す

〈
助
成
額
〉　
助
成
対
象
事
業
費
の
２

分
の
１
以
内
。
上
限
２０
万
円

〈
申
込
み
で
き
る
団
体
等
〉　
市
内
事

業
者
お
よ
び
市
内
で
活
動
す
る
団
体

（
年
度
内
の
申
請
は
、
１
申
請
者
に

つ
き
１
回
）

〈
申
込
み
〉　
４
月
７
日
㈭
か
ら
申
請

書
と
必
要
書
類
を
観
光
課
へ
（
郵
送

可
）。
予
算
が
な
く
な
り
し
だ
い
終

了
し
ま
す

＊
個
別
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
書
提
出
前
に
観
光
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

＊
詳
し
く
は
、
応
募
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
応
募
要
項
は
、
観
光
課

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

　

市
役
所
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
交
付
通
知
書
」
を
受
け
取
っ
た

方
で
、
平
日
、
市
役
所
に
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
の
た
め
、
休
日
の
臨
時

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

〈
日
時
〉　
４
月
２４
日
㈰
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

〈
場
所
〉　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
窓
口
（
本
庁
舎
１
階
市

民
課
横
）

〈
持
ち
物
〉　
次
の
①
〜
④
す
べ
て
を

持
っ
て
本
人
が
直
接
窓
口
へ
。
①
通

知
カ
ー
ド
（
窓
口
で
回
収
し
ま
す
）

　

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

　

③
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
顔
写
真
つ
き
の

も
の
は
１
点
、
健
康
保
険
証
や
年
金

手
帳
な
ど
顔
写
真
な
し
の
も
の
は
２

点
）　

④
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
の
み
。
窓
口
で
回
収

し
ま
す
）

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
に
は
、
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
４
月
１２
日
㈫
、
午
前
９
時
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

へ
電
話
で
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

＊
現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
申
請
が
集
中
し
て
お
り
、
カ

ー
ド
の
交
付
ま
で
に
数
カ
月
か
か

り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

越
谷
市
の
魅
力
を〝
市
外
に
〞発
信
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

〜
魅
力
発
信
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
〜

B
観
光
課（
第
三
庁
舎
４
階
）☎
９
６
７
＝
１
３
２
５

B
観
光
課（
第
三
庁
舎
４
階
）☎
９
６
７
＝
１
３
２
５
、

D
９
６
３
＝
９
１
７
５
、H10085500@city.koshigaya.saitama.jp

越
谷
の
新
た
な
名
物
に
！

「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」新
規
募
集

B
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
☎
９
４
０
＝
８
６
０
４

　１月から、国民健康保険の加入・喪失手続きや
児童扶養手当の申請など、税・福祉・災害分野の
手続きで申請書や届出書に「個人番号欄」がある
場合は、マイナンバーの記入が必要となりました。
これに加え、４月１日から、新たに下表の申請書
等でマイナンバーの記入が必要となりますので、
通知カードと本人確認書類（マイナンバーカードをお持ちの方は
マイナンバーカードのみ）をお持ちください。なお、詳しい手続
きについては各課へお問い合わせください。

＊④⑤は、これまで内容によってマイナンバーの記入が不要なも
のもありましたが、４月からすべての手続きでマイナンバーの
記入が必要になります

４月25日（月）から受け付けを開始します
高齢者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金

「振り込め詐欺」にご注意ください
　年金生活者等支援臨時福祉給付金を装った振り込め詐欺が発生していま
す。市や厚生労働省などが手数料などの振込みを求めることや、ＡＴＭ
（銀行などの現金自動預け払い機）の操作をお願いすることは絶対にあり
ません。不審な電話等があったときは、市や越谷警察署（または警察相談
専用電話（＃９１１０））にご連絡ください。
B越谷警察署☎９６４－０１１０

マイナンバー（個人番号）が
必要となる手続きが増えました

新たにマイナンバーが必要となる申請書等 問合せ

①ひとり親家庭等医療費受給者証交付
　申請書等
②小児慢性特定疾病児童等日常生活用
　具給付申請書

③重度心身障害者手当交付申請書等

④市営住宅収入報告書等

⑤生活保護申請書

⑥介護保険居宅サービス利用者負担額
　減額（免除）申請書等

障害福祉課☎963－9164
子育て支援課☎963－9166

建築住宅課☎963－9205

生活福祉課☎963－9162

介護保険課☎963－9169

子育て支援課☎963－9166

　

今
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お

す
す
め
商
品
の
推
薦
（
他
薦
）
を
受

け
付
け
ま
す
。
越
谷
と
い
っ
た
ら

〝
こ
れ
〞
と
思
っ
て
い
る
商
品
や
お

す
す
め
し
た
い
商
品
な
ど
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
（
す
で
に
認
定
を
受
け
て

い
る
商
品
は
除
く
）。
対
象
商
品
を

推
薦
（
他
薦
）
し
て
い
た
だ
い
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
に
、「
こ
し

が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
詰
め
合
わ

せ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

〈
申
込
み
〉　
４
月
１
日
㈮
〜
２８
日
㈭

に
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

観
光
課
へ
（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ

ー
ル
可
）。
越
谷
市
観
光
協
会
（
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
４
の
１
の
４
）、
物
産

展
示
場（
弥
生
町
５
０
５
の
２
）で
も

受
け
付
け
ま
す（
応
募
箱
へ
投
か
ん
）

＊
応
募
要
項
等
は
観
光
課
、
越
谷
市

観
光
協
会
、
物
産
展
示
場
で
配
布

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
で
き
ま
す

市民の皆さんの
推薦も

受け付けます！

　「一億総活躍社会」の実現に向け、高齢者の年金も含めた所得全体の底上
げと平成２８年前半の個人消費の下支えに資することを目的に、所得の少な
い高齢者を対象とした「年金生活者等支援臨時福祉給付金」の給付を行いま
す。
〈対象者〉　平成２７年度分の市民税（均等割）が課税されていない方で、２８
年度中に６５歳以上となる方（昭和２７年４月１日以前に生まれた方）。ただ
し、課税者に扶養されている方、生活保護の被保護者などは対象外。対象と
思われる方には、４月下旬から順次、申請書を送付します
〈支給額〉　対象者１人につき３万円
＊配偶者からの暴力を理由に避難している方には、申し出による特例的な措
置が受けられる場合があります。詳しくは、下記へお問い合わせください

〈問合せ〉
▷４月１４日㈭まで…臨時福祉給付金室☎９６３－９１９４
▷４月１５日㈮から…越谷市臨時福祉給付金コールセンター☎０１２０－３７２
－１９２（午前８時３０分～午後５時１５分（土曜・日曜日、祝日を除く））
＊平成２８年度臨時福祉給付金(簡素な給付措置)、障害・遺族基礎年金受給
者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金についても実施する予定です。
受付期間など具体的な内容は、広報こしがや、市ホームページ等で順次お
知らせします

＊マイナンバーの有無は保護適用の要件ではありません

　
　
　

 

４
月
24
日
（日）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

休
日
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

要
予
約
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□
平
成
28
年
度
分
の
市
・
県
民
税
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
２８
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、

６
月
か
ら
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
前
年
の
所
得
等
の
記
載
の
あ

る
平
成
２８
年
度（
２７
年
分
）の
市
・
県

民
税
課
税（
非
課
税
）証
明
書
の
交
付

の
開
始
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
普
通
徴
収
の
方…

６
月
６
日
㈪
か

ら▽
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
（
差
し
引

き
）
の
方…

５
月
１３
日
㈮
か
ら

▽
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
差
し

引
き
）
の
方…

６
月
１３
日
㈪
か
ら

　

交
付
の
開
始
日
ま
で
は
、
平
成
２７

年
度（
２６
年
分
）が
最
新
年
度
で
す
。

証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
場
合

は
、
何
年
度
の
証
明
書
が
必
要
な
の

か
、提
出
先
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

b
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４

４
・
９
１
４
５

□
市
税
の
納
付
は

　

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

指
定
し
た
金
融
機
関
の
口
座
か
ら

納
期
限
の
日
に
自
動
的
に
引
き
落
と

し
て
納
税
す
る
便
利
な
制
度
で
す
。

〈
口
座
振
替
で
き
る
市
税
〉　

市
・
県

民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
。
納
期
が
過
ぎ
た
市
税

は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

〈
申
込
み
〉　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ

れ
た
金
融
機
関
、
越
谷
市
役
所
収
納

課
、
北
部
・
南
部
出
張
所
へ
預
貯
金

通
帳
、
通
帳
印
、
納
税
通
知
書
を
お

持
ち
の
う
え
、「
越
谷
市
口
座
振
替

依
頼
書
」
ま
た
は
、
納
税
通
知
書
に

添
付
さ
れ
て
い
る
「
口
座
振
替
依
頼

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
通
帳

印
を
押
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

＊
手
続
き
を
し
た
月
の
翌
月
の
納
期

分
か
ら
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
振
替
は
納
期
限
日
に
行
い
ま

す
。
口
座
残
高
を
事
前
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い

b
収
納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
１

□
休
日
納
税
窓
口
を
開
き
ま
す

a
４
月
３
日
㈰
・
１７
日
㈰
・
５
月
１

日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

d

収
納
課
（
第
二
庁
舎
３
階
）　

b
収

納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２
・
９
１

４
３

□
市
税
の
猶
予
制
度
に
つ
い
て

　

条
例
等
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１

日
か
ら
「
徴
収
猶
予
」「
換
価
の
猶

予
」
制
度
の
ほ
か
に
、
新
た
に
「
申

請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
制
度
（
差
押

え
や
財
産
の
換
価
（
公
売
等
）
な
ど

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
）」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

に
は
「
災
害
や
病
気
」
や
「
事
業
の

休
廃
止
・
事
業
上
の
著
し
い
損
失
」

等
の
理
由
に
よ
り
、
一
時
に
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
猶
予
が
認
め
ら

れ
る
と
、
猶
予
期
間
中
の
延
滞
金
の

全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
、
原

則
、
差
押
え
や
換
価
（
公
売
）
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
に
は
申
請
書
、
納
付
困
難
な

事
実
を
証
す
る
書
類
、
財
産
目
録
、

収
支
明
細
書
、
担
保
提
供
書
等
の
提

出
が
必
要
で
す
。

＊
猶
予
期
間
は
、
１
年
以
内
で
す

（
最
長
２
年
以
内
）

＊
申
請
す
る
猶
予
の
制
度
に
よ
っ
て

申
請
期
限
が
異
な
り
ま
す

＊
猶
予
を
受
け
る
金
額
に
よ
っ
て
担

保
の
提
供
が
必
要
で
す

＊
猶
予
を
受
け
た
市
税
は
、
原
則
と

し
て
猶
予
期
間
中
に
分
割
し
て
納

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

b
収
納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２

□
４
月
か
ら
入
院
時
の
食
事
代
が

　

変
わ
り
ま
す

　

入
院
時
の
食
事
代
は
、
医
療
費
と

は
別
に
、
１
食
あ
た
り
の
標
準
負
担

額
を
自
己
負
担
し
、
残
り
は
医
療
保

険
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
、
市
民
税
課
税
世
帯

の
標
準
負
担
額
が
、
１
食
あ
た
り
２

６
０
円
か
ら
３
６
０
円
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
お
よ
び

指
定
難
病
（
県
単
独
指
定
難
病
を
除

く
）
患
者
の
標
準
負
担
額
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

b
国
民
健
康
保
険
課
▽
国
保
に
加
入

の
方…

☎
９
６
３
＝
９
１
５
４　

▽

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
方

…

☎
９
６
３
＝
９
１
７
０

□
仮
徴
収
額
決
定
・
変
更
通
知
書
を

　

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
２８
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
６
月
か
ら
新
た
に
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
で
納
付
さ
れ
る
方
に
仮
徴
収

額
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
２８
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
を
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で

納
付
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
方
の
う

ち
、
６
月
以
降
納
付
方
法
が
口
座
振

替
ま
た
は
納
付
書
で
の
支
払
い
に
変

更
と
な
っ
た
方
に
仮
徴
収
額
変
更
通

知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
発
送
日

は
、
と
も
に
４
月
１８
日
㈪
で
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
北
部
・
南
部
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
す
で

に
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
さ

れ
て
い
る
方
も
変
更
可
能
で
す
。

　

５
月
３１
日
㈫
ま
で
に
申
請
し
た
場

合
、
６
月
は
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
、
７
月
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
納
付
書
で
の
支

払
い
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉　

保
険
証
、

振
替
口
座
の
通
帳
と
届
出
印
（
新
た

に
口
座
振
替
を
お
申
込
み
の
方
の

み
）

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

□
口
座
振
替
結
果
の
お
知
ら
せ
を

　

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
２７
年
度
に
１
度
で
も
国
民
健

康
保
険
税
を
口
座
振
替
さ
れ
た
世
帯

主
へ
口
座
振
替
結
果
の
お
知
ら
せ
を

４
月
１２
日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。
指
定

口
座
の
通
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

b
収
納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
３

□
国
民
健
康
保
険
税
の

　

納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
２７
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
年
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
方
や
新

た
に
課
税
さ
れ
た
方
に
、
納
税
通
知

書
と
納
付
書
を
４
月
１８
日
㈪
に
発
送

し
ま
す
。

＊
２８
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、
６
月

中
旬
ご
ろ
発
送
予
定
で
す

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

B
環
境
政
策
課（
第
三
庁
舎
４
階
）☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

雨
水
貯
留
施
設
設
置
費
等
を
助
成
し
ま
す

〜
地
球
に
優
し
い
雨
水
利
用
を
応
援
〜

税
の
お
知
ら
せ

国
保
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
のお

知
ら
せ

越谷市国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の方へ

人間ドック検診料の一部を助成します
　被保険者の健康の保持増進を図るため、国民健康保険（実施年度中４０歳以上の方）
または後期高齢者医療制度加入者の人間ドックに要した費用の一部を助成します。

＊人間ドックの助成を受けた年度は越谷市で実施する特定健康診査・後期高齢者健康診
査を受診することはできません。助成後に特定健康診査・後期高齢者健康診査を受診
していたことが判明した場合、助成金を返還していただきます

＊申請･請求は越谷市役所へお越しください。出張所、地区センターでは受付できません
＊助成を受ける場合は、受診した年度の３月３１日までに申請・請求をしてください。な
お、年度末に受診したため年度内に受診結果が添付できない場合は、事前にお問い合
わせください

B国民健康保険課（第二庁舎１階）
　▷国民健康保険に加入の方…給付担当☎９６３－９１５４
　▷後期高齢者医療制度に加入の方…後期高齢者医療担当☎９６３－９１７０

対 象 者

助成金額

助成要件

申請方法
請求方法

国民健康保険

年度年齢４０歳以上で越谷市国民
健康保険に加入の方

後期高齢者医療制度

越谷市で資格を有する後期高齢
者医療制度に加入の方

平成２８年度に受診した人間ドックの検診料に要した費用で１万円を
限度とし、１人につき一年度に１回の助成

・国民健康保険税または後期高齢者医療保険料に滞納がないこと
・人間ドックの検査項目に特定健診の基本的な健診項目を含むこと
・助成を受ける年度の特定健診または後期高齢者健診を受診してい
ないこと

人間ドックを受診したら申請書に次の書類を添付して申請・請求し
てください。持参するものは次のとおりです。
国保・後期共通
○保険証
○検診機関で発行された人間ドック検診料の領収証（原本）
○検診機関で発行された人間ドック検診結果の写し
国保の方…世帯主の印鑑、世帯主名義の振込先口座情報のわかるもの
後期の方…受診者の印鑑、受診者名義の振込先口座情報のわかるもの
＊申請書の記入・提出後、市より交付決定を受けてから、請求書の
記入を行っていただきます。また、国保の方のみ、問診票の記入
も必要です

＊原則、上記の書類等がそろっていれば、申請・請求は１回の手続
きで済みます

〈
雨
水
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
〉　

▽
資
源

の
有
効
利
用　

▽
日
常
的
な
散
水
な

ど
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
水
道
料
金

を
節
約　

▽
雨
水
の
流
出
抑
制
を
図

り
、
河
川
へ
の
負
担
を
軽
減

〈
助
成
金
の
対
象
施
設
と
金
額
〉

①
新
た
に
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る

場
合…

市
販
の
お
お
む
ね
２
０
０
㍑

以
上
、
工
事
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１
以
内
の
額
（
限
度
額
２
万
円
）

　

②
公
共
下
水
道
の
接
続
に
よ
り
不

用
と
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
施

設
に
転
用
す
る
場
合…

ポ
ン
プ
設
備

を
備
え
た
も
の
、
一
律
３
万
５
０
０

０
円

〈
対
象
者
〉　

越
谷
市
に
住
所
を
有
す

る
世
帯
（
予
定
世
帯
含
む
）
お
よ
び

町
会
、
自
治
会

〈
申
込
み
〉　

工
事
（
購
入
）
前
に
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
環
境
政

策
課
へ
。
申
請
書
は
環
境
政
策
課
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

＊
②
の
場
合
は
、
埼
玉
県
の
補
助
制

度
（
限
度
額
１０
万
円
）
が
あ
り
ま

す
。
条
件
や
対
象
数
に
制
限
が
あ

る
た
め
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

□
国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
が

月
額
１
万
５
５
９
０
円
か
ら
１
万
６

２
６
０
円
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

□
学
生
納
付
特
例
申
請
の
手
続
き

　

前
年
度
に
承
認
を
受
け
、
か
つ
在

学
予
定
期
間
が
終
了
し
て
い
な
い
方

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書

（
は
が
き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
内

容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
日
本
年
金
機
構
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
（
は
が
き
）
が

届
か
な
い
方
や
、
初
め
て
申
請
さ
れ

る
方
に
つ
い
て
は
、
市
民
課
国
民
年

金
担
当
で
随
時
申
請
で
き
ま
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉　

年
金
手
帳
、

学
生
証
（
両
面
コ
ピ
ー
で
も
可
）、

印
鑑

b
越
谷
年
金
事
務
所
☎
９
６
０
＝
１

１
９
０
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

担
当
☎
９
６
３
＝
９
１
５
５
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市
内
商
店
街
の
活
性
化
を
目
的
に
、

市
内
商
店
街
内
の
空
き
店
舗
を
活
用

し
て
事
業
を
営
も
う
と
す
る
方
に
店

舗
の
改
装
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〈
対
象
経
費
〉　

空
き
店
舗
の
外
装
、

内
装
な
ど
改
装
に
係
る
経
費
（
２
分

の
１
以
内
。上
限
７５
万
円
。女
性
、
４０

歳
未
満
の
方
は
上
限
１
０
０
万
円
）

〈
対
象
〉　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
。①
市
内
商
店
街
の
空
き
店
舗

で
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
い
ず
れ
か
の
業
種
を
営
も
う
と
す

る
方
（
一
部
業
種
を
除
く
）　

②
改

装
工
事
に
着
手
し
て
お
ら
ず
、
か
つ

今
年
度
中
に
事
業
を
開
始
す
る
見
込

み
の
あ
る
方　

③
店
舗
の
賃
貸
借
契

約
を
締
結
し
て
い
る
方
な
ど
。
詳
し

く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

〈
申
込
み
〉　

５
月
９
日
㈪
〜
２０
日
㈮

に
申
請
書
と
必
要
書
類
を
直
接
産
業

支
援
課
へ
（
郵
送
不
可
）。
予
算
を

超
え
る
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す

＊
必
要
書
類
、
募
集
要
項
等
は
産
業

支
援
課
（
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ

ー
３
階
）
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
こ
し
が

や
ⅱ
ネ
ッ
ト
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

　

温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉　

自
ら
居
住
す
る
住
宅
に

設
置
す
る
市
民
ま
た
は
平
成
２９
年
３

月
３１
日
㈮
ま
で
に
市
内
に
居
住
予
定

の
方
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の

適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
管
理
組
合　
　

＊
市
税
等
の
滞
納
や
建
築
物
等
に
法

令
違
反
が
な
い
こ
と　

〈
補
助
金
の
額
〉　

最
大
出
力
１
㌔
㍗

当
た
り
２
万
円
。
上
限
は
、
戸
建
て

住
宅
は
８
万
円
（
４
㌔
㍗
）、
マ
ン

シ
ョ
ン
は
２０
万
円
（
１０
㌔
㍗
）

＊
市
内
に
本
店
を
置
く
市
内
業
者
と

契
約
を
締
結
し
、
領
収
書
の
発
行

を
受
け
る
場
合
、
補
助
の
上
限
を

１０
万
円
（
５
㌔
㍗
）
と
し
ま
す

〈
補
助
対
象
設
備
〉　
①
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
認
証
を
受
け
た
未
使
用
品

で
あ
っ
て
、
交
付
決
定
日
以
降
に
着

工
し
、
新
規
に
設
置
を
す
る
も
の

②
２９
年
３
月
１５
日
㈬
ま
で
に
電
力
会

社
と
受
給
契
約
を
結
び
、
余
剰
電
力

の
買
取
り
契
約
が
結
ば
れ
る
こ
と

〈
申
込
み
〉　

５
月
９
日
㈪
〜
２０
日
㈮

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

直
接
環
境
政
策
課（
第
三
庁
舎
４
階
）

へ
（
郵
送
不
可
）。
申
請
書
は
環
境

政
策
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

＊
予
定
件
数
は
１
２
０
件
程
度
。
期

間
内
に
予
算
を
超
え
る
申
請
が
あ

っ
た
場
合
、
５
月
２５
日
㈬
に
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す

＊
期
間
内
に
予
算
を
超
え
な
か
っ
た

場
合
は
随
時
受
付
を
行
い
ま
す

〈
ご
注
意
く
だ
さ
い
〉　

○
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
工
事
に

着
工
し
た
場
合
、
補
助
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん　

○
隣
接
地
に
高
層
建
築
物
が
建
て
ら

れ
る
な
ど
発
電
量
が
低
下
す
る
ト

ラ
ブ
ル
や
、
積
雪
時
の
落
雪
等
に

よ
る
危
険
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
近
隣
の
状
況
も
ご
考
慮
く
だ

さ
い　

○
訪
問
販
売
等
に
よ
る
業
者
と
の
ト

ラ
ブ
ル
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
契
約
の
際
は
情
報
収
集
を
行

い
、
納
得
の
で
き
る
契
約
を
し
て

く
だ
さ
い

　

新
技
術
や
新
製
品
の
保
護
な
ど

を
目
的
に
、
産
業
財
産
権
の
取
得

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

〈
対
象
経
費
〉　

特
許
権
、
実
用
新

案
権
、
意
匠
権
、
商
標
権
の
出
願
、

審
査
請
求
、
登
録
等
（
初
回
分
）

に
係
る
経
費
（
２
分
の
１
以
内
、

上
限
１０
万
円
）。

＊
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
予
算
が
無
く
な
り

し
だ
い
終
了
し
ま
す

〈
対
象
〉　

市
内
中
小
企
業
者
な
ど

〈
申
込
み
〉　

希
望
さ
れ
る
方
は
、

対
象
経
費
支
払
い
後
３０
日
以
内

に
、
申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類
を

直
接
産
業
支
援
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。
な
お
、

年
度
内
の
申
請
は
、
１
事
業
所
１

回
ま
で
と
な
り
ま
す

＊
申
請
書
等
は
産
業
支
援
課
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
こ
し
が
や
ⅱ
ネ
ッ
ト

か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す

B
産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

空
き
店
舗
の
改
装
費
を
助
成
し
ま
す

産
業
財
産
権
取
得
を
支
援
し
ま
す

B
産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

B
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

え
せ
同
和
行
為
と
は

　

い
か
に
も
同
和
問
題
（※

）
の

解
決
に
努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装

っ
て
、
個
人
、
企
業
、
行
政
機
関

な
ど
に
対
し
て
、「
高
額
な
図
書

の
購
入
強
要
」
や
「
寄
付
金
・
賛

助
金
の
強
要
」
な
ど
、「
ゆ
す
り
」・

「
た
か
り
」
な
ど
を
す
る
行
為
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

え
せ
同
和
行
為
は
、
不
当
な
要

求
を
受
け
た
人
が
被
害
に
遭
う
だ

け
で
な
く
、
国
民
の
間
に
同
和
問

題
に
対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え

つ
け
、
新
た
な
偏
見
や
差
別
意
識

を
生
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
同
和
問
題
解
決

の
た
め
に
多
く
の
人
々
が
積
み
重

ね
て
き
た
啓
発
活
動
や
人
権
教
育

の
効
果
を
、
一
挙
に
覆
す
許
さ
れ

な
い
行
為
で
す
。

え
せ
同
和
行
為
は

断
固
拒
否
し
ま
し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
を
す
る
人
が
、

激
し
い
言
葉
で
不
当
な
要
求
を
し

て
き
て
も
、
断
固
と
し
て
拒
否
し
、

終
始
き
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の
安

易
な
対
応
は
相
手
に
期
待
を
抱
か

せ
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て

同
和
問
題
の
解
決
を
遅
ら
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
…

同
和
問
題
と
は
、「
同
和
地

区
に
住
ん
で
い
る
」あ
る
い
は「
同

和
地
区
に
生
ま
れ
た
」
と
い
う
理

由
で
、
結
婚
や
就
職
、
日
常
生
活

な
ど
の
面
で
差
別
を
受
け
る
と
い

う
問
題
で
す
。
こ
れ
は
憲
法
が
保

障
す
る
「
基
本
的
人
権
」
の
侵
害

で
あ
り
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
生

み
出
さ
れ
た
わ
が
国
固
有
の
重
大

な
人
権
問
題
で
す
。

　

本
市
を
含
む
県
東
部
で
構
成
す

る
埼
葛
１２
市
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
連
携

し
て
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
４
月

を
「
埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強

化
月
間
」
と
定
め
、
同
和
問
題
の

解
決
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
「
え

せ
同
和
行
為
の
排
除
」
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
９
６
３
＝
９
１
１
９

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

―

埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強
化
月
間―

市立病院職員を募集します
看護師免許をお持ちの方（見込み不可）で、二交代また
は三交代勤務が可能な方

4月8日（金）～ 22日（金）に履歴書、看護師免許の写し等を特定記録または簡易書留
で郵送（消印有効）または市立病院庶務課へお持ちください（土曜・日曜日を除く午
前8時30分～午後5時15分）

平成28年７月１日付採用看護師

作文・面接試験

若干名

5月14日（土）

対　象 募集人数

試験日

申込み

選考方法

助産師または看護師免許をお持ちの方（見込み可）で、
二交代または三交代勤務が可能な方

①は4月8日（金）～ 22日（金）　②は5月6日（金）～ 20日（金）に履歴書、助産師または
看護師免許の写し等を特定記録または簡易書留で郵送（消印有効）または市立病院
庶務課へお持ちください（土曜・日曜日を除く午前8時30分～午後5時15分）

平成29年４月１日付採用助産師・看護師

作文・面接試験

30人程度

①5月14日（土）　②6月11日（土）

対　象 募集人数

試験日

申込み

選考方法

看護師免許をお持ちで、二交代または三交代勤務が可能な方20人程度

随時受け付けます。市販の履歴書、看護師免許証の写し、最終学校の卒業証明書お
よび成績証明書を特定記録または簡易書留で郵送するか、市立病院庶務課へ直接
お持ちください（土曜・日曜日、祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）
＊雇用期間は３年程度ですが、その間に正規職員の採用試験を受験し、合格すること
で正規職員になることができます

育児休業代替職員（看護師）

作文・面接試験随時
対　象
試験日

申込み

選考方法

看護師免許をお持ちで、週30時間程度（時間は指定）の勤務が可能な方10人程度

随時受け付けます。市販の履歴書、看護師免許証の写し、最終学校の卒業証明書お
よび成績証明書を特定記録または簡易書留で郵送するか、市立病院庶務課へ直接
お持ちください（土曜・日曜日、祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）
＊任期は1年程度ですが、延長する場合があります

詳しくは募集要項をご覧ください。募集要項は、市立病院庶務課、市役所総合受付、人事課（本庁舎
２階）で配布するほか、市立病院ホームページから印刷できます。
＊院内保育室を開設しています
＊このほか、臨時職員（看護師）も随時募集しています。詳しくは下記へ
B市立病院庶務課（〠343-8577東越谷10-47-1）☎965－4562

　法律改正により、看護職の資格をお持ちで就業していない方は埼玉県ナースセンター
へ届出が必要になりました。転居や出産育児等で離職した方は届出をお願いします。
〈届出方法〉　埼玉県看護協会ホームページの「とどけるん」のページから入力によ

る届出、または下記で詳しくご案内します
B埼玉県ナースセンター☎048－824－7220

任期付短時間勤務職員（看護師）

離職中の看護職の方は、届出が必要です

作文・面接試験随時
対　象
試験日

申込み

選考方法
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講
演
・
教
室

講
演
・
教
室

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
な
な
サ
ポ
こ
し
が
や
」の
講
座

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
越
谷
」の
催
し

か
っ
ち
ゅ
う

第
４
回越ヶ

谷
宿
の
甲
冑
め
ぐ
り

か
っ
ち
ゅ
う

B越谷市観光協会☎９７１－９００２

▲昨年の田植えの様子
◀第一工場の展望台か
らは毎年見事な田んぼ
アートを見ることがで
きます

越谷アリタキ植物園
（緑の森公園内）

花田苑

子どもたちが作ったこいのぼりなど約800匹が泳ぎます人気の甲冑着用体験。気分は戦国武将!?

葛西用水に
1万6000本の
チューリップ

□
第
13
回
不
動
橋
こ
い
の
ぼ
り

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

a
４
月
２９
日
㈷
（
雨
天
時
は
５
月
３

日
㈷
）、午
前
９
時
４０
分
〜
午
後
２
時

　

d
不
動
橋
・
相
模
町
ス
ポ
ッ
ト
広

場　

g
子
ど
も
向
け
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、
模
擬
店
な
ど
。
参
加
し
た
お

子
さ
ん
５
０
０
家
族
に
お
土
産
こ
い

の
ぼ
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
５

月
７
日
㈯
ま
で
元
荒
川
で
泳
ぐ
ミ
ニ

こ
い
の
ぼ
り
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す　

b
大
相
模
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
（
大
相
模
地
区
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
９
８
８
＝
７
３
７
０

□
平
成
28
年
度

　

「
ち
び
っ
こ
く
ら
ぶ
」

g
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
、
お
楽
し
み
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
活
動
（
月
１
回
程
度
）。越
谷

市
青
少
年
相
談
員
協
議
会
主
催　

f

市
内
在
住
の
小
学
生
２０
人
（
抽
選
）

　

h
年
会
費
１
５
０
０
円
（
キ
ャ
ン

プ
な
ど
は
別
途
実
費
負
担
）　

e
４

月
１３
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

＊
青
少
年
相
談
員
と
は
、
埼
玉
県
知

事
の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
の
お
兄

さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
助
け

る
た
め
に
活
動
す
る
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す

b
青
少
年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
プ
レ
ー
パ
ー
ク

a
５
月
５
日
㈷
〜
８
日
㈰
、
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
、
荒
天

中
止
）　

d
原
っ
ぱ
公
園
（
西
大
袋

土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
）　

g
穴

掘
り
や
泥
ん
こ
遊
び
、
水
や
火
を
使

う
な
ど
自
由
な
遊
び
が
で
き
ま
す　

h
無
料　

e
直
接
会
場
へ　

b
青
少

年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
苗
木
の
無
料
配
布

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
緑
を
育
て
大
切

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
苗
木
を
無

料
で
お
配
り
し
ま
す
。
春
は
実
の
な

る
苗
木
と
な
り
ま
す
。

a
４
月
２２
日
㈮
、
午
前
８
時
３０
分
〜

１１
時
（
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
）　

d
中
央
市
民
会
館
東
側
広
場　

g
リ

ン
ゴ
、
ス
モ
モ
等
（
予
定
）
。
当
日

は
越
谷
市
造
園
業
協
会
の
協
力
で
緑

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
き
ま
す　

b

公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２
５

□
藤
ま
つ
り
野
点
コ
ー
ナ
ー

a
５
月
３
日
㈷
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
（
完
売
し
だ
い
終
了
）。藤
ま
つ

り
の
開
催
は
４
月
２９
日
㈷
〜
５
月
５

日
㈷　

d
久
伊
豆
神
社
（
越
ヶ
谷
）

　

f
２
０
０
人　

h
１
０
０
円　

b

越
谷
市
観
光
協
会
☎
９
７
１
＝
９
０

０
２

□
マ
ン
デ
ー
杯
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

a
５
月
９
日
㈪
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

d
総
合
体
育
館　

f
女
性
Ａ

（
１８
歳
〜
４５
歳
未
満
）…

３６
チ
ー

ム
。
女
性
Ｂ
（
４５
歳
以
上
）…

１２
チ

ー
ム　

h
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円　

e
４
月
７
日
㈭
〜
１５
日
㈮
に
直
接
左

記
へ
（
電
話
・
メ
ー
ル
の
申
込
み
不

可
）　

b
総
合
体
育
館
☎
９
６
４
＝

４
３
２
１

□
越
谷
市
場
「
春
の
大
感
謝
祭
」

a
４
月
２３
日
㈯
、
午
前
８
時
〜
午
後

１
時　

d
越
谷
総
合
食
品
地
方
卸
売

市
場
（
流
通
団
地
３
の
２
の
１
）　

g
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
即
売
会
、
協

賛
団
体
等
に
よ
る
物
品
販
売
、
大
抽

選
会
ほ
か　

b
㈱
埼
玉
県
東
部
流
通

セ
ン
タ
ー
☎
９
８
７
＝
３
１
０
０

□
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

a
５
月
２６
日
㈭　

d
紫
あ
や
め
３６
東

コ
ー
ス
（
野
田
市
）、現
地
集
合　

g

個
人
戦…

１８
ホ
ー
ル
、
新
ペ
リ
ア
方

式
。
団
体
戦…

各
地
区
上
位
５
人
の

合
計
。
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
運
営
委
員

会
主
催　

f
市
内
在
住
の
方　

h
参

加
費
３
５
０
０
円（
賞
品
代
ほ
か
）。

プ
レ
ー
費（
１
万
２
０
０
０
円
。食
事

代
等
を
含
む
）
は
各
自
負
担　

e
４

月
１４
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て

各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
へ　

b

生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
５
市
１
町
障
が
い
者
体
育
祭

　

草
加
パ
リ
ポ
リ

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
集
い

a
６
月
５
日
㈰　

d
草
加
市
ス
ポ
ー

ツ
健
康
都
市
記
念
体
育
館
（
草
加
市

瀬
崎
６
の
３１
の
１
）　

g
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
共

有
。
草
加
市
主
催　

f
５
市
１
町

（
草
加
市
・
越
谷
市
・
八
潮
市
・
三

郷
市
・
吉
川
市
・
松
伏
町
）
に
在

住
・
在
勤
で
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ

の
家
族　

b
草
加
市
体
育
協
会
☎
９

２
８
＝
６
３
６
１
、
D
９
２
２
＝
１

５
１
３

□
櫻
間
初
花
會

a
５
月
５
日
㈷
、
午
前
１１
時
開
場
、

正
午
開
演　

d
こ
し
が
や
能
楽
堂　

g
謡
、仕
舞
、舞
囃
子
「
杜
若
」
「
西

王
母
」
ほ
か　

h
無
料　

b
こ
し
が

や
能
楽
堂
☎
９
６
４
＝
８
７
０
０

□
川
の
ま
る
ご
と
再
生

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
完
成
記
念

　

観
光
ぶ
ら
っ
と
こ
し
が
や

　

〜
葛
西
用
水
の
歴
史
を
学
び
風
薫

る
緑
の
遊
歩
道
を
歩
こ
う
！
（
約

４
・
５
㌔
）
〜

　

埼
玉
県
が
実
施
し
て
い
る
「
川
の

ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

補
助
を
受
け
、
市
で
は
平
成
２４
年
度

〜
２７
年
度
の
４
年
間
で
葛
西
用
水
、

東
京
葛
西
用
水
沿
い
の
遊
歩
道
整
備

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
事
業
の
完

成
を
記
念
し
、
観
光
ハ
イ
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
越
谷
市
・

越
谷
市
観
光
協
会
共
催
。

a
５
月
２８
日
㈯
、
午
前
９
時
市
役
所

東
側
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
集
合
。
正
午

ご
ろ
に
ひ
の
き
荘
前
（
川
柳
町
２
の

５
０
７
の
１
）
で
解
散
。
小
雨
決
行

　

f
１
０
０
人（
抽
選
）　

h
３
０
０

円
（
保
険
料
含
む
。
当
日
持
参
）。帰

り
の
バ
ス
代
は
別
途
自
己
負
担　

e

４
月
２２
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
コ
ー
ス
名
・
希
望
者
全

員
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
記
入
し
左
記
へ　

b
越
谷
市
観
光

協
会
・
観
光
ぶ
ら
っ
と
係
（
〠
343
＝

０
８
２
８
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
４
の
１
の

４
）
☎
９
７
１
＝
９
０
０
２

□
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

a
４
月
１７
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

２
時
（
雨
天
中
止
）　

d
サ
ン
シ
テ

ィ
広
場　

b
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
㈱
☎
９
８
５
＝
１
１
３
１

□
イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦

　

「
巨
人　

対　

横
浜
D
e
N
A
」

a
４
月
１０
日
㈰
、
午
後
１
時
試
合
開

始　

d
市
民
球
場　

h
前
売
り
券
は

次
の
と
お
り
。
▽
特
別
席…

１
４
０

０
円
（
当
日
１
９
０
０
円
）　

▽
内

野
席…
１
１
０
０
円
（
当
日
１
６
０

０
円
）　

▽
外
野
席…

当
日
券
の
み

７
０
０
円
。
全
席
自
由
。
総
合
体
育

館
、
中
央
市
民
会
館
、
市
民
球
場
、

市
内
読
売
新
聞
販
売
店
で
販
売
中　

b
東
武
よ
み
う
り
新
聞
社
☎
９
８
７

＝
０
６
１
１

　４月上旬になる
と、市役所東側葛西
用水の中土手に、１
万６０００本のチュ
ーリップが約４００
メートルにわたり
咲き誇ります。

　色彩別の稲（古代米）を使って、田んぼに絵を描く田んぼアート。７回
目となる今年は、リオデジャネイロオリンピック競泳女子２００ｍバタフ
ライに出場が内定している、越谷市出身の星奈津美選手を描きます。
〈内容・日にち〉　
　▷田植え…５月29日㈰（予備日６月５日㈰）
　▷収穫祭（稲刈り）…９月下旬（予定）
〈場所〉　東埼玉資源環境組合第一工場の向かいの水田
〈対象〉　２００人（小学生以下のみの参加不可）
〈費用〉　小学生以上２０００円、小学生未満１０００円
〈申込み〉　越谷市観光協会で配布している申込書をファクスまたは郵送
で下記へ。申込書は越谷市観光協会ホームページからも印刷できます

＊事前説明会を５月８日㈰、午後１時30分から農業技術センターで行い
ます（予定）

こしがや田んぼアート2016
～体験者募集～

B越谷市観光協会☎９７１－９００２

a
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
園
は

午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２

５

a
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
入
園
は

午
後
６
時
ま
で
）　

g
苑
内
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
五
錦
雄
互
さ
ん
に

よ
る
津
軽
三
味
線
演
奏
会
、
オ
カ
リ

ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
か
ざ
ぐ
る
ま
に
よ

る
オ
カ
リ
ナ
演
奏
ほ
か　

h
入
園
無

料
（
お
茶
席
は
１
人
３
０
０
円
）　

b
花
田
苑
☎
９
６
２
＝
６
９
９
９

a
４
月
９
日
㈯
、
午
前
１１
時
〜
午
後

８
時（
荒
天
中
止
）　

d
市
道
７
０
０

０
７
号
線
（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

越
谷
支
店
〜
ミ
ス
タ
ー
マ
ッ
ク
ス
越

谷
店
手
前
）
ほ
か 

g
商
店
会
員
等

の
出
店
、ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
、手
づ

く
り
ク
ラ
フ
ト
市
、
ラ
イ
ブ
ア
ー
ト

＊
午
前
９
時
〜
午
後
１０
時
は
車
両
通

行
止
め
と
な
り
ま
す

＊
都
合
に
よ
り
、
内
容
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
越
谷
駅
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
で
食
の

マ
ル
シ
ェ
Ａ
ｃ
ｈ
ａ
Ａ
ｃ
ｈ
ａ
、
音

楽
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
開
催
し
ま
す
！

b
越
谷
中
央
商
店
会
（
越
谷
Ｎ
Ｓ
Ｃ

開
発
㈱
）
☎
９
６
０
＝
１
６
１
１
、

越
谷
中
央
商
店
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.koshigaya-chuoshoutenkai.jp/

音
楽
商
店
街

　

マ
ル
ナ
ナ　
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

 もくぞう じ ぞう ぼ さつりゅうぞう

木造地蔵菩薩立像

４
月
９
日
越
谷
駅
周
辺
が
音
楽
で
染
ま
り
ま
す
！

 

　
　
　
　
浄
山
寺
の

「
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
」が

国
の
重
要
文
化
財
に

 

　
　
　
　
浄
山
寺
の

「
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
」が

国
の
重
要
文
化
財
に

市
内
初

市
内
初

５月４日㈷
みどりの日

無
料

開
園

越
谷
の
緑
に
恵
ま
れ
た
施
設
へ

出
か
け
ま
せ
ん
か

越
谷
の
緑
に
恵
ま
れ
た
施
設
へ

出
か
け
ま
せ
ん
か

　

県
指
定
文
化
財
の
浄
山
寺
（
野
島

３２
）
の
本
尊
「
木
造
地
蔵
菩
薩
立

像
」
が
、
市
内
で
初
め
て
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
」

は
、
関
東
で
も
屈
指
の
古
さ
を
誇
る

木
彫
仏
で
あ
り
貴
重
で
あ
る
と
し

て
、
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ

う
、
３
月
に
国
の
文
化
審
議
会
か
ら

文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
、
今

後
、
正
式
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
す
。

　

木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
は
、
毎
年
２

月
２４
日
と
８
月
２４
日
の
２
回
、
浄
山

寺
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
１

５

葛西用水に
1万6000本の
チューリップ

葛西用水に
1万6000本の
チューリップ

　

特
に
記
載
の
な
い
場
合
、
費
用
は

無
料
、
場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
は

ほ
っ
と
越
谷
☎
９
７
０
＝
７
４
１
１

（
月
曜
日
、
祝
日
休
所
）
へ
。

□
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
の
登
用

推
進
の
た
め
の
講
座
「
言
わ
な
き

ゃ
暮
ら
し
は
変
わ
ら
な
い
」

①
女
性
の
政
治
参
画
を
考
え
る…

a

５
月
１８
日
㈬
、
午
後
２
時
〜
３
時
３０

分　

g
上
智
大
学
教
授
（
政
治
学
）

の
三
浦
ま
り
さ
ん
に
、
身
近
な
地
域

課
題
解
決
の
た
め
の
市
民
活
動
や
女

性
の
政
治
参
画
の
重
要
性
を
聞
き
ま

す　

f
４０
人

②
審
議
会
っ
て
何
？…
a
５
月
２５
日

㈬
、
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分　

g
市
民
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
女
性

審
議
会
委
員
の
体
験
談
を
聞
く
と
と

も
に
、
今
年
審
議
会
委
員
を
公
募
す

る
審
議
会
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

　

f
女
性
３０
人（
①
の
受
講
者
優
先
）

＊
右
記
講
座
の
ほ
か
、
②
受
講
者
の

希
望
者
の
審
議
会
傍
聴
を
予
定
し

て
い
ま
す

□
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

　

「
子
ど
も
と
学
校
〜
い
じ
め
と

　
　

不
登
校
を
考
え
る
」

a
４
月
５
日
㈫
〜
３０
日
㈯　

g
４
月

２３
日
㈯
に
実
施
す
る
シ
ネ
マ
サ
ロ
ン

「
不
登
校
を
考
え
る
」
の
企
画
に
合

わ
せ
て
、
子
ど
も
と
学
校
や
い
じ
め

に
関
連
し
た
「
ほ
っ
と
越
谷
」
所
蔵

本
を
展
示
し
ま
す
。
新
学
期
、
子
ど

も
の
こ
と
で
悩
ん
だ
ら
「
ほ
っ
と
越

谷
」
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

所
蔵
本
を
木
曜
日
と
日
曜
日
に

貸
し
出
し
ま
す
！

　

所
蔵
本
の
貸
し
出
し
を
、
４
月
か

ら
毎
週
木
曜
日
の
ほ
か
日
曜
日
も
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

特
に
記
載
の
な
い
場
合
、
費
用
は

無
料
、
場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
は

な
な
サ
ポ
こ
し
が
や
（
〠
343
＝
０
８

１
６
弥
生
町
１６
の
１
）
☎
９
６
９
＝

２
７
５
０
へ
。

□
人
材
バ
ン
ク
「
手
と
手
を
つ
な
ぐ

情
報
ガ
イ
ド
」
登
録
者
募
集

　

あ
な
た
の
経
験
と
知
識
を
地
域
の

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用

し
ま
せ
ん
か
。

f
な
な
サ
ポ
こ
し
が
や
登
録
団
体
・

個
人
ま
た
は
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
１８
歳
以
上
の
方　

e
４
月
３０
日

㈯
、
午
後
５
時
ま
で

□
か
ふ
ぇ
と
も

a
４
月
１７
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
正
午

　

g
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
の
親
の

交
流
の
場　

f
２０
人　

e
受
付
中

□
第
５
回
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

実
行
委
員
募
集

　

市
民
活
動
や
な
な
サ
ポ
こ
し
が
や

を
、
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
催
し

物
の
企
画
と
運
営
（
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
は
９
月
１１
日
㈰
開
催
予
定
）
。　

f
な
な
サ
ポ
こ
し
が
や
登
録
団
体
ま

た
は
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　

e
４
月
３０
日
㈯
ま
で

□
う
た
ご
え
広
場

a
５
月
２５
日
㈬
、
午
前
１０
時
か
ら　

f
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
方　

e

５
月
１１
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
（
１
枚
に
つ
き
家
族
２
人

ま
で
）
を
記
入
し
、
な
な
サ
ポ
こ
し

が
や
へ

□
市
政
移
動
教
室

a
５
月
９
日
㈪
、
午
前
８
時
５０
分
市

役
所
集
合　

d
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場
、

こ
し
が
や
能
楽
堂
、
農
産
物
直
売
所

「
グ
リ
ー
ン
・
マ
ル
シ
ェ
」
、
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー　

f
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て

い
る
方
３８
人
（
抽
選
）　

h
無
料　

e
４
月
１５
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、

は
が
き
に
市
政
移
動
教
室
と
明
記
の

う
え
、
参
加
者
全
員
（
１
枚
に
２
人

ま
で
）
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
記
入
し
左
記
へ
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま

す
）
。
結
果
は
４
月
末
ま
で
に
通
知

し
ま
す
。
鴨
場
に
名
簿
を
提
出
し
ま

す　

b
広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９

１
１
７

□
春
期
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

a
５
月
１０
日
〜
６
月
２８
日
の
毎
週
火

曜
日
、
午
後
４
時
〜
５
時
（
全
８

回
）　

d
第
２
体
育
館　

g
親
子
一

緒
の
器
械
体
操
ほ
か　

f
３
歳
（
４

月
１
日
現
在
）
〜
６
歳
（
就
学
前
）

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
４０
組　

h
無

料　

e
４
月
５
日
㈫
、
午
前
９
時
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
左
記
へ

＊
春
期
教
室
に
参
加
す
る
方
は
秋
期

教
室
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

＊
対
象
年
齢
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い

る
場
合
は
、
臨
時
保
育
室
で
お
預

か
り
し
ま
す

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

（
身
体
）

a
５
月
１４
日
㈯
・
２８
日
㈯
・
６
月
１１

日
㈯
、
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
（
全

３
回
）　

d
第
１
体
育
館　

g
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど　

f

市
内
在
住
で
１８
歳
以
上
の
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
方
２０
人　

h
無
料　

e

４
月
７
日
㈭
、
午
前
９
時
か
ら
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
へ　

b
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

４
、
D
９
６
５
＝
５
９
５
４

□
男
性
の
た
め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

a
５
月
２４
日
〜
６
月
１４
日
の
毎
週
火

曜
日
、
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
（
全

４
回
）　

d
第
２
体
育
館　

g
軽
ス

ポ
ー
ツ
（
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
、
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
）　

f
市
内

在
住
の
男
性
１８
人　

h
無
料　

e
４

月
１２
日
㈫
、
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
左
記
へ　

b
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９
６

３
＝
９
２
８
４

□
こ
し
が
や
市
民
法
律
教
室

a
４
月
９
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分
か

ら　

d
中
央
市
民
会
館
４
階
第
１６
〜

１８
会
議
室　

g
テ
ー
マ
は
「
〈
刑
罰

と
福
祉
〉
支
え
る
人
が
い
な
い
、
と

い
う
こ
と
」
。
講
師
は
弁
護
士
の
吉

廣
慶
子
さ
ん　

h
無
料　

e
電
話
で

左
記
へ
（
３
月
号
で
同
教
室
の
前
期

分
を
申
し
込
ん
だ
方
は
新
た
な
申
込

み
は
不
要
）　

b
く
ら
し
安
心
課
☎

９
６
３
＝
９
１
５
６

□
郷
土
歴
史
講
座

　

「
越
ヶ
谷
・
大
沢
地
区
の
歴
史
に

　

つ
い
て
」

①
講
座…

a
５
月
１１
日
㈬
・
１８
日

㈬
、
午
後
２
時
〜
４
時　

d
市
立
図

書
館　

②
現
地
研
修…

a
５
月
２５
日

㈬
ま
た
は
６
月
１
日
㈬
の
い
ず
れ

か
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
予

定
）　

g
越
ヶ
谷
・
大
沢
地
区
の
歴

史
め
ぐ
り
。
講
師
は
越
谷
市
郷
土
研

究
会
顧
問
の
加
藤
幸
一
さ
ん
。
Ａ
コ

ー
ス
は
①
②
の
３
日
間
、
Ｂ
コ
ー
ス

は
①
の
み
。
②
の
み
の
参
加
は
不

可
。
徒
歩
の
移
動
も
あ
り
ま
す　

f

①
８０
人　

②
各
日
２０
人
（
抽
選
）　

h
無
料　

e
４
月
２８
日
㈭
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
希
望
コ
ー
ス
（
Ａ
コ
ー
ス
の
場

合
は
５
月
２５
日
㈬
ま
た
は
６
月
１
日

㈬
の
現
地
研
修
の
希
望
日
を
記
入
）

を
明
記
の
う
え
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
１
枚
に
つ
き
１
人
）
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
へ　

b

市
立
図
書
館
（
〠
343
＝
０
０
２
３
東

越
谷
４
の
９
の
１
）
☎
９
６
５
＝
２

６
５
５

□
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
弓
道
教
室

a
５
月
１０
日
㈫
〜
６
月
３
日
㈮
の
毎

週
火
曜
・
金
曜
日
（
全
８
回
）、午
後

２
時
〜
４
時　

d
緑
の
森
公
園
越
谷

市
弓
道
場　

f
５
市
１
町
に
在
住
・

在
勤
で
１８
歳
以
上
の
初
心
者
の
方
２５

人　

h
２
０
０
０
円　

e
４
月
２３
日

㈯
〜
５
月
７
日
㈯
、
午
前
１０
時
〜
午

後
８
時
に
参
加
費
を
添
え
て
直
接
左

記
へ
（
月
曜
日
休
館
）　

b
緑
の
森

公
園
越
谷
市
弓
道
場
（
越
ヶ
谷
２
５

７
９
）
☎
９
６
６
＝
０
９
１
０

□
自
律
神
経
の
不
思
議

a
４
月
２３
日
㈯
、
午
後
３
時
〜
５
時

　

d
順
天
堂
越
谷
病
院
集
会
ホ
ー
ル

　

g
講
師
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
総

合
診
療
科
研
究
室
教
授
の
小
林
弘
幸

さ
ん　

h
無
料　

e
当
日
会
場
へ　

b
順
天
堂
精
神
医
学
研
究
所
☎
９
７

８
＝
８
５
９
５

　

日
光
街
道
（
日
光
道
中
）
の
宿

場
町
の
面
影
を
今
も
残
す
越
ヶ
谷

宿
。
今
年
も
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
で
た
く
ま
し
い
成
長
を
願

い
、
越
谷
伝
承
の
五
月
人
形
を
商

店
や
古
民
家
に
飾
り
ま
す
。

　

春
の
心
地
よ
い
陽
気
の
中
で
、

街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
飾
ら
れ
た

五
月
人
形
を
見
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
街
並
み
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

〈
期
間
〉

　

４
月
２９
日
㈷
〜
５
月
５
日
㈷

〈
内
容
〉

　

越
谷
駅
東
口
周
辺
の
商
店
街

（
越
谷
市
本
町
商
店
会
、
越
谷
新

町
商
店
会
、
越
谷
中
央
商
店
会
）

の
商
店
や
古
民
家
約
５０
軒
に
五
月

人
形
等
を
展
示
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

（
４
月
２９
日
㈷
〜
５
月
１
日
㈰
、

３
日
㈷
〜
５
日
㈷
）、甲
冑
着
用
体

験
（
３
日
㈷
）、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
３
日
㈷
〜
５
日
㈷
）
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
電
話

で
左
記
へ
（
要
予
約
）
、
費
用
は

５
０
０
円
で
す

＊
今
号
の
１８
面
こ
し
が
や
探
検
隊

の
テ
ー
マ
は
越
谷
甲
冑
で
す

b
越
谷
商
工
会
議
所
☎
９
６
６
＝

６
１
１
１

ご 

し
き
ゆ
う
ご

の 

だ
て

　
　

さ
く
ら 

ま　
は
つ
は
な
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
き
つ
ば
た
　
　
　
　
せ
い

お
う 

ぼ

あ　
　
ち　
ゃ　
　

あ　
　
ち　
ゃ
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▼
第
６
回
越
谷
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
演
奏
会

a
４
月
１７
日
㈰
、
午
後
２
時
開
演

　

d
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ

（
松
伏
町
）　

g
千
原
英
喜
「
混

声
合
唱
の
た
め
の
『
ど
ち
り
な
き

り
し
た
ん
』
」
ほ
か　

h
１
０
０

０
円
（
学
生
５
０
０
円
）　

b
越

谷
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
山
﨑
☎

０
９
０
＝
９
１
０
５
＝
５
５
４
８

▼
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
前　

も
っ
た

い
な
い
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

出
店
者
募
集

a
４
月
２９
日
㈷
、
午
前
１０
時
〜
午

後
３
時　

d
見
田
方
遺
跡
公
園　

h
１
区
画
２
０
０
０
円
（
当
日
集

金
）　

e
事
前
に
左
記
へ　

b
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
推
進
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ン
事
務
局
☎

０
４
８
＝
２
６
８
＝
８
７
１
１

▼
文
教
大
学
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
受
講
生
募
集

d
文
教
大
学　

g
寺
子
屋
（
中
学

教
科
書
の
学
び
な
お
し
）
、
教
養

講
座
（
歴
史
・
文
学
・
心
理
学
な

ど
）、趣
味
（
デ
ジ
カ
メ
・
囲
碁
・

書
道
・
気
功
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ど
）
、
語
学
、
パ
ソ
コ
ン
、
外
国

人
の
た
め
の
日
本
語
講
座
ほ
か　

e
左
記
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
請
求

　

b
文
教
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
☎
０
１
２
０
＝
１
６
０
＝
４
４

９
ま
た
は
９
７
４
＝
８
８
１
１

▼
越
谷
南
高
校
吹
奏
楽
部

　

第
31
回
定
期
演
奏
会

a
５
月
３
日
㈷
、
午
後
３
時
開
演

　

d
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル　

g

交
響
曲
第
３
番
「
オ
ル
ガ
ン
付
き
」

フ
ィ
ナ
ー
レ
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
ス
テ
ー

ジ
ほ
か　

h
一
般
７
０
０
円
、
高

校
生
以
下
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　

e
４
月
３０
日
㈯
ま
で
に
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
氏
名
・
チ
ケ

ッ
ト
の
種
類
・
枚
数
を
記
入
し
左

記
へ　

b
越
谷
南
高
吹
奏
楽
部
・

萩
原
☎
９
８
８
＝
５
１
６
１
、
D

０
４
８
＝
６
１
１
＝
８
１
２
９
、

Hkoshinan-wind@mail.goo.ne.jp

▼
遺
言
書
の
書
き
方
と

　

終
活
を
学
ぼ
う

a
４
月
２３
日
㈯
、
午
前
９
時
４５
分

〜
正
午　

d
中
央
市
民
会
館
５
階

第
７
会
議
室　

f
１５
人　

h
無
料

　

e
b
遺
言
相
続
後
見
ネ
ッ
ト
事

務
局
☎
９
４
６
＝
５
１
５
２

▼
子
ど
も
た
ち
で
学
ぶ

　

ア
ウ
ト
ド
ア
授
業

a
５
月
２９
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午

後
２
時　

d
し
ら
こ
ば
と
運
動
公

園　

g
テ
ン
ト
張
り
、
カ
レ
ー
作

り
等　

f
市
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者　

h
無
料
（
米
１
合

持
参
）　

e
５
月
１５
日
㈰
ま
で
に

メ
ー
ル
で
左
記
へ　

b（
一
社
）越

谷
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
ブ
☎
９
７
１

＝
５
６
４
６
、
Hinfo@k-o-c.jp

▼
越
谷
美
術
協
会
・
会
員
作
品
展

a
４
月
２２
日
㈮
〜
２６
日
㈫
、
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
（
２６
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

d
中
央
市
民
会
館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

g
会
員
の
日

本
画
・
油
彩
画
・
水
彩
画
な
ど
約

６０
点
を
展
示　

h
無
料　

b
事
務

局
・
小
澤
☎
９
７
５
＝
５
０
２
８

▼
自
然
観
察
会

a
４
月
２４
日
㈰
、
午
前
８
時
４５
分

〜
正
午　

d
県
民
健
康
福
祉
村　

g
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　

f
ど

な
た
で
も　

h
２
０
０
円　

c
双

眼
鏡
（
お
持
ち
の
方
）　

e
当
日

会
場
へ　

b
越
谷
野
鳥
の
会
・
小

菅
☎
９
６
６
＝
４
９
０
０

□
野
球
場
貸
し
出
し
抽
選
会

a
５
月
６
日
㈮
、
午
後
７
時
か
ら
受

付
。
午
後
７
時
３０
分
か
ら
抽
選　

d

市
民
球
場
会
議
室　

g
８
月
の
日
曜

日
分
の
抽
選　

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や

く
」
に
登
録
し
て
い
る
越
谷
市
内
の

チ
ー
ム　

h
使
用
料
は
使
用
日
の
翌

月
に
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録

口
座
か
ら
振
り
替
え
。
江
戸
川
広
域

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
抽
選
日
に

支
払
い　

c
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」

の
登
録
カ
ー
ド
（
事
前
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
で
登
録
が
必
要
で
す
）　

b

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の

　

一
部
施
設
の
利
用
休
止

a
５
月
９
日
㈪
〜
１４
日
㈯　

g
特
別

清
掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
の
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
は
休
館
日
を
除
き
平
常
ど
お
り

利
用
で
き
ま
す　

b
越
谷
市
民
プ
ー

ル
☎
９
９
２
＝
６
６
０
２

□
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
の

　

利
用
休
止

g
平
成
２９
年
１
月
１６
日
㈪
〜
３
月
２４

日
㈮
の
間
、
施
設
の
設
備
更
新
の
た

め
、
大
ホ
ー
ル
の
利
用
が
で
き
ま
せ

ん　

b
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
☎
９
８
５
＝
１
１
１
１

□
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
の

　

利
用
再
開

g
改
修
工
事
の
た
め
施
設
の
利
用
休

止
を
４
月
３０
日
㈯
ま
で
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
工
事
の
完
了
に
伴
い
４

月
１
日
㈮
か
ら
利
用
を
再
開
し
ま
す

　

b
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

☎
９
８
５
＝
１
１
１
１

□
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

　

平
成
２８
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。

g
団
体
が
活
動
中
（
国
内
）
の
事
故

な
ど
の
補
償
（
傷
害
保
険
・
賠
償
責

任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
）

　

f
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
を

行
う
４
人
以
上
の
団
体　

e
郵
便
局

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
で
払
込
み
後
、

振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
貼
付
し
た

加
入
依
頼
書
を
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

埼
玉
県
支
部
へ
郵
送
。
詳
し
く
は
、

各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
総
合
体
育
館
・

地
域
体
育
館
・
市
民
球
場
・
し
ら
こ

ば
と
運
動
公
園
競
技
場
・
弓
道
場
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
で
配
布
す
る
し
お
り
等
を
ご
覧

く
だ
さ
い　

b
（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
埼
玉
県
支
部
☎
０
４
８
＝

７
７
９
＝
９
５
８
０

□
市
民
の
投
稿
作
品
等
を
紹
介
す
る

文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
―

越
谷
文
化
」
第
34
号
販
売
中

　

随
筆
・
レ
ポ
ー
ト
・
小
説
・
詩
・

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
写
真
の
ほ
か

に
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
よ
る

作
文
や
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
第
３４
号
の
優
秀
賞
の
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
。
カ
ッ

コ
内
は
部
門
）。▽
渡
邉
容
子
（
随

筆
）　

▽
中
村
順
子
（
俳
句
）　

▽

井
上
文
子
（
写
真
）

〈
販
売
場
所
〉　

生
涯
学
習
課
、
大

間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
、
旧
東
方
村

中
村
家
住
宅
、
市
立
図
書
館
、
南
部

図
書
室
、
市
立
病
院
内
売
店
、
市
内

の
一
部
書
店

〈
販
売
価
格
〉　

７
０
０
円

b
生
涯
学
習
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
３
０
７

□
千
間
台
第
四
公
園
に
環
境
大
気

　

測
定
局
を
設
置
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
市
内
の
大
気
常
時
監
視

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
東
越
谷
第
二
公
園
に
加
え
、
新
た

に
千
間
台
第
四
公
園
に
環
境
大
気
測

定
局
を
設
置
し
、
微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
を
は
じ
め
と
し
た

大
気
汚
染
物
質
の
測
定
を
開
始
し
ま

し
た
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
高
濃
度
と
な

っ
た
場
合
の
注
意
喚
起
や
、
環
境
基

準
の
達
成
状
況
の
確
認
な
ど
に
活
用

さ
れ
ま
す
。
測
定
結
果
は
埼
玉
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

〈
測
定
内
容
〉　

▽
Ｐ
Ｍ
２
・
５　

▽
浮
遊
粒
子
状
物
質　

▽
窒
素
酸
化

物
（
一
酸
化
窒
素
、
二
酸
化
窒
素
）

　

▽
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト　

▽
一

酸
化
炭
素　

▽
炭
化
水
素　

▽
風

向
、
風
速

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

６□
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

が
加
入
す
る
組
合
で
、
戸
田
競
艇
場

で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益
金
を

市
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

４
月
〜
６
月
の
開
催
日…

y
４
月
１

日
㈮
〜
４
日
㈪
、
y
１２
日
㈫
〜
１７
日

㈰
、
２３
日
㈯
〜
２６
日
㈫
、
５
月
３
日

㈷
〜
８
日
㈰
、
y
１４
日
㈯
〜
１７
日

㈫
、
y
２０
日
㈮
〜
２３
日
㈪
、
y
６
月

２
日
㈭
〜
５
日
㈰
、
y
８
日
㈬
〜
１３

日
㈪
、
１６
日
㈭
〜
１９
日
㈰

＊
y
は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催

b
財
政
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
５

□
市
内
に
６
次
産
業
化
の

　

認
定
店
舗
が
オ
ー
プ
ン

　

市
で
は
、
農
業
の
６
次
産
業
化

（
農
業
者
が
主
体
と
な
り
、
農
産
物

の
生
産
、
加
工
、
流
通
・
販
売
に
関

わ
る
こ
と
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
内
事
業
者
（
㈲
ト
マ

ト
園
芸
）
が
、
国
の
６
次
産
業
化
事

業
と
し
て
認
定
さ
れ
た
店
舗
を
設
立

し
ま
し
た
。

〈
店
舗
名
・
所
在
地
〉　

ト
マ
ト
園

芸
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
店
（
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
６
の
２０
の
５
）

〈
営
業
時
間
〉　

午
前
１０
時
〜
午
後

７
時
（
３
月
〜
６
月
、
１０
月
〜
１２
月

は
無
休
）

〈
事
業
内
容
〉　

鉢
か
ら
花
ま
で
、

自
分
で
選
べ
る
オ
ー
ダ
ー
制
の
コ
ン

テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
の
販
売

b
ト
マ
ト
園
芸
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
店
☎

９
６
１
＝
４
１
８
７

▼
中
国
語
体
験
教
室

a
４
月
１０
日
㈰
・
１７
日
㈰
、
午
前

１０
時
〜
正
午　

d
中
央
市
民
会
館

５
階
第
９
会
議
室　

f
３０
人　

h

無
料　

e
b
日
中
友
好
協
会
越
谷

支
部
・
島
﨑
☎
９
７
５
＝
４
６
２

９▼
越
谷
市
工
芸
協
会
作
品
展

a
４
月
２７
日
㈬
〜
２９
日
㈷
、
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
２７
日
は

午
後
１
時
か
ら
、
２９
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

d
サ
ン
シ
テ
ィ
展
示

ホ
ー
ル　

g
革
工
芸
、
籐
工
芸
、

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
デ
コ

パ
ー
ジ
ュ
ほ
か　

h
無
料　

b
小

林
☎
０
８
０
＝
６
５
４
７
＝
３
４

５
８

▼
健
康
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

　

（
全
４
回
）

d
a
▽
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー…

４

月
１４
日
㈭
・
５
月
１２
日
㈭　

▽
北

越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー…

４
月
２１
日

㈭
・
２８
日
㈭
。
い
ず
れ
も
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午　

h
８
０
０
円

（
参
加
回
数
に
か
か
わ
ら
ず
同

額
）　

c
上
履
き　

e
当
日
会
場

へ　

b
北
越
谷
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
・
嶋
田
☎
９
７
６
＝
５
７

９
５

a
①
４
月
６
日
㈬
、
午
前
１０
時
〜

正
午　

②
４
月
７
日
㈭
、
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午　

③
５
月
９
日

㈪
、
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午　

d

①
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
荘

　

②
③
中
央
市
民
会
館
５
階　

g

活
力
あ
る
高
齢
社
会
を
目
指
し
、

有
償
の
就
業
で
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
会
員
組
織　

f
市
内
在
住
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
６０
歳
以

上
の
方　

e
事
前
に
電
話
で
左
記

へ　

b
越
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
９
６
７
＝
４
３
１
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

環境大気測定局

活動の一例「壁のクロスの張替え」

知お知ら
せ

お
知
ら
せ
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□
こ
し
が
や
市
民
大
学

　

企
画
運
営
委
員

〈
任
期
〉　

５
月
１
日
か
ら
２
年
間

〈
対
象
〉　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
ま
た
は
市
内
で
活
動
す
る
１８
歳
以

上
（
５
月
１
日
現
在
）
の
方
若
干
名

〈
内
容
〉　

年
１０
回
程
度
の
会
議
へ

の
参
加
と
年
１４
回
程
度
の
講
座
の
運

営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。
報
酬

等
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん

〈
申
込
み
〉　

４
月
１５
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、
市
民
大
学
に
関
し
て

の
考
え
を
作
文
（
８
０
０
字
以
内
）

に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
生
涯
学

習
課
へ
（
郵
送
・
メ
ー
ル
可
）。選
考

結
果
は
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。
応
募

作
文
は
返
却
し
ま
せ
ん

b
生
涯
学
習
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
２
８
３
、
H102252 

00@city.koshigaya.saitama.jp

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

〈
任
期
〉　

６
月
１
日
〜
平
成
３０
年

３
月
３１
日

〈
対
象
〉　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
若
干
名
。
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
ま
た
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
経
験

が
あ
る　

②
原
則
、
１８
歳
〜
７０
歳
未

満
の
方　

③
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能

　

④
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
訪
問
調
査
が
で
き
る

〈
内
容
〉　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
情
報
提
供
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
、
活
動
等
に
関
す
る
相
談
等
を
行

い
ま
す
。
業
務
は
原
則
、
月
曜
〜
土

曜
日
（
祝
日
を
除
く
月
４
〜
６
回
程

度
）
、
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

〈
申
込
み
〉　

４
月
１５
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、
越
谷
市
社
会
福
祉
協

議
会
窓
口
（
中
央
市
民
会
館
２
階
）

で
配
布
す
る
指
定
の
履
歴
書
に
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
左
記
へ
。

書
類
選
考
と
面
接
に
よ
り
決
定
。
結

果
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
提
出
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん

b
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
担
当
☎
９
６
６

＝
３
２
１
１

□
第
３
回
越
谷
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
出
店
者
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

a
６
月
５
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時　

d
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

　

g
外
国
の
料
理
、
民
芸
品
な
ど
の

販
売
、
国
の
紹
介
な
ど　

h
外
国
の

屋
台
料
理…

５
０
０
０
円
、
食
材
・

民
芸
品
な
ど
の
販
売…

１
０
０
０

円
、
国
の
紹
介…

無
料
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
は
会
場
整
理
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す

＊
５
月
１４
日
㈯
に
行
う
事
前
説
明
会

に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い

e
左
記
で
必
要
書
類
を
配
布　

b
越

谷
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
中
央

市
民
会
館
５
階
）
☎
９
６
０
＝
３
３

５
０

□
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
と
就
職
相
談

g
a
①
「
会
っ
て
み
た
い
」
と
思
わ

せ
る
応
募
書
類
と
は…

５
月
７
日

㈯
、
午
前
１０
時
〜
正
午
（
相
談
は
午

後
０
時
１５
分
か
ら
１
人
３０
分
）　

②

「
一
緒
に
働
き
た
い
」
と
思
わ
せ
る

採
用
面
接
と
は…

５
月
２１
日
㈯
、
午

前
１０
時
〜
正
午
（
相
談
は
午
後
０
時

１５
分
か
ら
１
人
３０
分
）　

d
産
業
雇

用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階
会
議
室　

f

市
内
在
住
の
就
職
活
動
中
の
方
各
２０

人
（
相
談
は
各
６
人
）　

h
無
料　

e
４
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
で
下
記
へ

　

b
産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６

８
０

□
女
性
の
た
め
の

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

a
５
月
１９
日
㈭
、
午
前
１０
時
〜
正
午

　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階

会
議
室　

g
適
性
診
断
で
自
分
の
可

能
性
を
発
見
す
る
。
採
用
面
接
の
自

己
Ｐ
Ｒ
を
考
え
る　

f
市
内
在
住
の

就
職
活
動
中
の
女
性
２０
人　

e
４
月

８
日
㈮
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b
産

業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

〈対象路線〉　茨急バス
（茨城急行自動車㈱）
「せんげん台駅東口～桜
井公民館前～老人福祉セ
ンター線」
〈変更内容〉　３月２６日
から、「間久里第四公園
入口～桜井公民館前」間
のバス停を廃止し、新た
に「ふれあい広場前」の
バス停を新設しました

〈対象路線〉　タローズ
バス（㈱ジャパンタロー
ズ）「越谷駅西口～きた
ずみ内科クリニック前、
けやき荘～県民健康福祉
村線」
〈変更内容〉　４月１日
（金）から、市道６０００９
号線を経由するバス路線
に変更します（バス停の
位置が右図のとおりに変
更されます）

〈対象路線〉　朝日バス（朝日自動車㈱）の下記の路線
〈変更内容〉　４月１日（金）から、北越谷駅東口、越谷駅東口、
南越谷駅北口、越谷レイクタウン駅北口、吉川駅北口を発着す
るバス路線の運行時刻等を変更します。また、「越谷駅東口～
越谷市立病院線」で深夜バスが運行されます

第
17
回
春
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
草
加
市
）

a
４
月
２９
日
㈷
、
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
雨
天
時
は
５
月
１
日
㈰

に
延
期
）　

d
綾
瀬
川
左
岸
広
場

　

g
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
の
コ
ー
ナ

ー
や
模
擬
店
な
ど
、
親
子
で
楽
し

め
ま
す　

b
子
ど
も
育
成
課
☎
９

２
８
＝
６
４
２
１

季
節
展
示
「
端
午
の
節
句
」

　
　
　
　
　
　
　
　

（
八
潮
市
）

a
４
月
１６
日
㈯
〜
５
月
８
日
㈰
、

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
４５
分　

d

資
料
館
お
よ
び
併
設
の
古
民
家　

g
五
月
人
形
、
こ
い
の
ぼ
り
の
展

示　

h
無
料　

b
資
料
館
☎
９
９

７
＝
６
６
６
６

春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
郷
市
）

a
４
月
２９
日
㈷
、
午
前
１０
時
〜
正

午
（
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
）　

d
三
郷
市
早
稲
田
公
園　

g
草
花

や
苗
木
の
無
料
配
布
、
緑
の
募
金

活
動
（
花
の
種
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ

り
）　

b
み
ど
り
公
園
課
花
と
み

ど
り
の
係
☎
９
３
０
＝
７
７
４
５

シ
ネ
マ
de
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吉
川
市
）

a
５
月
８
日
㈰
、
午
後
２
時
〜
４

時　

d
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ

し
す
多
目
的
ホ
ー
ル　

g
「
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
！
」
（
約
２
時
間
）
の
上
映

　

f
１
０
０
人　

b
市
立
図
書
館

☎
９
８
４
＝
１
８
８
８

東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
特

別
演
奏
会〝
エ
ロ
ー
ラ
の「
四
季
」〞

Vol
・
13　
　
　
　
　
　
（
松
伏
町
）

a
５
月
２２
日
㈰
、
午
後
１
時
３０
分

開
場
、
２
時
開
演　

d
田
園
ホ
ー

ル
・
エ
ロ
ー
ラ　

g
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
「
四
季
」
全
曲
、
エ
ル
ガ
ー

組
曲
「
ス
ペ
イ
ン
の
貴
婦
人
」
ほ

か
。
出
演
は
東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ

ィ
合
奏
団
、
周
防
亮
介
さ
ん　

h

大
人
４
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

２
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）。未
就

学
児
不
可　

b
田
園
ホ
ー
ル
・
エ

ロ
ー
ラ
☎
９
９
２
＝
１
０
０
１

〈
期
間
〉

　

４
月
２
日
㈯
〜
５
月
８
日
㈰

〈
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
〉

　

自
由
が
丘
の
ス
イ
ー
ツ
店
と
越

谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン
が
連
携
し
、

「
越
谷
い
ち
ご
」
で
つ
な
が
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
自
由
が
丘
の
有
名
ス

イ
ー
ツ
店
で
は
、
越
谷
い
ち
ご
と

コ
ラ
ボ
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

ま
す
（
目
黒
区

商
店
街
連
合

会
、
越
谷
市
農

業
団
体
連
合
会

観
光
農
園
部
会

主
催
）
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ

ン
の
各
駅
で
配
布
し
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

b
い
ち
ご
de
つ
な
が
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
務
局
☎
０
１
２
０
＝
９
８

３
＝
０
１
５
（
午
前
１０
時
〜
午
後

５
時
）

　
　

だ
い　
　

か
い
こ
し
が
や
こ
く
さ
い 

ふ　

ぇ　

す　

て　

ぃ　

ば

　
　

 

る  

し
ゅ
っ
て
ん
し
ゃ　
　
　
　
　
　
　

ぼ　

ら　

ん　

て　

ぃ　

あ

　
　
　
　

が
つ
い
つ  

か  

に
ち　
　

  

ご  

ぜ
ん　
　

  

じ　
　
　

ご　

ご

　
　
　
じ　
　
　
　
　

 

か 

さ
い
よ
う
す
い 

う　

っ　

ど　

で　

っ　

き

　
　
　
　

が
い
こ
く　
　

り
ょ
う
り　
　
　

み
ん
げ
い
ひ
ん

は
ん
ば
い　
　

く
に　
　

し
ょ
う
か
い　
　
　
　
　
　
　
　

 

が
い
こ
く

 

や 

た
い
り
ょ
う
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
ん
　
　
し
ょ
く
ざ
い

み
ん
げ
い
ひ
ん
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
ば
い

え
ん　
　

く
に
　
　
し
ょ
う
か
い　
　

む
り
ょ
う　
　

  

ぼ　

ら　

ん　

て

　
ぃ　

あ　
　
　

か
た　
　
　
　

か
い
じ
ょ
う
せ
い 

り　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な

　
　
　
　

が
つ　
　

に
ち　
ど　
　

  

お
こ
な　
　

 

じ  

ぜ
ん
せ
つ
め
い
か
い

　
　
　
　

か
な
ら　
　
し
ゅ
っ
せ
き

　
　

  

さ　

き　
　

  

ひ
つ
よ
う
し
ょ
る
い　
　

 

は
い 

ふ　
　
　
　
　

こ
し

が
や 
し 

こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い 

じ　

む　
き
ょ
く　
　

ち
ゅ
う
お
う

 

し 

み
ん
か
い
か
ん　
　

 

か
い　

◆茨急バス：バス停の新設・廃止

詳しくは、各運行会社へお問い合わせください。
B茨城急行自動車㈱☎９９２－００３１、㈱ジャパンタローズ
☎９９３－１１１８、朝日自動車㈱☎９７０－５１７０、市役所
都市計画課☎９６３－９２２１

◆タローズバス：バスの経路・バス停の位置の変更

◆朝日バス：運行時刻の変更・深夜バスの運行開始

自
由
が
丘×

越
谷
市

い
ち
ご
de
つ
な
が
る

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

い
ち
ご
de
つ
な
が
る

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

電
車
に
乗
っ
て
、
い
ち
ご
を
め
ぐ
る
日
帰
り
の
旅
へ

前回の国際フェスティバル

市内バス路線の経路等の一部変更について

変更前のバス停：
神明町３丁目

市道60009号線

越谷誠和病院前

●　
消防署谷中分署谷

中
通
り

変更後のバス停：
神明町３丁目

…変更前のバス路線ルート　およびバス停
…変更後のバス路線ルート　およびバス停
…既存バス路線ルート　およびバス停

至：せんげん台駅

変更前のバス停：
間久里第四公園入口

変更前のバス停：
上間久里南自治会館

変更前のバス停：
上間久里

変更前のバス停：
桜井公民館前

変更後のバス停：
ふれあい広場前

…変更前のバス路線ルート　およびバス停
…変更後のバス路線ルート　およびバス停
…既存バス路線ルート　およびバス停

至：老人福祉センター
くすのき荘

就
職
支
援

就
職
支
援

募募　
集
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□
繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
は
ひ
な
を
守
る

た
め
に
威
嚇
・
攻
撃
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
カ
ラ
ス
の
巣

に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
巣

の
下
を
通
る
場
合
は
、
帽
子
や
傘
で

防
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
対
策
〉

●
カ
ラ
ス
に
餌
を
与
え
な
い

・
ご
み
を
出
す
時
は
生
ご
み
が
見
え

な
い
よ
う
に
袋
の
内
側
に
入
れ
て

出
す

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
袋
が
は

み
出
さ
な
い
よ
う
に
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
を
か
け
る

・
ペ
ッ
ト
が
食
べ
残
し
た
え
さ
は
片

付
け
る

●
カ
ラ
ス
に
巣
を
作
ら
せ
な
い

・
樹
木
に
巣
を
作
る
場
合
、
込
み
入

っ
た
枝
を
好
む
習
性
が
あ
る
た

め
、
枝
を
せ
ん
定
す
る

・
ハ
ン
ガ
ー
は
物
干
し
場
に
放
置
せ

ず
室
内
に
取
り
込
む

　

一
人
ひ
と
り
が

カ
ラ
ス
の
問
題
を

見
直
し
、
カ
ラ
ス

に
対
す
る
防
衛
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

b
環
境
政
策
課
☎

９
６
３
＝
９
１
８

３□
公
園
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

　

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
ペ
ッ
ト
の

　

放
し
飼
い
は
原
則
と
し
て

　

で
き
ま
せ
ん

　

市
内
の
公
園
で
は
次
の
こ
と
は
原

則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
等
の
火
気

の
使
用

・
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
ゴ
ル
フ
等

・
犬
等
の
ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い

　

火
気
を
使
用
す
る
と
煙
や
臭
い
が

近
隣
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
キ

ャ
ン
プ
場
（
要
予
約
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー

等
は
ボ
ー
ル
が
他
の
利
用
者
や
家
等

に
当
た
り
大
変
危
険
で
す
。
球
技
専

用
の
公
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ

う
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２

５
、
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
管
理
事

務
所
☎
９
７
１
＝
３
２
３
０

□
４
月
６
日
㈬
〜
15
日
㈮
は

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を

図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け

る
等
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
り
ま
す
。

○
運
動
の
基
本

　

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
全
国
重
点

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特

に
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周

知
徹
底
）

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
埼
玉
県
重
点

　

子
供
と
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止

○
越
谷
市
重
点

　

自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
向
上

〈
出
発
式
を
行
い
ま
す
〉

a
４
月
６
日
㈬
、
午
前
１１
時
か
ら　

d
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ｋ
ａ
ｚ
ｅ

光
の
広
場　

g
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、
交
通
安
全
啓
発
品
の
配
布

b
越
谷
警
察
署
☎
９
６
４
＝
０
１
１

０
、
市
役
所
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６

３
＝
９
１
８
５

□
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
議
会
か
ら
提
案
さ
れ

た
「
越
谷
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
」
を
昨
年
４
月
に
施

行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
に
「
空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
も
全
面
施
行
さ
れ
、
空
き
家

対
策
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
の
所
有
者
等
は
、
空
き
家

等
が
周
囲
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
自
ら
の
責
任
で

管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

適
正
な
管
理
を
せ
ず
放
置
し
て
し

ま
う
と
次
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
防
災
上
の
問
題

　

建
物
が
傷
み
、
外
壁
の
脱
落
や
屋

根
瓦
・
雨
ど
い
の
落
下
等
に
よ
り
、

周
辺
に
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

○
衛
生
上
の
問
題

　

庭
の
草
木
が
生
い
茂
り
、
害
虫
等

が
発
生
し
ま
す
。

○
防
犯
上
の
問
題

　

不
審
者
の
侵
入
や
放
火
の
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。

　

空
き
家
が
原
因
と
な
っ
て
、
近
隣

の
方
や
通
行
者
に
被
害
が
生
じ
た
場

合
、
所
有
者
や
管
理
者
が
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

問
題
が
発
生
す
る
前
に
空
き
家
等

の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

b
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
５

□
遺
言
の
日
無
料
法
律
相
談
会

a
４
月
１５
日
㈮
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分　

d
中
央
市
民
会
館　

g

埼
玉
弁
護
士
会
越
谷
支
部
の
弁
護
士

に
よ
る
遺
言
や
相
続
な
ど
の
相
談　

h
無
料　

e
当
日
会
場
へ　

b
埼
玉

弁
護
士
会
越
谷
支
部
☎
９
６
２
＝
１

１
８
８

□
敷
金
（
賃
貸
住
宅
）

　

ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

a
４
月
２３
日
㈯
・
２４
日
㈰
、
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時　

g
敷
金
問
題
に
関

す
る
電
話
相
談
。
埼
玉
弁
護
士
会
、

埼
玉
司
法
書
士
会
共
催
。
☎
０
４
８

＝
８
７
２
＝
８
０
５
５
（
当
日
の

み
）　

h
無
料　

b
埼
玉
司
法
書
士

会
☎
０
４
８
＝
８
６
３
＝
７
８
６
１

□
応
急
手
当
講
習
会

　

（
上
級
救
命
）

a
４
月
２３
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

d
消
防
本
庁
舎　

g
心

肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中

学
生
以
上
の
方
３０
人　

h
無
料　

e
４
月
１
日
㈮
〜
１４
日
㈭
に
左
記

へ　

b
消
防
署
☎
９
７
４
＝
０
１

３
６

□
㈱
コ
ロ
ナ
が
製
造
し
た
石
油
暖

房
器
具
の
リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て

　

昭
和
６２
年
〜
平
成
１２
年
に
㈱
コ

ロ
ナ
が
製
造
し
た
石
油
ス
ト
ー
ブ

お
よ
び
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の

給
油
タ
ン
ク
の
給
油
口
が
、
長
期

間
の
使
用
に
よ
り
変
形
す
る
な
ど

の
現
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
石

油
が
こ
ぼ
れ
火
災
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
る
た
め
、
㈱
コ
ロ
ナ
で

は
無
償
点
検
、
修
理
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
㈱
コ
ロ
ナ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
の
う
え
、
該
当
製
品
を

お
使
い
の
方
は
㈱
コ
ロ
ナ
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０
＝
６
２

３
＝
２
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝

０
１
０
３

□
一
日
消
防
署
長

　

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る

　

３
月
１
日
〜
７
日
、
春
の
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
に
は
南
越
谷
駅
南
口
駅
前

広
場
で
、
越
谷
市
防
火
安
全
協
会

か
ら
推
薦
を
受
け
た
中
村
裕
紗
さ

ん
が
一
日
消
防
署
長
を
務
め
ま
し

た
。
当
日
は
、
越
谷
市
防
火
安
全

協
会
役
員
の
方
と
一
緒
に
、
行
き

交
う
人
々
に
火
災
予
防
啓
発
品
を

配
布
し
な
が
ら
、
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
音

楽
隊
の
演
奏
に
よ
る
防
火
広
報
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝

０
１
０
３　

　越谷レイクタウン駅周辺の放置自転車等整理区域を４月１日から変
更します。
　放置自転車等整理区域内に自転車等が放置されている場合は撤去の
対象となりますので、駅を利用するときなどは、路上や歩道に放置せ
ず駐輪場を利用しましょう。
〈撤去・保管料〉
▷自転車…３０００円　▷原動機付自転車…４５００円
　市で撤去した日付よりも前に盗難届が出されたものは、撤去・保管料
を免除します（同日またはそれ以後の日付の場合は有料となります）。な
お、盗難届済みの自転車を引き取られた方は、引き取り後に盗難届の取
り下げをしてください。
●盗難対策も忘れずに
　自転車は防犯登録をしましょう。駐輪するときは、鍵を二重にかける
など盗難防止を心掛けてください。

Bくらし安心課☎９６３－９１８５

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、

地
域
で
福
祉
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
や
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任

期
は
１
期
３
年
間
で
、
今
年
は
一

斉
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
１２
月
か

ら
は
新
た
な
任
期
が
始
ま
り
ま
す
。

　

越
谷
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
定
数
は
４
４
３
人
で
、
約
３

５
０
世
帯
に
１
人
の
委
員
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
選
出
に
関
し
て

は
、
各
自
治
会
長
に
依
頼
し
、
担

当
区
域
ご
と
に
委
員
を
推
薦
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
信
頼

さ
れ
、
平
成
２６
年
度
の
相
談
・
支

援
の
件
数
は
１
万
２
８
８
６
件
で

し
た
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

b
福
祉
推
進
課
☎
９
６
３
＝
９
３

２
０

あ
な
た
の
ま
ち
の

相
談
相
手

民
生
委
員
・

児
童
委
員

相
　
談

知お知ら
せ

お
知
ら
せ

一日消防署長を務めた中村さん（右）

消防署からの
お知らせ

　　　　越谷レイクタウン駅周辺の
放置自転車等整理区域を変更します
4月1日から

JR武蔵野線

東
埼
玉
道
路

←南越谷駅

4月1日以降の放置自転車等整理区域

大相模調節池

越谷レイクタウン駅

か
　
　
　 
ぜ



子育て電話相談は各地域子育て支援センターへ

広報こしがやお知らせ版　平成28年（2016年）4月号15

地域子育て支援センター
いずれも電話での申込みは申込み順、往復はがきでの申込みは抽選になります。

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料親子でふれあい遊び
「ぽっかぽっか 春がやってきた♪」

〈申込み〉　4/5（火）から電話で森のひろばへ（13：00～15：30）

4/25（月）
　10：00～11：00

☆森のひろば（七左町2-152　越谷わかばの森ナーサリー内）　☎993－4154

3カ月～5カ月のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

50円小麦粉粘土で何作る？

〈申込み〉　4/5（火）から電話でげんきへ（13：00～17：00）

4/13（水）
　10：00～11：00

☆げんき（レイクタウン8-3-5　越谷レイクタウンさくら保育園内）　☎988－0863

1歳～就学前のお子さんと
保護者15組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

子育て講座
「スムーズに進めたいトイレの習慣」
相談コーナー
「困っていることはありませんか？」

〈申込み〉　4/7（木）から電話できらきらへ（13：00～14：00）

4/14（木）
　9：50～10：50

☆きらきら（谷中町2-88-4　松沢保育園内）　☎080－1058－3953

2歳～就学前のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料「おともだちになろう」

〈申込み〉　4/12（火）（消印有効）までに、往復はがきに希望講座名・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さ
んの年齢・電話番号を記入し、たけのこ（〠343-0034 大竹815-1）へ

4/25（月）
　10：00～11：00

☆たけのこ（大竹815-1　おおたけ保育園内）　☎977－5311

0歳～就学前のお子さんと
保護者20組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料れいんぼう「新聞紙遊び」

〈申込み〉　4/15（金）は受付中、4/19（火）は4/15（金）から電話ですくすくへ（13：00～16：30）

4/15（金）・19（火）
　10：00～11：00

☆すくすく（七左町1-347　南越谷保育園内）　☎990－5003

下記年齢のお子さんと
保護者各20組
15日：2歳～就学前
19日：1歳

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料芸術学校「こいのぼり製作」

〈申込み〉　予約不要

4/22（金）
　10：30～11：30

☆ちきんえっぐ（平方3207-1　越谷どろんこ保育園内）　☎970－2280

0歳～就学前のお子さんと
保護者

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料英語で遊ぼう

〈申込み〉　4/4（月）から電話でこあら教室へ（10：00～16：00） 

4/21（木）
　13：15～14：15

☆こあら教室（大間野町5-147-1　小牧幼稚園内）　☎985－4890

2歳～就園前のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

「おでかけ講座」
保育士が公園に遊びに行きます。
一緒に手遊びをしたり、紙芝居を見
ませんか

〈申込み〉　予約不要

4/13（水）・27（水）
　10：00～11：00

☆あおいとり（川柳町1-582-1　埼玉東萌保育園内）　☎973－7463

0歳～就学前のお子さんと
保護者

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料出前保育in大袋地区センター
（わらべうた遊び＆おたのしみシアター）

〈申込み〉　予約不要。月曜～土曜日の9:00～16:00に園庭開放、毎週水曜日の11:30～12:30のランチ
タイムに室内開放しています

4/21（木）
　10：00～11：30

☆たんぽぽ（袋山1956-1　袋山保育園内）　☎979－0520

0歳～就学前のお子さんと
保護者

子育てサロン

〈申込み〉　4/15（金）までに、電話（フェリーチェ☎080-2244-9805（火・木・土10：00～16：00））、またはメ
ールに講座名・親子の氏名・お子さんの年齢・月齢・住所・電話番号、件名に「フェリーチェ講座申込み」と記
入し、申込専用アドレスfelice@koko-chao.comへ。各講座に重複して申込み可で市内在住の方。応募多
数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

①5/10（火） 5月生まれのお誕生会 就学前で5月生まれの
お子さんと保護者10組

②5/13（金） 助産師さんによる専門講座
「母乳での子育て・卒乳など」

就学前のお子さんと
保護者15組 無料

③5/20（金） おしゃべりサロン「転入者あつまれ」
越谷に転入しておおむね
1年以内の就学前の
お子さんと保護者15組

□みんなのひろばフェリーチェ ☎971－3808（子育てサポーターチャオ事務局内）
会場…①コープ北越谷コープメイト2階、②③ほっと越谷
時間…いずれも10：30～11：30

〈申込み〉　4/14（木）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お
子さんの年齢（講座受講時）・電話番号を記入し、子育てサロン（〠343-0845南越谷1-11-4新越谷駅ヴァ
リエ1階）へ。1人1講座のみで市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

1歳～1歳6カ月のお子さんと
保護者10組

無料

親子遊び・からだ遊び

就学前のお子さんと
保護者10組

保育園の先生の親子講座
「わくわくひろば」
（親子のふれあい遊び・子育てのポイント等）

1歳6カ月～4歳未満の
お子さんと保護者10組

作ってあそぼう ！
持ち物：水分補給用の飲み物

3カ月～6カ月のお子さんと
保護者10組

ベビーのためのエクササイズとマッサージ
持ち物：赤ちゃんの水分補給用の飲み物、
　　　バスタオル

②5/19（木）

④5/21（土）

6カ月～1歳未満のお子さんと
保護者10組

赤ちゃんと英語であそぼう
持ち物：フェイスタオル⑤5/26（木）

③5/20（金）

①5/12（木）

□子育てサロン ☎961－3623
会場…①②⑤子育てサロン（ヴァリエ）、③④住まいの情報館（大吉464-1）
時間…④は10：30～12：30、その他はいずれも10：30～11：30

保育ステーション

日程 講座名（内容） 対象 費用

〈申込み〉　いずれも4/7（木）から電話で北越谷保育ステーションへ（10：30～16：00）

◯北越谷保育ステーション（大沢3-6-1パルテきたこし3階） ☎970－8200

0歳児クラブ
「はじめましてこんにちは」

4/19（火）
　13：30～14：30

0歳のお子さんと
保護者10組

おやつを食べよう
お友達と一緒におやつを食べて遊ぼう ！
「マドレーヌ」

4/14（木）
　15：00～16：00

1歳6カ月～就学前の
お子さんと保護者6組

おやつ代
100円

無料

日程 講座名（内容） 対象 費用

〈申込み〉　いずれも4/1（金）から電話で南越谷保育ステーションへ（8：30～16：30）

◯南越谷保育ステーション（南越谷1-12-11イーストサンビル2  5階） ☎987－6300

絵本フェスタ2016 ！
「親子で絵本を楽しもう」
～人形劇・絵本紹介・絵本作りなど～
講師：絵本専門店トロル代表の関本練さん

4/23（土）
　10：00～11：30

地域のお子さんと保護者
（祖父母・小学生可）

無料

みんなの遊び場「出会いを楽しもう」
～リズム遊び・パネルシアターなど～

4/12（火）
　15：00～16：00

0歳～就学前の
お子さんと保護者20組

上記のほか、
☆おひさまの子（東越谷8-180　増林保育所内）  ☎960－5800
☆にこにこ（北川崎729-1　新方保育所内）  ☎970－5611
☆ぽかぽか（南荻島330-1　荻島保育所内）  ☎971－8115
でも子育て講座を開催しています。詳しくは「こしがや子育てネット」をご覧ください
（こしがや子育てネットのURL・バーコードはこのページの右上に記載しています）。

日程 講座名（内容） 対象 費用

材料費
500円

〈申込み〉　4/1（金）から電話でおへその広場へ（9：00～16：00）

4/16（土）
　10：00～12：00

☆おへその広場（相模町3-220-1　の～びるこどもの家保育園内）　☎988－8180

大人15人
（有料保育あり）

子育て陶芸教室
～講師の方の指導のもと、
　　　好きな作品をつくります～

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

〈申込み〉　4/1（金）から電話でのびるば広場へ（8：30～16：30）

4/16（土）
　13：30～15：00

☆のびるば広場（南越谷1-12-11イーストサンビル２－５階Ａ　南越谷保育ステーション隣）　☎987－7088

大人20人（有料保育あり）
♪学ぼうみんなで ！
「乳幼児の病気とその特徴」
講師：加藤医院院長の加藤義一さん

下記以外の子育て講座の情報は
「こしがや子育てネット」
（http://koshigaya-kosodate.net/）を
ご覧ください。

〈申込み〉　4/14（木）（消印有効）までに、はぐはぐホームページから申込みフォームで、または往復はがき
に講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、つどいの広場はぐは
ぐ（〠343-0023東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内1階）へ。往復はがき1枚につき1講
座の申込み。市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

②5/23（月） 手作り会（重ね煮）
持ち物：筆記用具

就園前のお子さんと
保護者10組（無料託児あり）

無料

300円

①5/10（火）
・17（火）
・24（火）
・31（火）

就園前のお子さんと
保護者14組

3000円
（全10回）

③5/25（水） 出張ひろばのかるがも広場
（わらべ唄と手遊び、絵本の読み聞かせなど）

就園前のお子さんと
保護者10組

④5/30（月） 赤ちゃん広場
持ち物：バスタオル

3カ月～10カ月のお子さんと
保護者10組

□つどいの広場はぐはぐ ☎080－2055－2092
〈ホームページ http://hug-hug-koshigaya.jimdo.com/〉
会場…①②④生活クラブ越谷生活館、③宮本町2丁目第一自治会館
時間…①は10：00～12：00、その他はいずれも10：30～11：30

みるママサークル（親子が一緒4回、子どもを
預けることのできる預け合い6回の全10回）
持ち物：子どもの飲み物、着替えなど
＊5月10日～7月12日の毎週火曜日に開催



●
保
健
師
の
配
置
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
２８
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
桜

井
地
区
セ
ン
タ
ー
と
蒲
生
地
区
セ
ン

タ
ー
に
配
置
し
て
い
た
保
健
師
は
、

市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
や
市

役
所
に
配
置
が
変
わ
り
ま
す
。
各
種

相
談
等
は
引
き
続
き
市
民
健
康
課
等

で
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
。

b
市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）☎

９
７
８
＝
３
５
１
１
、
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
地
域
包
括
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
９
６
３
＝
９
１
６
３

●
特
定
不
妊
治
療
費
お
よ
び
男
性
不

　
妊
治
療
費
が
変
わ
り
ま
し
た

〈
助
成
回
数
の
制
限
〉　

平
成
２８
年
４

月
１
日
以
降
に
初
め
て
特
定
不
妊
治

療
費
の
助
成
を
受
け
る
際
の
妻
の
年

齢
（
治
療
開
始
時
点
）
が
３９
歳
ま
で

の
方
は
通
算
６
回
ま
で
。
４０
歳
〜
４２

歳
の
方
は
通
算
３
回
ま
で
。
４３
歳
以

上
の
方
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん

〈
助
成
上
限
額
の
拡
充
〉　

初
め
て
特

定
不
妊
治
療
費
を
申
請
す
る
場
合
、

助
成
上
限
額
が
３０
万
円
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
男
性
不
妊
治
療
費
の
助
成

上
限
額
が
１５
万
円
に
な
り
ま
し
た

＊
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い

●
平
成
28
年
度
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　
発
行
し
ま
し
た

　

予
防
接
種
や
健
（
検
）
診
を
行
っ
て

い
る
実
施
医
療
機
関
な
ど
の
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
お
手
元

に
お
い
て
、
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら

せ
版
と
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
平
成
28
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌

　
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

a
４
月
１
日
〜
平
成
２９
年
３
月
３１
日

　

d
市
内
実
施
医
療
機
関　

f
市
内

在
住
で
①
ま
た
は
②
に
該
当
し
、
初

め
て
接
種
す
る
方
。
①
下
表
参
照
。

対
象
者
へ
４
月
上
旬
に
個
別
通
知
し

ま
す
（
通
知
が
届
い
て
も
平
成
２８
年

３
月
３１
日
よ
り
前
に
１
回
以
上
接
種

し
た
方
は
対
象
外
）　

②
接
種
日
に

６０
歳
〜
６５
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
に
障
が
い
が
あ
り
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
、
ま

た
は
そ
れ
と
同
等
の
障
が
い
が
あ
り

医
師
の
診
断
書
が
あ
る
方　

h
３
０

０
０
円
。
次
の
方
は
無
料
で
す
。
①

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

（
事
前
に
手
続
き
が
必
要
）　

②
生

活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
（
事
前
の

手
続
き
は
不
要
、
医
療
機
関
窓
口
で

受
給
証
を
提
示
）　

③
中
国
残
留
邦

人
支
援
給
付
制
度
適
用
の
方
（
事
前

の
手
続
き
は
不
要
、
医
療
機
関
窓
口

で
本
人
確
認
証
を
提
示
）　

e
市
内

実
施
医
療
機
関
へ
必
ず
事
前
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い

＊
予
診
票
は
実
施
医
療
機
関
の
も
の

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
市
外
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

◎
食
生
活
相
談（
個
別
）

a
４
月
８
日
㈮
、
午
前
９
時
〜
１１
時

　
g
栄
養
士
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予

防
等
の
個
別
相
談　

f
３
人　

e
受

付
中
。
こ
の
ほ
か
に
も
事
前
予
約
制

で
、
随
時
相
談
あ
り

◎
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
で
も
相
談　

a
４
月
１９
日
㈫
、
午
前
９
時
〜
１１
時

（
予
約
制
）　

g
理
学
療
法
士
や
作

業
療
法
士
に
よ
る
個
別
相
談　

e
受

付
中

◎
歯
科
健
診・相
談

a
４
月
２０
日
㈬
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時　

g
歯
科
健
診
・
相
談
・
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。
治
療
は
行
い
ま

せ
ん　

f
２０
人　

e
受
付
中

◎
在
宅
訪
問
歯
科
保
健
事
業

g
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

歯
科
健
診
・
相
談
・
指
導
な
ど
（
自

宅
に
訪
問
し
ま
す
。
治
療
は
行
い
ま

せ
ん
）　

f
身
体
が
不
自
由
で
歯
科

医
院
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方　

h

無
料　

e
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
保

健
カ
レ
ン
ダ
ー
の
歯
科
健
診
等
実
施

医
療
機
関
一
覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

歯
科
医
療
機
関
へ
事
前
申
込
み

●
歯
科
健
康
フ
ェ
ア
で

　
口
腔
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す

a
６
月
５
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

２
時
３０
分
（
時
間
指
定
は
不
可
）

f
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方
６０
人

　
h
無
料　

e
５
月
１６
日
㈪
ま
で

に
、
は
が
き
に
「
口
腔
が
ん
検
診
希

望
」
と
記
入
の
う
え
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入

し
左
記
へ
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽

選
）。
検
診
を
受
け
る
方
に
受
診
券

（
予
約
票
）を
送
り
ま
す　

b
越
谷
市

歯
科
医
師
会
事
務
局
（
〠
３４３
＝
０
０

２
２
東
大
沢
１
の
１２
の
１
保
健
セ
ン

タ
ー
３
階
）
☎
９
７
８
＝
０
０
１
１

◎
歯
科
健
康
フ
ェ
ア
表
彰
者
募
集

f
６５
歳
〜
７０
歳
（
平
成
２８
年
４
月
１

日
現
在
）
の
市
内
在
住
で
①
〜
⑥
の
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健

健（
検
）診
・

相
談

け
い

17
面
に
続
く

知

お
知
ら
せ

こ
う
と
う
が
い

え
ん
げ

せ
き

ご　

え
ん

こ
う
く
う

　
対
象
者
は
市
内
在
住
の
方
。
特
に

記
載
が
な
い
場
合
の
会
場
・
問
合
せ

は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
費
用
は
無
料
。

◎
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
申

込
み
が
必
要
で
す
（
電
話
可
。
申

込
み
順
）。
電
話
番
号
の
お
か
け
間

違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

越谷市薬剤師会
●薬の相談日

4/11（月）・4/26（火）
午後1時～３時▷保健センター２階
　＊電話での相談はできません　　

予

予
防
接
種

　もしものときは！

探す相談する

夜間急患診療所
東越谷10-81　☎960-1000
【休診日】なし（年中無休）
【診療科目】内科・小児科（内科的疾患）
【受付】午後7時30分～午後10時30分
【診療】午後8時～午後11時
＊薬の処方は、原則1日分となります。
　翌日は、かかりつけ医を受診してください

＜救急病院・救急医療の案内＞
●埼玉県救急医療情報センター
　☎048-824-4199
　医療機関（歯科・精神科を除く）を２４時間
　ご案内しています
＜急病に関する相談＞
●小児救急電話相談
　＃8000または☎048-833-7911
　休日や夜間の子どもの急病に関する相談。
月曜～土曜日は午後7時～翌朝7時、日曜
日・祝日・年末年始は午前7時～翌朝7時
●大人の救急電話相談
　#7000または☎048-824-4199
　夜間の大人の急病に関する相談。
　午後6時30分～午後10時30分（毎日）
＜緊急的な精神医療相談＞
●埼玉県精神科救急情報センター
　☎048-723-8699
　休日や夜間の緊急的な精神医療相談。月
曜～金曜日は午後5時～翌朝8時30分、土
曜･日曜日・祝日・年末年始は午前8時30分
～翌朝8時30分

　急患診療所などの救急医療は、急患（急性
の病気）の診療が対象です。また、医療費が通
常と異なる場合があります。
　日曜日や祝日に診療を行っている医療機関
は、市ホームページや、公共施設にて配布してい
る『越谷市の休日診療・救急医療のご案内』を
ご覧ください。

　診療時間は医療機関や診療内容によって
異なります。事前に各医療機関に電話連絡
のうえ、受診してください。
４月２９日
▷桃木診療所　☎965-2040
　越ヶ谷本町6-6／小
▷越谷ふれあいクリニック　☎960-5380
　赤山本町10-16／小外・外・小・内
▶ふじた歯科医院　☎986-6480
　南越谷4-21-13新越谷メディカルセンター１Ｆ
　／歯・小歯・矯歯
５月３日
▷産婦人科菅原病院　☎964-3321
　越ヶ谷1-15-2／産婦
▷花田内科クリニック　☎966-1610
　花田3-5-8／内・消内
▶岩佐歯科医院　☎969-1388
　西方2-6-1／歯・小歯
５月４日
▷レイクタウン眼科　☎988-7245
　レイクタウン3-1-1イオンレイクタウンmori１階／眼
▷越谷大袋クリニック　☎978-1611
　袋山1557-25／内
▶星和歯科　☎963-0161
　宮本町5-13-5／歯・小歯
５月５日
▷和光クリニック　☎964-6055
　赤山町1-52／皮
▷加藤医院　☎985-1626
　南越谷4-5-3／内・小
▶たけうち歯科医院　☎979-8228
　千間台東1-2-2／歯・小歯・矯歯

年齢 対象生年月日
昭和26年 4月 2日～　 　27年 4月 1日生まれの方
昭和21年 4月 2日～　 　22年 4月 1日生まれの方
昭和16年 4月 2日～　 　17年 4月 1日生まれの方
昭和11年 4月 2日～　 　12年 4月 1日生まれの方
昭和  6年 4月 2日～　 　7年 4月 1日生まれの方
大正15年 4月 2日～昭和　2年 4月 1日生まれの方
大正10年 4月 2日～　 　11年 4月 1日生まれの方
大正  5年 4月 2日～  　 　6年 4月 1日生まれの方

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

平成28年度高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種対象者

健
康
情
報
コ
ラ
ム

誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
す
る
た
め
に

教
授
　
丸
岡
　
　
弘

埼
玉
県
立
大
学

保
健
医
療
福
祉
学
部
理
学
療
法
学
科

　

人
口
動
態
統
計
に
よ
れ
ば
、
日

本
人
の
死
因
と
し
て
の
肺
炎
は
、

が
ん
、
心
疾
患
に
次
い
で
第
３
位

に
な
り
ま
す
。
肺
炎
に
よ
る
死
亡

率
は
、
が
ん
な
ど
と
共
に
年
々
上

昇
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
お
い

て
肺
炎
の
最
大
の
原
因
は
〝
誤

嚥
〞
で
、
７０
歳
以
上
で
は
６０
％
に

達
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

誤
嚥
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
？

①
誤
嚥
を
生
じ
る
理
由
を
知
る　

　

の
ど
に
は
、
肺
に
通
じ
る
「
気

管
」
と
、
胃
に
通
じ
る
「
食
道
」

と
い
う
２
本
の
管
が
通
っ
て
い
ま

す
。
呼
吸
の
時
に
は
、
気
管
の
入

り
口
の
喉
頭
蓋
と
い
う
〝
ふ
た
〞

が
上
が
り
、
入
り
口
が
開
い
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
肺
へ
の
空
気

の
出
入
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま

す
。
一
方
、
食
事
の
時
に
は
、
食

物
が
の
ど
の
奥
に
進
む
と
、
脳
に

信
号
が
伝
わ
り
、
気
管
の
入
り
口

の
反
射
的
な
働
き
で
、
の
ど
仏
が

上
が
る
と
と
も
に 

〝
ふ
た
〞
が
下

が
り
、
気
管
の
入
口
が
し
っ
か
り

閉
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
食
物
は

気
管
に
入
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
高
齢
や
寝
た
き
り
な
ど
に

な
る
と
、
飲
み
込
み
の
反
射
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た

り
、
せ
き
こ
ん
で
気
管
に
入
っ
た

異
物
を
排
出
す
る
こ
と
が
う
ま
く

で
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

②
誤
嚥
性
肺
炎
を
知
る

　

反
射
的
な
働
き
が
鈍
く
な
る
と

食
物
や
だ
液
は
、
気
管
に
入
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
食
物
や
だ
液
に
含
ま
れ
る

細
菌
が
気
管
か
ら
肺
に
入
り
、
誤

嚥
性
肺
炎
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

睡
眠
中
に
も
知
ら
な
い
間
に
だ
液

が
気
管
に
入
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
を

お
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
す
る

　

誤
嚥
性
肺
炎
は
、
体
の
機
能
の

低
下
が
主
な
原
因
で
す
が
、
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ

と
、
嚥
下
に
意
識
を
集
中
さ
せ
正

し
い
姿
勢
で
食
事
、
食
後
は
腹
部

を
圧
迫
し
な
い
上
体
を
起
こ
し
た

姿
勢
で
い
る
こ
と
、
調
理
方
法
の

工
夫
（
食
物
を
煮
込
ん
だ
り
、
き

ざ
み
方
を
変
え
る
な
ど
）
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
よ
く
む
せ
た
り
す

る
方
や
肺
炎
の
既
往
の
あ
る
方

は
、
食
べ
る
前
の
準
備
体
操
（
嚥

下
体
操
…
首
、
肩
、
口
、
舌
、
頬

を
動
か
す
）
、
呼
吸
練
習
（
口
す

ぼ
め
呼
吸
や
咳
の
練
習
、
息
こ
ら

え
練
習
）
も
あ
り
ま
す
。
口
の
中

を
清
潔
に
保
つ
な
ど
を
行
い
、
誤

嚥
性
肺
炎
を
予
防
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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夜
間
頻
尿
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

条
件
を
全
て
満
た
す
方
。
①
２８
本
以

上
の
自
分
の
歯
が
あ
る　

②
処
置
歯

が
４
本
以
内　

③
未
処
置
歯
が
な
い

　

④
過
去
に
表
彰
さ
れ
て
い
な
い　

⑤
審
査
日
（
４
月
２０
日
㈬
、
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

実
施
）
に
受
診
で
き
る
方　

⑥
表
彰

式
（
６
月
５
日
㈰
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
催
す
る
歯
科
健
康
フ
ェ
ア
）
に

出
席
で
き
る
方　

e
４
月
１９
日
㈫
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。
表
彰
該
当

者
多
数
の
場
合
は
選
考
あ
り
。
結
果

は
個
別
に
通
知
し
ま
す　

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て

　

平
成
２８
年
度
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

は
、
期
間
・
対
象
者
等
を
変
更
し
実

施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
平
成
２８
年
度
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

を
実
施
し
ま
す

d
a
下
表
の
と
お
り　

g
か
か
と
の

骨
の
超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測
定　

f
２０
歳
以
上
の
女
性
（
平
成
９
年
３

月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）　

h

１
０
０
０
円
。
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
無
料
。
①
７０

歳
以
上
の
方
（
昭
和
２２
年
３
月
３１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）　

②
６５
歳
以

上
７０
歳
未
満
で
障
害
認
定
を
受
け
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を

お
持
ち
の
方　

③
生
活
保
護
世
帯
に

属
す
る
方　

④
中
国
残
留
邦
人
支
援

給
付
制
度
適
用
の
方　

⑤
市
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
（
同
一
世
帯

全
員
が
非
課
税
）
。
⑤
の
方
は
事
前

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

保
健
セ
ン
タ
ー
へ　

c
タ
オ
ル　

e

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
４
月
１９
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
。
応
募
は
１

人
１
枚
の
み
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
結
果
は
返
信
は
が
き
で
５
月

中
旬
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す　

＊
往
復
は
が
き
の
申
込
み
が
定
員
に

満
た
な
い
場
合
、
電
話
で
追
加

募
集
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

◎「
チ
ー
ム　

マ
イ
ナ
ス
３
キ
ロ
」

　

in 

あ
す
ぱ
る

d
a
g
e
下
表
の
と
お
り　

f
市
内

在
住
の
２０
歳
〜
７４
歳
の
方
で
腹
囲

（
へ
そ
周
囲
径
）
が
８５
㌢
以
上
ま
た

は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
﹇
体
重
（
㌔
㌘
）
÷
身
長

（
㍍
）
÷
身
長
（
㍍
）
﹈
の
値
が
２５

以
上
の
方
４０
人
（
保
育
ス
タ
ッ
フ
は

い
ま
せ
ん
が
、
お
子
さ
ん
連
れ
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
申
込
み
時
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
）

◎
ロ
コ
モ
予
防
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

d
a
①
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー
…
５
月

１１
日
㈬
・
６
月
８
日
㈬
・
７
月
１３
日

㈬　

②
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
…
５
月

１８
日
㈬
・
６
月
１５
日
㈬
・
７
月
２０
日

㈬　

③
保
健
セ
ン
タ
ー
…
５
月
２５
日

㈬
・
６
月
２２
日
㈬
・
７
月
２７
日
㈬
。

い
ず
れ
の
会
場
も
時
間
は
午
前
１０
時

〜
正
午　

g
講
義
、
簡
単
な
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
体
操
、
ミ
ニ
体
力
測

定　

f
４０
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方

各
２０
人　

c
運
動
の
で
き
る
服
装
、

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
電
卓
、
タ
オ

ル　

e
①
は
４
月
２１
日
㈭
か
ら　

②

は
４
月
２２
日
㈮
か
ら　

③
は
４
月
２７

日
㈬
か
ら
受
付
開
始
。
い
ず
れ
の
会

場
も
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

◎
健
康
体
操
教
室

　

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

「
初
め
て
参
加
す
る
方
」
と
「
以
前

参
加
し
た
方
」
で
申
込
み
期
間
が
異

な
り
ま
す
。

d
a
下
表
の
と
お
り　

g
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
講
話
、
健
康
体

操
、
ハ
ッ
ポ
ち
ゃ
ん
体
操　

f
市
内

在
住
の
お
お
む
ね
４０
歳
以
上
で
運
動

制
限
が
な
く
、
初
回
を
含
め
毎
回
出

席
で
き
る
方　

c
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
総
合
体
育
館
は
室
内
用
運
動
靴

　

e
下
表
の
申
込
み
期
間
に
電
話
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４
）
へ
。
受
付
時
間
は
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
１５
分

＊
複
数
会
場
の
参
加
不
可
。
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
に
よ
っ
て
は

参
加
を
断
る
場
合
が
あ
り
ま
す

◎
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ「
春
で
す
！

　

彩
り
を
た
の
し
む
料
理
教
室
」

a
４
月
１９
日
㈫
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

g
講
話
と
調
理
実
習　

f
２４

人　

h
５
０
０
円　

e
４
月
６
日
㈬

か
ら

◎
は
じ
め
て
さ
ん
の
男
の
料
理
教
室

　
「
春
野
菜
で
定
番
お
か
ず
を
つ
く

　

ろ
う
」

a
４
月
２８
日
㈭
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

g
講
話
と
調
理
実
習　

f
２４

人　

h
５
０
０
円　

e
４
月
７
日
㈭

か
ら

　

年
齢
を
重
ね
て
い
く
と
、
何
ら

か
の
排
尿
の
問
題
を
抱
え
る
人
は

増
え
て
い
き
ま
す
。
排
尿
の
問
題

は
昼
間
の
頻
尿
、
残
尿
感
、
排
尿

困
難
、
尿
意
切
迫
感
（
尿
意
を
我

慢
で
き
な
い
）
、
尿
失
禁
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

生
活
の
質
を
大
き
く
損
な
う
夜
間

頻
尿
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

夜
間
頻
尿
と
は
、
夜
間
１
回
以

上
排
尿
の
た
め
に
起
き
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
本
邦
で
は
４０
歳
以
上

の
男
女
の
約
７０
％
に
あ
た
る
約
４

５
０
０
万
人
が
該
当
し
ま
す
。
た

だ
し
、
実
際
の
生
活
で
問
題
に
な

る
の
は
２
回
以
上
の
こ
と
が
多
い

で
す
。
夜
間
頻
尿
の
原
因
は
、
夜

間
の
尿
量
が
多
い
夜
間
多
尿
、
膀

胱
に
尿
が
充
分
に
た
め
ら
れ
な
い

膀
胱
容
量
の
減
少
、
睡
眠
障
害
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
夜
間
多
尿
の
原

因
は
、
高
血
圧
、
心
不
全
、
腎
機

能
障
害
な
ど
が
あ
り
、
昼
夜
問
わ

ず
多
尿
に
な
る
も
の
と
し
て
、
糖

尿
病
と
水
分
の
過
剰
摂
取
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
改
善
す
る
た
め
に
は

泌
尿
器
科
だ
け
で
な
く
、
内
科
と

の
連
携
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
膀
胱
容
量
の
減
少
は
、
脳
卒

中
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
脳

の
疾
患
や
脊
髄
の
疾
患
、
前
立
腺

肥
大
症
や
過
活
動
膀
胱
な
ど
の
尿

路
の
疾
患
が
原
因
で
起
こ
り
ま

す
。
膀
胱
の
老
化
や
原
因
不
明
の

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
睡

眠
障
害
の
主
な
も
の
は
、
眠
り
が

浅
く
な
る
た
め
に
、
目
が
覚
め
る

た
び
に
ト
イ
レ
に
行
く
と
い
う
も

の
で
す
。
夜
間
頻
尿
と
睡
眠
障
害

は
ど
ち
ら
が
原
因
と
結
果
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
互
い
に
影
響
し

あ
う
も
の
と
も
い
え
ま
す
。
不
眠

症
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
、
む

ず
む
ず
足
症
候
群
な
ど
も
原
因
と

な
り
ま
す
。

　

夜
間
頻
尿
が
２
回
以
上
の
方
は

１
回
以
下
の
方
に
比
べ
て
転
倒
し

て
骨
折
す
る
リ
ス
ク
が
２
倍
、
死

亡
率
も
上
昇
す
る
と
い
う
報
告
が

東
北
大
学
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
夜

間
に
ト
イ
レ
に
行
く
た
め
に
暗
が

り
で
転
倒
す
る
、
睡
眠
不
足
の
た

め
判
断
力
が
低
下
し
て
転
倒
す
る

こ
と
な
ど
が
原
因
と
し
て
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
夜
間
に
排
尿
す
る

こ
と
自
体
は
生
命
に
影
響
し
ま
せ

ん
が
、
夜
間
頻
尿
が
骨
折
や
死
亡

率
に
影
響
す
る
可
能
性
が
示
さ
れ

た
こ
と
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

治
療
は
、
個
々
の
患
者
さ
ん
の

夜
間
頻
尿
の
原
因
を
問
診
や
検
査

で
明
ら
か
に
し
、
そ
の
原
因
に
合

わ
せ
て
行
い
ま
す
。
主
に
お
薬
に

よ
る
治
療
と
な
り
ま
す
。
夜
間
頻

尿
を
は
じ
め
、
排
尿
に
関
し
て
気

に
な
る
症
状
が
あ
る
方
は
、
歳
の

せ
い
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
諦
め
る

前
に
、
一
度
泌
尿
器
科
を
受
診
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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往信

越谷市東大沢
１－１２－１

越谷市立保健センター行　
　（市民健康課）

343－◯◯◯◯

返信

越谷市○○○○○○○
（名前）　○○　○○様

＊自分の住所・氏名を記入
＊名前は○○様とご記入
　ください

①郵便番号
②住 所
③氏 名
④生年月日
⑤電話番号
（日中連絡のとれる番号）
⑥骨粗しょう症検診希望日
（第３希望まで記入）
第１希望　○月○日
第２希望　○月○日
第３希望　○月○日
＊時間の指定はできません

実施日会場・人数
6/17(金)★
6/18(土)午前のみ★
6/20(月)
6/21(火)午前のみ
7/ 5(火)★
7/ 6(水)
7/ 7(木)
7/ 8(金)午前のみ
7/10(日)午前のみ
6/22(水)★
6/23(木)
6/24(金)
8/ 2(火)★
8/ 3(水)
8/ 4(木)
7/12(火)★
7/13(水)
7/14(木)
7/15(金)

保健センター
（平日：各日
108人、土曜・
日曜日：各日
60人）

蒲生地区
センター
（各日92人）

桜井地区
センター
（各日92人）

中央市民会館
（各日92人）

◆
平
成
２８
年
度
風
し
ん
抗
体
検
査　

　
（
無
料
）に
つ
い
て

a
４
月
１
日
〜
平
成
２９
年
３
月
３１
日

　

d
市
が
委
託
し
た
医
療
機
関　

f

市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。
①
妊
娠
を
希
望
す
る
１６
歳

以
上
５０
歳
未
満
の
女
性　

②
①
の
配

偶
者
ま
た
は
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い

妊
婦
の
配
偶
者
（
①
②
と
も
、
過
去

に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
方
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴

が
あ
る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
対
象
外
）　

b
保
健

総
務
課
☎
９
７
３
＝
７
５
３
１

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
☎
０
１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７

９
）
で
献
血
が
で
き
ま
す
。
全
血
は

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
３０
分
、
成
分

献
血
は
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
３０
分

で
す
。
そ
の
ほ
か
の
献
血
で
き
る
場

所
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

b
保
健
総
務
課
☎
９
７
３
＝
７
５
３

０

講

講
座
・
教
室

会場

申込みは４月５日㈫から保健センターへ ☎９７８-３５１１
＊市ホームページから電子申請もできます

日
　
時

必
須

桜井地区センター「あすぱる」ほか

初日

体力測定

体力測定

最終日

４月２８日㈭９：３０～１２：００
宣言式・計測・参加者の体験談等
５月９日㈪9：3０～１２：００
５月～７月の平日、１時間30分程度
健康的に減量するためのコツ、運動・栄養の講
義、調理実習、運動実技、計測・情報交換会等
７月２８日㈭９：３０～１２：００
８月１０日㈬１０：００～１２：００
報告会・計測等

必
須

会場 定員 日　時
申込み期間

以前参加
した方

初めて参加
する方

総合
体育館

大相模
地区
センター

70
人

45
人

4/13㈬
～5/6㈮

4/14㈭
～5/9㈪

4/20㈬
～5/6㈮

4/21㈭
～5/9㈪

5/10～7/12の火曜日
（5/31・6/28除く）、
全8回、9:15～10:45
＊初回のみ
　9：15～11：15

5/18～7/6の水曜日、
全8回、13：30～15：00
＊初回のみ
　13：30～15：30

健康体操教室日程表

講習
（自由参加）

平成28年度骨粗しょう症検診日程表
★は例年、申込者数が多い日です
＊ご都合が悪くなった場合の変更はできません
＊時間の指定はできません
＊受付時間は以下のとおりです
【保健センター】
午前9時～11時30分、午後1時～3時30分
【各地区センター、中央市民会館】
午前9時30分～11時30分、午後1時～3時30分



　４月２３日は子ども
読書の日。みんな、
たくさん本を読んで
いるかな？

そこで問題。「雪の女王」「赤い靴」
「絵のない絵本」などを書いたデン
マークの作家は次のうちだれかな。

①ペロー

②グリム兄弟

③アンデルセン

484回もんだい
（レベル★★★☆☆）

応募のしかた
　4月13日（水）（消印有効）までに
はがきに、こたえ・住所・氏名（ふ
りがな）・学校名・学年・今回の「こ
しがや探検隊」の感想を書いて、〠
343－8501越谷市役所「広報こし
がやこどもクイズ」係まで。正解者
の中から10人（抽選）の方に記念
品をお送ります。
　当選者の発表は、記念品の発送
をもってかえさせていただきます。

応募できる人
市内に住んでいる小・中学生
１月号の答え：
②ナスビ
（応募２６通
正解２６通）

キ
ク
姉
さ
ん　

今
回
は
越
谷
甲
冑
を

紹
介
す
る
わ
。

コ
バ
ト
ち
ゃ
ん　

越
谷
甲
冑
も
越
谷

の
ひ
な
人
形
と
同
じ
よ
う
に
埼
玉
県

の
伝
統
的
手
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
よ
ね
。

キ
ク
姉
さ
ん　

そ
う
、
よ
く
知
っ
て

い
る
わ
ね
！　

甲
冑
は
、
江
戸
時
代

に
男
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
端

午
の
節
句
の
飾
り
物
と
し
て
、
製
造

し
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

わ
。

コ
ブ
ち
ゃ
ん　

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
。

キ
ク
姉
さ
ん　

ま
ず
は
部
品
を
集
め

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
。
部
品
の

仕
入
れ
先
は
全
国
各
地
で
１
０
０
カ

所
以
上
に
な
る
わ
。

コ
ブ
ち
ゃ
ん　

そ
ん
な
に
た
く
さ

ん
！？

キ
ク
姉
さ
ん　

驚
く
の
は
ま
だ
早
い

わ
。
甲
冑
を
作
る
の
に
ど
れ
く
ら
い

の
手
順
が
あ
る
と
思
う
？

コ
ブ
ち
ゃ
ん　

え
え
と
…
２０
く
ら
い

か
な
？

キ
ク
姉
さ
ん　

い
い
え
、
約
５
０
０

０
も
あ
る
の
よ
。
分
業
制
で
、
９
割

以
上
が
手
作
業
な
の
。
鎧
の
胴
や
兜

の
後
ろ
を
覆
う
小
板
の
「
小
札
」、

兜
に
つ
け
る
飾
り
の
「
立
物
」、
金

糸
を
用
い
て
模
様
を
描
く
織
物
の

「
金
襴
」
な
ど
、
使
っ
て
い
る
部
品

は
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
あ
る
の
。

だ
か
ら
完
成
ま
で
に
時
間
も
か
か
る

わ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
に
専
門
の
熟

練
し
た
職
人
さ
ん
が
い
る
の
よ
。

コ
ブ
ち
ゃ
ん　

す
ご
い
な
ぁ
。

キ
ク
姉
さ
ん　

金
工
、
漆
工
、
皮
革

工
芸
、
組
み
紐
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
技

法
の
集
大
成
で
作
ら
れ
て
い
る
の
が

越
谷
甲
冑
の
特
徴
と
言
わ
れ
て
い
る

わ
。
そ
れ
か
ら
、
毎
年
新
し
い
も
の

が
作
ら
れ
て
い
る
の
。
新
製
品
の
展

示
会
も
行
わ
れ
て
い
る
わ
。
有
名
な

武
将
が
用
い
た
甲
冑
を
再
現
し
た
製

品
も
あ
る
の
よ
。

コ
バ
ト
ち
ゃ
ん　

多
く
の
人
の
技
術

が
集
ま
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
甲
冑
に

は
、
職
人
さ
ん
た
ち
の
思
い
も
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
の
ね
。

コ
ブ
ち
ゃ
ん　

越
谷
甲
冑
を
ど
こ
か

で
見
ら
れ
な
い
か
な
。

キ
ク
姉
さ
ん　

４
月
２９
日
㈷
〜
５
月

５
日
㈷
に
、
旧
日
光
街
道
周
辺
な
ど

で
越
ヶ
谷
宿
の
甲
冑
め
ぐ
り
が
行
わ

れ
る
わ
。
毎
年
好
評
で
、
今
回
で
４

回
目
に
な
る
の
よ
。
甲
冑
着
用
体
験

や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
あ
る
わ
。
詳
し

く
は
１１
面
を
見
て
ね
。

〈
取
材
協
力
…
株
式
会
社
忠
保
〉

48越谷甲冑
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コバトちゃん

はがきまたは市ホームぺージ
から申込みできます。現在、
申込みから掲載まで約1年か
かります

▲矢吹　凌真ちゃん
　（H26.7．1 蒲生）

やぶき　　りょうま

▲加藤　瑠夏ちゃん
　（H26．7．10　南荻島）

 かとう　  る な

▲笈川　悠貴ちゃん
　（H26．9．11 大沢）

おいかわ　    はる  き

▲山田　朱凜ちゃん
　（H26．9．6 千間台西）

やま だ　    あ かり

▲吉川　菜緒ちゃん
　（H24．6．11 大沢）

きちかわ　   な  お

▲田村　菜々美ちゃん
　（H24．8．9 赤山町）

た むら　   な  な  み

▲小川　瑛眞ちゃん
　（H24．11．25 東越谷）

お がわ　 えいしん

▲Ｄｕｐｌｉｃｅ　Ｌｕｃｃａ・Ｌｅａちゃん
　（H26．7．14 東大沢）

  デュプリス　　　　　ルカ　　　 　リア　　　    

▲山﨑　翔ちゃん
　（H26．3．5 三野宮）

やまざき　　かける

▲藤原　希駿・由麗ちゃん
　（H24．6．28・H21．5．13 東柳田町）

ふじわら　　  き はや   うらら 　

今回の景品
4色ボールペンとふせんのセット

丹念な細工が施された越谷甲冑

かっちゅう

こ
ざ
ね

た
て
も
の

き
ん
ら
ん

き
ん
こ
う

し
っ
こ
う

ひ
か
く

こ
う
げ
い

ひ
も

細かな手作業を丁寧に行います

▶
真
田
幸
村
公
の
甲
冑
を
再
現
し
た
製
品

よ
ろ
い

か
ぶ
と



各種相談（祝日・年末年始を除く）相談は無料です
相談名 日時など 会場・問合せ先

市民相談
（相続、離婚、賠償
などの民事関係）

市民相談
（交通相談）

弁護士による法律
相談（予約制）

司法書士法律
相談（予約制）

福祉なんでも相談

生活自立相談
「よりそい」

成年後見相談

税務相談
（税理士）

税務相談
（税理士会越谷
支部税務相談所）

行政相談
（行政上の諸問題
関係）

登記相談
（司法書士・土地
家屋調査士）

不動産相談

マンション
管理相談

住宅リフォーム・
耐震相談

空き家・空き室・
空き地相談

行政書士相談
（埼玉県行政書士
会越谷支部）

毎週月曜～金曜日、午前9時～
午後4時30分（正午～午後1時
を除く）

毎週月曜～金曜日、午前8時30
分～午後5時15分。直接窓口へ
おいでください

毎週月曜～金曜日、午前9時～
午後５時（電話予約優先）

毎週月曜～金曜日、午前９時～
午後５時

毎月第1月曜日、午前10時～午
後3時（正午～午後1時を除く）

毎週月曜・木曜日、午後1時～4
時。事前にご連絡ください

毎月第2金曜日、午前10時～午
後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第1金曜日、午前10時～午
後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第1水曜日、午前9時～正午

毎月20日、午前10時～午後3時
（正午～午後1時を除く）

毎月第3木曜日、午後１時30分
～3時30分

毎月第3火曜日（予約は第2火
曜日まで）、午後1時30分～4時
30分

毎月第3火曜日（予約は第2火
曜日まで）、午前9時30分～11
時30分

消費生活相談
毎週月曜～金曜日、午前9時30
分～午後3時30分（正午～午後
1時を除く）

毎週月曜・木曜日、毎月第1・3
火曜日。午前9時～午後4時30
分（正午～午後1時を除く）。事
前にご連絡ください

毎週火曜・水曜・金曜日、午後1
時～4時。毎週土曜日、午前10
時～午後1時（予約は平日午前
10時～午後4時）

毎週水曜・第1～第4金曜日、午
後１時20分～４時20分（第２金
曜日は午後４時～７時）、定員６
人。相談日の前日午後１時から
電話のみで予約受付
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相談名 日時など 会場・問合せ先

女性相談

DV相談

人権相談

内職相談

早期就職（キャリア
コンサルタント）

経営相談
（事業資金）

労働相談
（社会保険労務士）

経営相談
（創業・経営）

職業相談

①毎週月曜～金曜日、午前１０時
～正午、午後１時～４時
②毎週水曜・金曜日、午後５時～
８時（電話相談のみ）
③毎週土曜日、午前１０時～正
午、午後１時～４時

毎週火曜・木曜日、午前10時～
午後3時30分（受付は午前10
時～11時30分、午後1時～3時）

D中央市民会館4階第1相談室
Bくらし安心課☎963-9156

D市役所第三庁舎2階生活福祉課
B生活自立相談「よりそい」☎９６３-９２１２

介護相談 4月は12日（火）、午後7時～9時
（要事前予約）

D中央市民会館4階第4相談室
B介護保険課☎９６３-９305

D中央市民会館4階第2相談室
Bくらし安心課☎963-9156

D中央市民会館4階第2相談室
Bくらし安心課☎963-9156

D中央市民会館4階第4相談室
B建築住宅課☎963-9205

D中央市民会館4階消費生活センター
B消費生活センター☎965-8886

D中央市民会館4階第4相談室
B人権・男女共同参画推進課☎963-9119

D産業雇用支援センター3階相談室
B産業支援課☎967-4680

DB産業雇用支援センター二番館
　　☎967-2424

DBハローワーク越谷☎969-8609

DB青少年相談室（越谷市教育センター内）
　　☎964-0272

D中央市民会館4階第6相談室
B家庭児童相談室（子育て支援課）
　☎964-2111

DB越谷市教育センター（増林3-4-1）
　　☎962-9300、962-8601

DBさいたま地方法務局越谷支局　
　　☎966-1321

①DB女性・ＤＶ相談支援センター
　　　☎９６３-９１７６
②B女性・ＤＶ相談支援センター
　　☎９７０-７４１５

①DB女性・ＤＶ相談支援センター
　　　☎９６３-９１７６
②B女性・ＤＶ相談支援センター
　　☎９７０-７４１５
③DB男女共同参画支援センター
　　　☎９７０-７４１５

D市役所本庁舎1階ロビー
B越谷市住まい・まちづくり協議会
　☎977-8889

DB埼玉県宅建協会越谷支部
　　（市役所南側駐車場隣）☎964-7611

D中央市民会館1階越谷市社会福祉協議会
B成年後見センターこしがや☎966-2281

D税理士会越谷支部税務相談所
　（赤山町3-3-4草島商店3階、越谷税務署前）
B関東信越税理士会越谷支部☎962-6131

D中央市民会館4階第4相談室
Bくらし安心課☎963-9156

DB福祉なんでも相談窓口
　　（市役所本庁舎1階総合受付隣）
　　☎963-9150

DB埼玉司法書士会越谷総合相談センター
　　（越ヶ谷2-8-22エースビル越ヶ谷2階）
　　☎048-838-7472

毎週月曜～金曜日（月曜～水曜
日は要予約）、午前9時～午後4
時30分（正午～午後1時を除く）

毎週金曜日、午後1時～4時（受
付は午後3時30分まで）

毎月第2水曜日、午後1時～4時
（毎月第1水曜日までに要予約）

毎週月曜・水曜・金曜日、午前9
時～午後4時（正午～午後1時を
除く。要予約）。出張相談にも応
じます

毎週月曜～金曜日、午前8時30
分～午後5時15分（毎週火曜・木
曜日は午後7時まで）。毎月第1・
3土曜日、午前10時～午後5時

毎月第1・3木曜日、午後1時～4
時

毎週月曜日、午前9時～午後4時

①毎週月曜～金曜日、午前１０時
～正午、午後１時～４時
②毎週水曜・金曜日、午後５時～
８時（電話相談のみ）

青少年相談 毎週火曜・水曜・金曜日、午前9
時～午後4時

家庭児童相談
毎週月曜～金曜日、午前9時～
午後4時（正午～午後1時を除
く）。来所の場合は事前に電話
でお問い合わせください

雇用相談 毎週月曜～金曜日、午前8時30
分～午後5時15分

教育相談

毎週月曜～土曜日、午前9時30
分～午後4時45分（電話相談の
受付は午前9時～午後8時30
分）、ハートコール（子ども専用
電話相談）は☎962-8500。
メール相談：市ホームページで
「教育相談」を検索



平成28年3月1日現在
人口　33万6557人　（前月比17人減）
世帯　14万5724世帯　（前月比81世帯増）

男　16万7615人　（前月比45人減）
女　16万8942人　（前月比28人増）

〈4月放送の主な内容〉
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商店・古民家とひな人形によるまちおこし
　

２
月
２７
日
〜
３
月
３
日
、
越

谷
新
町
商
店
会
・
越
谷
市
本
町

商
店
会
・
越
谷
市
商
工
会
主
催

に
よ
る
越
ヶ
谷
宿
の
雛
め
ぐ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

宿
場
町
で
あ
る
越
谷
に
、
伝
統

工
芸
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
ひ
な
人
形
を
展
示
し
、
ま
ち

お
こ
し
に
つ
な
げ
よ
う
と
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
、
旧
日
光
街

道
沿
い
の
商
店
や
古
民

家
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

ひ
な
人
形
が
展
示
さ
れ

た
ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
小
学
生
の
作
品

展
示
な
ど
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
る
催
し
が
多

数
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
回
開
催
さ

れ
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は

す
べ
て
満
員
に
な
る
盛

況
ぶ
り
で
、
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

「籠染灯籠」でライトアップされた段飾りには、ツアー参加
者も驚きの声を上げていました

第
４
回
越
ヶ
谷
宿
の
雛
め
ぐ
り

さらなる企業の育成発展と地域の活性化に向けて
　

４
月
１
日
、
越
谷
市
商
工
会

が
「
越
谷
商
工
会
議
所
」
へ
移

行
し
ま
す
。
昭
和
３５
年
の
商
工

会
発
足
以
来
、
同
会
で
は
市
内

企
業
の
支
援
の
ほ
か
、「
こ
し

が
や
鴨
ネ
ギ
鍋
」
に
よ
る
地
域

お
こ
し
な
ど
、
地
域
経
済
活
性

化
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
商
工
会
議
所
へ
の
移

行
に
よ
り
、
企
業
支
援

の
強
化
な
ど
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

３
月
７
日
に
は
、
関

東
経
済
産
業
局
で
設
立

認
可
書
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
認
可
書
を

受
け
取
っ
た
井
橋
吉
一

越
谷
商
工
会
議
所
初
代

会
頭
は
「
さ
ら
な
る
企

業
の
育
成
、
発
展
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

鍛冶克彦関東経済産業局長（左）から設立認可書を受け
取る井橋初代会頭（右）

越
谷
市
商
工
会
が
越
谷
商
工
会
議
所
へ
移
行

ひ
な

着なくなった着物が洋服として新しくよみがえる
　

３
月
１２
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
で
、「
着
物
の
リ
メ
イ
ク

教
室
〜
思
い
出
の
着
物
を
ら
く

ら
く
コ
ー
ト
に
大
変
身
！
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
た
ん
す
に
し

ま
っ
た
ま
ま
の
着
物
を
リ
メ
イ

ク
し
て
再
び
着
よ
う
と
い
う
試

み
の
講
座
で
、
当
日
は
２０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

着
物
は
、
襟
と
袖
を
取
り
外

し
た
も
の
を
使
用
。
襟

ぐ
り
や
袖
口
な
ど
を
手

で
縫
っ
た
り
、
ミ
シ
ン

を
使
っ
た
り
し
て
整
え

る
作
業
や
、
着
丈
に
あ

う
よ
う
裾
を
調
整
す
る

な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
き
れ
い

な
コ
ー
ト
が
で
き
た
」

「
母
か
ら
も
ら
っ
た
着
物

が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
う

れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

講師からアドバイスを受ける参加者

着
物
の
リ
メ
イ
ク
教
室

昨
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た「
平
成
27
年
度
全
国
中

学
校
体
育
大
会　

第
55
回
全
国
中
学
校
水
泳
大

会
」女
子
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
で
、１
年
生
な

が
ら
６
位
入
賞
。平
成
27
年
度
山
﨑
体
育
賞
を
受

賞
し
た

　

今
回
の
６
位
入
賞
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
「
目
標
は
優
勝
だ
っ
た
の
で
結

果
に
は
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
、
と
て
も
良
い
経
験
に
は
な
り
ま

し
た
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

水
泳
は
４
歳
の
時
に
、
２
人
の
姉

と
と
も
に
始
め
た
。
そ
れ
以
前
は
水

に
顔
を
つ
け
る
の
も
苦
手
だ
っ
た
そ

う
だ
が
、「
す
っ
か
り
水
泳
に
は
ま

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
笑
う
。

　

最
近
は
週
６
日
の
練
習
を
こ
な

し
、
早
朝
に
１
時
間
半
泳
い
で
か
ら

登
校
す
る
日
も
あ
る
と
い
う
。
こ
こ

の
さ
ん
は
「
時
々
授
業
で
寝
て
し
ま

い
そ
う
に
な
る
け
れ
ど
、
勉
強
も
頑

張
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
何
と
か

耐
え
て
い
ま
す
」
と
は
に
か
む
。

　

今
後
の
目
標
を
聞
く
と
「
ま
ず
は

次
の
全
国
大
会
で
、
２
０
０
㍍
・
４

０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
で
の
優
勝
。

そ
し
て
将
来
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」
と

力
強
く
答
え
て
く
れ
た
。
４
年
後
へ

向
け
て
、
視
界
は
良
好
だ
。

　
　
　
平
原
　こ
こ
の
さ
ん

（
富
士
中
学
校
2
年
生
）

ひ
ら
は
ら

◀
特
集
よ
り

市
政
・
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
配
信

越
谷
シ
テ
ィ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

ハロー・ハッピーこしがやＦＭ８６.８ＭHz 越
谷
の
情
報
を
発
信
、こ
し
が
や
エ
フ
エ
ム
が
開
局

　

３
月
２７
日
、
県
内
で
６
局
目

と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局

「
こ
し
が
や
エ
フ
エ
ム
」（
越
野

操
社
長
）
が
開
局
し
ま
し
た
。

周
波
数
８６
・
８
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の

語
呂
合
わ
せ
か
ら
、
愛
称
は

「
ハ
ロ
ー
・
ハ
ッ
ピ
ー
」。
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
第
一
工
場
の

展
望
台
に
放
送
用
ア
ン
テ
ナ
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
市
内

全
域
で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

越
野
さ
ん
は
「
構
想
か
ら
２０

年
、
今
日
の
開
局
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
に
密
着
し

た
番
組
づ
く
り
を
心
が
け
、
身

近
な
情
報
を
き
め
細
か
く
発
信

し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

地域に密着したまちの情報を発信！

・ニュース：平成２８年度の主な事業
・特集：鉄道ファンと行く！　越谷貨物タ
　ーミナル駅探検ツアー
・ズームアップ：こしグルWalker（いわし
　料理専門店　岩田家）

■テレビ埼玉
　４月１６日(土)・１７日(日)　9:30～　　　
■Ｊ：ＣOM越谷
　４月１８日(月)～２４日(日)
　　9:00～、20:00～
■右の二次元コードから
　越谷市公式チャンネル
　(YouTube)へアクセス
　できます。



　

平
成
２８
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
２７
年
４
月
に
中
核
市
と
し

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
保
健
所
の
設

置
を
は
じ
め
、
移
譲
を
受
け
た
約
２
０
０
０

項
目
の
事
務
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
２８
年
度
は
、
中

核
市
・
越
谷
が
誕
生
し
て
２
年
目
と
な
り
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
、
一
層
の
責

任
と
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
新
興
国
な
ど
の
景
気
が
下

振
れ
し
、
わ
が
国
の
景
気
が
下
押
し
さ
れ
る

リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
２８
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
４
％
増
の
９６
兆
７
２
１
８
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
０
・
８
％
増
の
５７
兆
８
２
８
６
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税

や
固
定
資
産
税
で
若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
法
人

市
民
税
が
減
収
と
な
る
な
ど
、
歳
入
の
確
保

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２８
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
２８
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
の
着
実
な
推
進
と
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・

コ
ス
ト
意
識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２８
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
１
・
７
％
減
の
８
８
４
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
０
・
６

％
減
の
１
７
１
７
億
９
０
０
万
円
で
編
成
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
大
綱
に

沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、

地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
民
参
加
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
を
一
層
促

進
す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
を
は
か
り
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や

す
い
市
政
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を

重
視
し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す

る
た
め
、「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で

あ
る
自
治
会
の
健
全
な
育
成
と
円
滑
な
運
営
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
地
域
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
支
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て

は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、
質
の
高
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
・
運
営
を
は
か
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人

権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら

し
さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

越
谷
市
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
支
援
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
認
め

合
い
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
や
行

政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
今
後
も
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
第
４
次
越
谷
市
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
わ
せ
、
今
後
の
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応

し
う
る
組
織
体
制
と
な
る
よ
う
、
政
策
推
進

部
門
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
部
門
な
ど
に
お

い
て
、
機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

外
部
監
査
制
度
に
よ
る
行
政
運
営
の
さ
ら
な

る
適
正
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
情
報
化
推
進

計
画
の
第
４
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
内
部
事
務
の

効
率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
な
ど
、
新
た
な
制
度
へ
の

対
応
を
行
う
ほ
か
、
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お

け
る
業
務
継
続
計
画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し

た
情
報
化
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

統
計
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
を
基

準
日
と
す
る
経
済
セ
ン
サ
ス
|
活
動
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
統

計
結
果
は
多
方
面
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら

国
お
よ
び
県
と
連
携
を
と
り
正
確
な
統
計
調

査
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
務
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
に
着

手
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支

え
る
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
異
動
届
等
の
受
付
お
よ
び
証
明
書
の

発
行
業
務
に
つ
い
て
は
、
窓
口
の
混
雑
緩
和

や
待
ち
時
間
の
短
縮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
か
か
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
と
も
に
、

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導
入
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
収
納
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税
以
外
の
市

債
権
は
、
債
権
管
理
の
一
層
の
適
正
化
を
は

か
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す

る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産

の
売
却
や
貸
付
等
の
運
用
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
が
全

国
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
に
わ
た

り
公
共
施
設
等
の
適
正
な
維
持
・
管
理
を
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
示
し
た
方
策
を
よ
り
具
体
化

す
る
た
め
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
等
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
や

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
健
康
危
機
に
備

え
、
保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と

も
に
医
療
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療
体

制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
等
を
確

保
す
る
た
め
、
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医
療
に

つ
い
て
は
、
夜
間
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療

の
確
保
の
た
め
、
夜
間
急
患
診
療
所
を
運
営

す
る
と
と
も
に
、
東
部
南
地
区
第
二
次
救
急

医
療
圏
内
の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・
協
力

し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を
は
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
な
ど
地
域

保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
は
か
る
た
め
、
新

た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
基
本

設
計
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
増
大
す
る
医
療
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
医
療
機
能
の
分
化
と
地
域
連
携
を

進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
立
病
院
に
つ
い

て
は
、
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
病
棟
の
診
療
科
の
編
成
等
を
見

直
す
と
と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
間

で
相
互
紹
介
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
連
携
を

一
層
強
化
し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ
き
、

各
種
健
康
教
室
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
正

し
い
知
識
の
普
及
を
は
か
り
、
市
民
・
関
係

団
体
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
保

健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
対

策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
越
谷
市
独
自
で

実
施
す
る
前
立
腺
が
ん
検
診
お
よ
び
口
腔
が

ん
検
診
を
含
む
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
出
産
し
、
育
て
ら

れ
る
よ
う
、
妊
娠
中
か
ら
の
継
続
し
た
支
援

を
行
う
た
め
、
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康

診
査
、
相
談
事
業
や
家
庭
訪
問
、
産
後
支
援

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
お
よ
び
重
症

化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事
業
を
適

切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
健

康
を
守
る
た
め
、
医
療
機
関
等
の
検
査
指
導

を
行
う
な
ど
、
保
健
衛
生
水
準
の
確
保
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
、
結
核
患
者
へ
の
適
正
な

医
療
提
供
を
行
い
、
感
染
症
の
発
生
予
防
や

感
染
症
発
生
時
の
感
染
拡
大
防
止
を
は
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
自
殺
対
策
や
精
神
保
健
相

談
、
知
識
の
普
及
・
啓
発
な
ど
の
精
神
保
健

支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
食
品
・
環

境
衛
生
関
係
施
設
、
医
薬
品
等
の
流
通
お
よ

び
薬
局
の
許
認
可
・
監
視
指
導
を
行
っ
て
い

く
ほ
か
、
食
肉
の
衛
生
検
査
、
狂
犬
病
の
予

防
お
よ
び
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
の
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

衛
生
検
査
業
務
に
つ
い
て
は
、
食
の
安

心
・
安
全
を
目
指
し
、
市
場
等
で
流
通
す
る

食
品
が
規
格
基
準
に
適
合
す
る
か
の
試
験
検

査
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
食
中
毒
や

感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
迅
速
か
つ
正

確
な
検
査
体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
基
づ
い
た
支

援
策
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
子
育
て
支
援
施
策

を
進
め
て
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
環

境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
総
合

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、

遊
び
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心

を
高
め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
よ
り
、
子
ど
も
の
成
長
や
、
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
測
量
業
務
等
の
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児

保
育
に
つ
い
て
は
、
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
を
対
象
と
し
、
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
地

域
型
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法

人
等
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
保
育
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
病
児
保
育
事
業
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
な
ど
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
に
伴
う
対
象
年
齢
の
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
、
東
武
鉄
道
高
架
下
に
越

ヶ
谷
学
童
保
育
室
の
整
備
を
行
う
な
ど
、
待

機
児
童
の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保

育
の
質
の
向
上
を
は
か
り
、
保
護
者
の
就
労

支
援
と
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、

児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
正
な
支
給
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行
い
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
就
学

前
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
や
健
康
状
態
に

応
じ
た
療
育
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
構
成
機
関
お
よ
び
児
童
相

談
所
と
の
連
携
を
は
か
り
、
子
ど
も
の
安
全

を
最
優
先
に
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
お
よ
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会
的
自

立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
就
労
支
援
事
業

お
よ
び
地
域
適
応
支
援
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
・
啓
発
、
個
別
相

談
お
よ
び
手
続
き
支
援
や
、
市
民
後
見
人
の

候
補
者
養
成
・
活
動
支
援
な
ど
越
谷
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
を
は
か
り
「
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」
の
機
能
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に

伴
い
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
促
進
し
、
障

が
い
者
差
別
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
尊

厳
の
保
持
と
自
立
生
活
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、
可
能
な
限
り
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
で
あ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
在
宅
医
療
と

介
護
の
連
携
推
進
や
認
知
症
施
策
な
ど
、
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
市
内
４
カ

所
目
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
の
き
荘
」

を
平
成
２７
年
１２
月
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
高
齢
者
の
憩
い
の
場
「
ふ
ら
っ
と
」

と
と
も
に
、
地
域
の
高
齢
者
が
健
康
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
生
き
が
い
対
策
事
業
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
認

定
事
務
や
保
険
給
付
事
務
の
推
進
、
保
険
料

の
適
正
な
賦
課
徴
収
に
努
め
る
と
と
も
に
、

平
成
２８
年
度
も
予
定
さ
れ
る
制
度
改
正
に
つ

い
て
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
基
盤
整
備
と
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
２
施
設
の
新
規
開
設
を
支
援
す
る
ほ
か
、

第
６
期
越
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
の
進
捗
管
理
に
加
え
、
第

７
期
計
画
の
策
定
に
向
け
た
基
礎
調
査
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
要
支
援
１
・

２
の
方
に
お
け
る
訪
問
介
護
お
よ
び
通
所
介

護
に
つ
い
て
、
平
成
２８
年
３
月
か
ら
地
域
支

援
事
業
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
移
行
を

円
滑
に
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
高
齢
者

を
地
域
で
支
え
あ
う
新
た
な
仕
組
み
の
構
築

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
や
事
業
所
、
自
宅
に
お
い
て

利
用
者
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
福
祉
法
人
や
指
定
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
等
へ
の
指
導
監
査
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
不
透
明
な
経

済
・
雇
用
情
勢
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も

受
給
者
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
を
支
え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し

て
、
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
の
方
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
充
実
を
は
か

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」

に
つ
い
て
は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来

に
わ
た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医
療
を
安
心

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健

全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
収
納
率
の
向
上

お
よ
び
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
支
え
る
地
域
医
療
保
険
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

疾
病
予
防
対
策
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
新

た
に
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
対
策
事
業

を
実
施
し
、
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
、
さ
ら
な
る
被
保
険
者

の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越

谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
の

創
出
に
向
け
、
都
市
施
設
の
整
備
や
活
気
あ

る
市
街
地
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま
ち
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
自
然
に
配

慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
お
よ
び
市
が

相
互
の
役
割
に
基
づ
く
責
任
と
信
頼
の
下
、

だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
七
左

第
一
地
区
の
換
地
処
分
お
よ
び
東
越
谷
地
区

の
早
期
事
業
完
了
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
西
大
袋
地
区
の
事
業
進
捗
を
は
か
り
、

都
市
基
盤
の
整
備
と
健
全
な
市
街
地
の
形
成

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
越
谷
市
景
観
計
画
お
よ
び
越
谷
市

景
観
条
例
並
び
に
越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例

の
適
切
な
運
用
を
は
か
り
、
越
谷
ら
し
い
景

観
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
を
行
い
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
で
は
、
越
谷
吉
川
線
お
よ

び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
と

と
も
に
、
災
害
時
の
防
災
機
能
を
備
え
る
な

ど
、
多
面
的
要
素
を
持
つ
道
の
駅
の
整
備
に

つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
に
係
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
お
よ
び
電
力
量
の
節
減
の
た
め
、

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大

な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行

を
確
保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か

る
橋
梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
・
公
共
交

通
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
利
便
性
が

高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
計
画

を
進
め
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
増
林
公
園

や
地
域
に
身
近
な
公
園
お
よ
び
綾
瀬
川
緑
道

や
八
条
用
水
緑
道
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全

で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
公
園
等
の
維
持
管
理

を
進
め
る
た
め
、
自
治
会
や
市
民
団
体
な
ど

と
連
携
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
９
月

の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
伴
う
甚
大
な
浸
水
被

害
を
受
け
て
、
中
川
や
新
方
川
の
河
川
改
修

を
進
め
て
い
る
国
・
県
に
対
し
、
さ
ら
な
る

事
業
の
推
進
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
河

川
事
業
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
都
市
下
水

路
や
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ポ
ン
プ
施

設
等
の
適
切
な
維
持
管
理
や
水
防
体
制
の
強

化
に
取
り
組
み
、
総
合
的
な
治
水
対
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
お
よ
び
総
合
地
震
対
策
を
進
め
、

適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

水
洗
化
率
の
向
上
を
は
か
り
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
耐
震

化
促
進
の
た
め
、
民
間
の
木
造
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
の
活
用
を
促
進
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
相
談
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
周
知
に

努
め
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
国
際
的
な
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
が
新
た
に
定
め
ら
れ
、

温
暖
化
対
策
の
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
・
事
業
者
と
の
協

働
に
よ
り
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
費
補
助
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
大
気
や
水
質
、
放
射
線
等
の
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

コ
シ
ガ
ヤ
ホ
シ
ク
サ
や
シ
ラ
コ
バ
ト
の
保
護

増
殖
を
は
じ
め
と
し
た
生
物
多
様
性
の
保

全
・
向
上
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
一

般
廃
棄
物
の
安
全
か
つ
安
定
的
な
収
集
お
よ

び
処
理
を
行
う
と
と
も
に
、
使
用
済
小
型
家

電
の
回
収
の
促
進
な
ど
、
市
民
や
事
業
者
と

協
働
し
て
分
別
の
徹
底
を
は
か
り
、
ご
み
の

減
量
と
資
源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
自
治
会
清
掃
な
ど
地
域
に
お
け
る
美
化

活
動
へ
の
支
援
を
充
実
し
、
環
境
美
化
意
識

の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
の
快
適

な
生
活
環
境
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃

棄
物
の
排
出
抑
制
や
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
許
可
、
立

入
検
査
や
報
告
徴
収
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

事
業
者
へ
の
適
正
処
理
講
習
会
の
開
催
等
を

通
じ
て
、
指
導
・
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
な
ど
の
不
適
正
処
理

事
案
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
よ

り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
公
衆

衛
生
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
防

災
計
画
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
計
画
に
基
づ

き
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」
を
柱
と

し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
等
を
活
用
し
た
情
報
収
集
伝
達
体
制
の

強
化
や
、
女
性
・
要
配
慮
者
等
に
も
配
慮
し

た
防
災
備
蓄
の
充
実
な
ど
、
防
災
拠
点
機
能

の
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
制
度
や
帰
宅
困
難
者
対
策
の

推
進
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備
・
人
材
の
育

成
強
化
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主

防
犯
活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識

の
高
揚
を
は
か
る
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
り

犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
管
理
不
全
な
空
き
家
等
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
お
よ
び
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
適
切
な
実
施
を
は

か
る
た
め
取
り
組
み
の
具
体
化
を
進
め
、
生

活
環
境
の
保
全
お
よ
び
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
や

高
齢
者
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
を
は
か
る
た

め
、
交
通
指
導
員
に
よ
る
安
全
指
導
や
安
全

確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
警
察
署
や
交

通
安
全
団
体
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
自
転

車
利
用
者
等
へ
の
安
全
利
用
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
相
談
や
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
相
談
員
や
消

費
生
活
相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者

の
自
立
や
実
践
的
な
能
力
を
育
む
た
め
、
関

係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
消
費
者
教
育
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪

質
商
法
な
ど
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は

か
る
た
め
、
消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な

ど
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
を
予
防
す
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防

災
機
器
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

予
防
査
察
に
よ
る
防
火
管
理
体
制
の
充
実
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
体
制

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
消
防
活
動
の
拠
点
で

あ
る
谷
中
分
署
建
設
工
事
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
１
９
番
通
報
を
受
理

し
、
出
動
指
令
す
る
た
め
の
消
防
緊
急
情
報

シ
ス
テ
ム
や
高
規
格
救
急
自
動
車
な
ど
を
更

新
す
る
と
と
も
に
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
に
備
え
、
耐
震
性
貯
水
槽
を
設
置
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普
及
・
啓
発

に
努
め
、
公
共
施
設
に
設
置
し
た
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
が
有
効
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
強

化
を
は
か
る
た
め
、
器
具
置
場
の
建
て
替
え

や
、
装
備
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
は
、
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
、
活
力
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
地
域

社
会
づ
く
り
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
健
全
な
発
展
と
経
営
の
安
定

を
は
か
る
た
め
、
制
度
融
資
に
か
か
る
利
子

助
成
の
限
度
額
引
き
上
げ
を
継
続
し
、
利
用

者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
す
越
谷
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

市
内
金
融
機
関
、
専
門
家
等
と
の
連
携
強
化

を
は
か
り
、
企
業
訪
問
等
に
よ
る
市
内
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
課
題
の
解
決

や
競
争
力
強
化
、
創
業
の
促
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
し
が
や

産
業
フ
ェ
ス
タ
や
創
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開

催
し
、
既
存
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な
産
業

の
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
の
活
性

化
を
は
か
る
た
め
、
各
商
店
会
が
実
施
す
る

販
売
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

や
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
議
所
が
商
店
会
等

と
連
携
し
て
実
施
す
る
地
域
商
業
の
活
性
化

を
目
的
と
し
た
商
店
街
回
遊
イ
ベ
ン
ト
や
研

修
等
の
各
種
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り

な
が
ら
、
宿
場
ま
つ
り
や
ま
る
な
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、
蔵
・
古
民
家

な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法

人
越
谷
市
観
光
協
会
や
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関

東
と
の
連
携
強
化
を
は
か
り
、
花
火
大
会
や

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
相
模
調

節
池
や
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
水
辺
を

活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
市
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、

こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
や
越
谷
特
別
市

民
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
」
な
ど
を
活
用
し
た
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
郷
土
愛
の
醸
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
市
並
び

に
大
船
渡
市
、
東
松
島
市
お
よ
び
名
取
市
の

東
北
被
災
地
等
と
の
観
光
物
産
交
流
を
実
施

し
、
地
方
創
生
を
踏
ま
え
た
知
名
度
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
観

光
や
物
産
な
ど
の
地
域
の
魅
力
を
市
内
外
に

発
信
す
る
た
め
、
越
谷
市
物
産
展
示
場
と
観

光
・
物
産
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
特
産

品
や
伝
統
的
手
工
芸
品
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
東
武
鉄
道
高
架
下
の
越
谷
駅
東
口
に

観
光
物
産
拠
点
施
設
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
議
所
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
事

業
者
の
取
引
機
会
の
拡
大
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
内
産
業
の
活
性
化
お
よ
び

雇
用
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
既
存
工
業
団

地
の
拡
張
な
ど
新
た
な
産
業
用
地
の
創
出
に

向
け
た
流
通
・
工
業
系
土
地
利
用
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
米
を
は
じ
め
、
ね
ぎ
や
く
わ

い
、
市
場
需
要
の
高
い
ほ
う
れ
ん
草
や
小
松

菜
な
ど
、
良
質
な
農
産
物
が
数
多
く
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
型
農
業
経
営
者

育
成
支
援
事
業
の
研
修
修
了
生
な
ど
に
よ
る

い
ち
ご
観
光
農
園
や
、
ぶ
ど
う
や
梨
な
ど
季

節
の
果
物
が
収
穫
で
き
る
農
園
な
ど
、
観
光

農
業
へ
の
取
り
組
み
も
広
が
り
を
み
せ
て
お

り
ま
す
。
首
都
近
郊
に
あ
り
消
費
地
に
近
い

と
い
う
本
市
の
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
た

都
市
型
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
次
越

谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
身
近

な
消
費
者
で
あ
る
市
民
を
対
象
と
し
て
、
さ

ら
な
る
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
６
次

産
業
化
に
取
り
組
む
農
業
者
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
、
越
谷
商

工
会
議
所
お
よ
び
市
内
商
工
業
者
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
加
工
品
等
の
開
発
や
新
た

な
販
路
の
開
拓
、
産
地
の
形
成
や
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
収
益

性
が
高
く
安
定
的
な
農
業
経
営
の
実
現
の
た

め
に
、
周
年
的
に
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施

設
園
芸
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、

市
内
外
か
ら
の
集
客
が
あ
る
越
谷
い
ち
ご
タ

ウ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
農
業
と
観
光
事

業
の
連
携
を
は
か
り
、
地
域
全
体
の
農
業
活

性
化
に
向
け
た
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
を
営
め
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携

し
、
中
核
と
な
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用

集
積
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ

め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と
調
整
を

は
か
り
な
が
ら
、
現
況
を
把
握
し
計
画
的
に

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
伝
統
的
農
産
物
で
あ
る
、
ね
ぎ

の
栽
培
技
術
の
伝
承
や
生
産
規
模
の
拡
大
を

は
か
る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
備
し
、
本
市

に
お
い
て
良
質
な
農
産
物
の
生
産
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
、
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
等
の
早

期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職

相
談
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
相
談
業
務
、
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
や
県
、
埼
玉
と
う
ぶ
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
り
、

雇
用
対
策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
２８
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興

基
本
計
画
の
「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
」
と
い
う
基
本
理
念
の
下
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
効
果
的
な
配
置

と
司
書
教
諭
や
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
連
携
強
化
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
越
谷
生
物
多
様

性
子
ど
も
調
査
を
小
学
校
全
３０
校
に
お
い
て

実
施
す
る
と
と
も
に
、
環
境
教
育
資
料
「
し

ら
こ
ば
と
」
を
活
用
す
る
な
ど
、
環
境
問
題

を
意
識
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
伝
統
文
化
の
理
解
と
心
の
育

成
の
た
め
、
小
中
学
校
へ
地
域
の
郷
土
芸
能

等
に
関
す
る
指
導
者
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
け
る
英
語
の
教
科

化
を
見
据
え
た
教
職
員
の
指
導
力
向
上
と
児

童
生
徒
の
英
語
へ
の
興
味
・
関
心
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
等
を
学
校
へ
派
遣
し
、
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

相
談
員
に
よ
る
支
援
と
、
児
童
生
徒
の
自
立

や
学
校
生
活
へ
の
復
帰
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
の
適
切
な
設
置
と
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
増
員
お
よ
び
効
果
的
な
配

置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
・

快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
老
朽

化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
や
、
国
庫

補
助
金
を
活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、
大

規
模
地
震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等
の
非
構

造
部
材
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
な
ど
の
施
設
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
学
区
域
内
の
児
童

数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
川
柳
小
学
校

に
仮
設
教
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
多

様
な
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
豊
か
な
人
間

性
と
確
か
な
指
導
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
研
修
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
公
民
館
に
お
け

る
各
種
学
級
・
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
学

習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
や
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習

リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開

催
し
、
人
材
育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

科
学
に
対
す
る
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
世
代
の
人
が
そ
の

楽
し
さ
や
面
白
さ
を
再
認
識
で
き
る
よ
う
、

年
代
に
応
じ
た
実
験
や
工
作
な
ど
の
体
験
事

業
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
機
能
を
強

化
し
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
し
、

資
料
管
理
の
充
実
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
団

体
等
と
の
連
携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
い
て
新
た
に

「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
連
れ
で
も
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
始
め
ら

れ
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
臨
時
保
育

室
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
福

祉
施
設
へ
の
出
張
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

よ
り
一
層
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
４
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
適
正
な
進

行
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
向

け
た
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
越
谷
市
総
合

戦
略
に
掲
げ
る
「
農
業
・
工
業
・
商
業
の
均

衡
の
と
れ
た
、
職
住
近
接
の
ま
ち
を
つ
く

る
」
、「
越
谷
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
人

を
呼
び
込
む
」
、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
、「
安
全
、

安
心
、
快
適
に
住
め
る
地
域
を
つ
く
る
」
と

い
う
４
つ
の
基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

必
要
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
、「
安
心
度
埼
玉
№
１
の

越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」
の
２
つ

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、「
行
政

は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と

共
有
し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

施政方針・・・・・・・・・・・・・・・・①
教育行政方針・・・・・・・・・・・・③
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過
日
開
催
さ
れ
た
３
月
定
例
市
議
会
で
、
高
橋
市
長
が
新
年

度
の
施
政
運
営
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
施
政
方
針
演
説
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
行
政
に
係
る
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、

吉
田
教
育
長
が
教
育
行
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

施
政
方
針（
全
文
）

平成28年度
施政方針、教育行政方針

新成人など若者を対象として１月に
行われた「ふれあいミーティング」

大
綱
１
「
市
民
と
つ
く
る
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

大
綱
２
「
だ
れ
も
が
健
康
で
生
き

が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て



　

平
成
２８
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
２７
年
４
月
に
中
核
市
と
し

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
保
健
所
の
設

置
を
は
じ
め
、
移
譲
を
受
け
た
約
２
０
０
０

項
目
の
事
務
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
２８
年
度
は
、
中

核
市
・
越
谷
が
誕
生
し
て
２
年
目
と
な
り
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
、
一
層
の
責

任
と
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
新
興
国
な
ど
の
景
気
が
下

振
れ
し
、
わ
が
国
の
景
気
が
下
押
し
さ
れ
る

リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
２８
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
４
％
増
の
９６
兆
７
２
１
８
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
０
・
８
％
増
の
５７
兆
８
２
８
６
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税

や
固
定
資
産
税
で
若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
法
人

市
民
税
が
減
収
と
な
る
な
ど
、
歳
入
の
確
保

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２８
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
２８
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
の
着
実
な
推
進
と
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・

コ
ス
ト
意
識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２８
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
１
・
７
％
減
の
８
８
４
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
０
・
６

％
減
の
１
７
１
７
億
９
０
０
万
円
で
編
成
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
大
綱
に

沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、

地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
民
参
加
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
を
一
層
促

進
す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
を
は
か
り
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や

す
い
市
政
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を

重
視
し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す

る
た
め
、「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で

あ
る
自
治
会
の
健
全
な
育
成
と
円
滑
な
運
営
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
地
域
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
支
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て

は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、
質
の
高
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
・
運
営
を
は
か
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人

権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら

し
さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

越
谷
市
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
支
援
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
認
め

合
い
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
や
行

政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
今
後
も
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
第
４
次
越
谷
市
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
わ
せ
、
今
後
の
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応

し
う
る
組
織
体
制
と
な
る
よ
う
、
政
策
推
進

部
門
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
部
門
な
ど
に
お

い
て
、
機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

外
部
監
査
制
度
に
よ
る
行
政
運
営
の
さ
ら
な

る
適
正
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
情
報
化
推
進

計
画
の
第
４
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
内
部
事
務
の

効
率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
な
ど
、
新
た
な
制
度
へ
の

対
応
を
行
う
ほ
か
、
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お

け
る
業
務
継
続
計
画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し

た
情
報
化
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

統
計
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
を
基

準
日
と
す
る
経
済
セ
ン
サ
ス
|
活
動
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
統

計
結
果
は
多
方
面
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら

国
お
よ
び
県
と
連
携
を
と
り
正
確
な
統
計
調

査
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
務
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
に
着

手
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支

え
る
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
異
動
届
等
の
受
付
お
よ
び
証
明
書
の

発
行
業
務
に
つ
い
て
は
、
窓
口
の
混
雑
緩
和

や
待
ち
時
間
の
短
縮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
か
か
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
と
も
に
、

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導
入
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
収
納
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税
以
外
の
市

債
権
は
、
債
権
管
理
の
一
層
の
適
正
化
を
は

か
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す

る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産

の
売
却
や
貸
付
等
の
運
用
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
が
全

国
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
に
わ
た

り
公
共
施
設
等
の
適
正
な
維
持
・
管
理
を
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
示
し
た
方
策
を
よ
り
具
体
化

す
る
た
め
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
等
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
や

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
健
康
危
機
に
備

え
、
保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と

も
に
医
療
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療
体

制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
等
を
確

保
す
る
た
め
、
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医
療
に

つ
い
て
は
、
夜
間
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療

の
確
保
の
た
め
、
夜
間
急
患
診
療
所
を
運
営

す
る
と
と
も
に
、
東
部
南
地
区
第
二
次
救
急

医
療
圏
内
の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・
協
力

し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を
は
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
な
ど
地
域

保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
は
か
る
た
め
、
新

た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
基
本

設
計
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
増
大
す
る
医
療
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
医
療
機
能
の
分
化
と
地
域
連
携
を

進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
立
病
院
に
つ
い

て
は
、
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
病
棟
の
診
療
科
の
編
成
等
を
見

直
す
と
と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
間

で
相
互
紹
介
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
連
携
を

一
層
強
化
し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ
き
、

各
種
健
康
教
室
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
正

し
い
知
識
の
普
及
を
は
か
り
、
市
民
・
関
係

団
体
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
保

健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
対

策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
越
谷
市
独
自
で

実
施
す
る
前
立
腺
が
ん
検
診
お
よ
び
口
腔
が

ん
検
診
を
含
む
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
出
産
し
、
育
て
ら

れ
る
よ
う
、
妊
娠
中
か
ら
の
継
続
し
た
支
援

を
行
う
た
め
、
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康

診
査
、
相
談
事
業
や
家
庭
訪
問
、
産
後
支
援

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
お
よ
び
重
症

化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事
業
を
適

切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
健

康
を
守
る
た
め
、
医
療
機
関
等
の
検
査
指
導

を
行
う
な
ど
、
保
健
衛
生
水
準
の
確
保
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
、
結
核
患
者
へ
の
適
正
な

医
療
提
供
を
行
い
、
感
染
症
の
発
生
予
防
や

感
染
症
発
生
時
の
感
染
拡
大
防
止
を
は
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
自
殺
対
策
や
精
神
保
健
相

談
、
知
識
の
普
及
・
啓
発
な
ど
の
精
神
保
健

支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
食
品
・
環

境
衛
生
関
係
施
設
、
医
薬
品
等
の
流
通
お
よ

び
薬
局
の
許
認
可
・
監
視
指
導
を
行
っ
て
い

く
ほ
か
、
食
肉
の
衛
生
検
査
、
狂
犬
病
の
予

防
お
よ
び
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
の
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

衛
生
検
査
業
務
に
つ
い
て
は
、
食
の
安

心
・
安
全
を
目
指
し
、
市
場
等
で
流
通
す
る

食
品
が
規
格
基
準
に
適
合
す
る
か
の
試
験
検

査
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
食
中
毒
や

感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
迅
速
か
つ
正

確
な
検
査
体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
基
づ
い
た
支

援
策
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
子
育
て
支
援
施
策

を
進
め
て
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
環

境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
総
合

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、

遊
び
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心

を
高
め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
よ
り
、
子
ど
も
の
成
長
や
、
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
測
量
業
務
等
の
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児

保
育
に
つ
い
て
は
、
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
を
対
象
と
し
、
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
地

域
型
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法

人
等
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
保
育
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
病
児
保
育
事
業
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
な
ど
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
に
伴
う
対
象
年
齢
の
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
、
東
武
鉄
道
高
架
下
に
越

ヶ
谷
学
童
保
育
室
の
整
備
を
行
う
な
ど
、
待

機
児
童
の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保

育
の
質
の
向
上
を
は
か
り
、
保
護
者
の
就
労

支
援
と
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、

児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
正
な
支
給
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行
い
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
就
学

前
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
や
健
康
状
態
に

応
じ
た
療
育
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
構
成
機
関
お
よ
び
児
童
相

談
所
と
の
連
携
を
は
か
り
、
子
ど
も
の
安
全

を
最
優
先
に
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
お
よ
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会
的
自

立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
就
労
支
援
事
業

お
よ
び
地
域
適
応
支
援
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
・
啓
発
、
個
別
相

談
お
よ
び
手
続
き
支
援
や
、
市
民
後
見
人
の

候
補
者
養
成
・
活
動
支
援
な
ど
越
谷
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
を
は
か
り
「
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」
の
機
能
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に

伴
い
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
促
進
し
、
障

が
い
者
差
別
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
尊

厳
の
保
持
と
自
立
生
活
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、
可
能
な
限
り
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
で
あ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
在
宅
医
療
と

介
護
の
連
携
推
進
や
認
知
症
施
策
な
ど
、
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
市
内
４
カ

所
目
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
の
き
荘
」

を
平
成
２７
年
１２
月
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
高
齢
者
の
憩
い
の
場
「
ふ
ら
っ
と
」

と
と
も
に
、
地
域
の
高
齢
者
が
健
康
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
生
き
が
い
対
策
事
業
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
認

定
事
務
や
保
険
給
付
事
務
の
推
進
、
保
険
料

の
適
正
な
賦
課
徴
収
に
努
め
る
と
と
も
に
、

平
成
２８
年
度
も
予
定
さ
れ
る
制
度
改
正
に
つ

い
て
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
基
盤
整
備
と
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
２
施
設
の
新
規
開
設
を
支
援
す
る
ほ
か
、

第
６
期
越
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
の
進
捗
管
理
に
加
え
、
第

７
期
計
画
の
策
定
に
向
け
た
基
礎
調
査
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
要
支
援
１
・

２
の
方
に
お
け
る
訪
問
介
護
お
よ
び
通
所
介

護
に
つ
い
て
、
平
成
２８
年
３
月
か
ら
地
域
支

援
事
業
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
移
行
を

円
滑
に
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
高
齢
者

を
地
域
で
支
え
あ
う
新
た
な
仕
組
み
の
構
築

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
や
事
業
所
、
自
宅
に
お
い
て

利
用
者
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
福
祉
法
人
や
指
定
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
等
へ
の
指
導
監
査
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
不
透
明
な
経

済
・
雇
用
情
勢
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も

受
給
者
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
を
支
え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し

て
、
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
の
方
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
充
実
を
は
か

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」

に
つ
い
て
は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来

に
わ
た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医
療
を
安
心

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健

全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
収
納
率
の
向
上

お
よ
び
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
支
え
る
地
域
医
療
保
険
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

疾
病
予
防
対
策
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
新

た
に
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
対
策
事
業

を
実
施
し
、
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
、
さ
ら
な
る
被
保
険
者

の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越

谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
の

創
出
に
向
け
、
都
市
施
設
の
整
備
や
活
気
あ

る
市
街
地
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま
ち
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
自
然
に
配

慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
お
よ
び
市
が

相
互
の
役
割
に
基
づ
く
責
任
と
信
頼
の
下
、

だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
七
左

第
一
地
区
の
換
地
処
分
お
よ
び
東
越
谷
地
区

の
早
期
事
業
完
了
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
西
大
袋
地
区
の
事
業
進
捗
を
は
か
り
、

都
市
基
盤
の
整
備
と
健
全
な
市
街
地
の
形
成

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
越
谷
市
景
観
計
画
お
よ
び
越
谷
市

景
観
条
例
並
び
に
越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例

の
適
切
な
運
用
を
は
か
り
、
越
谷
ら
し
い
景

観
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
を
行
い
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
で
は
、
越
谷
吉
川
線
お
よ

び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
と

と
も
に
、
災
害
時
の
防
災
機
能
を
備
え
る
な

ど
、
多
面
的
要
素
を
持
つ
道
の
駅
の
整
備
に

つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
に
係
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
お
よ
び
電
力
量
の
節
減
の
た
め
、

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大

な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行

を
確
保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か

る
橋
梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
・
公
共
交

通
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
利
便
性
が

高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
計
画

を
進
め
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
増
林
公
園

や
地
域
に
身
近
な
公
園
お
よ
び
綾
瀬
川
緑
道

や
八
条
用
水
緑
道
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全

で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
公
園
等
の
維
持
管
理

を
進
め
る
た
め
、
自
治
会
や
市
民
団
体
な
ど

と
連
携
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
９
月

の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
伴
う
甚
大
な
浸
水
被

害
を
受
け
て
、
中
川
や
新
方
川
の
河
川
改
修

を
進
め
て
い
る
国
・
県
に
対
し
、
さ
ら
な
る

事
業
の
推
進
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
河

川
事
業
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
都
市
下
水

路
や
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ポ
ン
プ
施

設
等
の
適
切
な
維
持
管
理
や
水
防
体
制
の
強

化
に
取
り
組
み
、
総
合
的
な
治
水
対
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
お
よ
び
総
合
地
震
対
策
を
進
め
、

適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

水
洗
化
率
の
向
上
を
は
か
り
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
耐
震

化
促
進
の
た
め
、
民
間
の
木
造
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
の
活
用
を
促
進
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
相
談
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
周
知
に

努
め
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
国
際
的
な
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
が
新
た
に
定
め
ら
れ
、

温
暖
化
対
策
の
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
・
事
業
者
と
の
協

働
に
よ
り
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
費
補
助
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
大
気
や
水
質
、
放
射
線
等
の
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

コ
シ
ガ
ヤ
ホ
シ
ク
サ
や
シ
ラ
コ
バ
ト
の
保
護

増
殖
を
は
じ
め
と
し
た
生
物
多
様
性
の
保

全
・
向
上
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
一

般
廃
棄
物
の
安
全
か
つ
安
定
的
な
収
集
お
よ

び
処
理
を
行
う
と
と
も
に
、
使
用
済
小
型
家

電
の
回
収
の
促
進
な
ど
、
市
民
や
事
業
者
と

協
働
し
て
分
別
の
徹
底
を
は
か
り
、
ご
み
の

減
量
と
資
源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
自
治
会
清
掃
な
ど
地
域
に
お
け
る
美
化

活
動
へ
の
支
援
を
充
実
し
、
環
境
美
化
意
識

の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
の
快
適

な
生
活
環
境
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃

棄
物
の
排
出
抑
制
や
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
許
可
、
立

入
検
査
や
報
告
徴
収
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

事
業
者
へ
の
適
正
処
理
講
習
会
の
開
催
等
を

通
じ
て
、
指
導
・
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
な
ど
の
不
適
正
処
理

事
案
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
よ

り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
公
衆

衛
生
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
防

災
計
画
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
計
画
に
基
づ

き
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」
を
柱
と

し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
等
を
活
用
し
た
情
報
収
集
伝
達
体
制
の

強
化
や
、
女
性
・
要
配
慮
者
等
に
も
配
慮
し

た
防
災
備
蓄
の
充
実
な
ど
、
防
災
拠
点
機
能

の
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
制
度
や
帰
宅
困
難
者
対
策
の

推
進
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備
・
人
材
の
育

成
強
化
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主

防
犯
活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識

の
高
揚
を
は
か
る
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
り

犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
管
理
不
全
な
空
き
家
等
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
お
よ
び
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
適
切
な
実
施
を
は

か
る
た
め
取
り
組
み
の
具
体
化
を
進
め
、
生

活
環
境
の
保
全
お
よ
び
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
や

高
齢
者
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
を
は
か
る
た

め
、
交
通
指
導
員
に
よ
る
安
全
指
導
や
安
全

確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
警
察
署
や
交

通
安
全
団
体
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
自
転

車
利
用
者
等
へ
の
安
全
利
用
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
相
談
や
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
相
談
員
や
消

費
生
活
相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者

の
自
立
や
実
践
的
な
能
力
を
育
む
た
め
、
関

係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
消
費
者
教
育
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪

質
商
法
な
ど
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は

か
る
た
め
、
消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な

ど
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
を
予
防
す
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防

災
機
器
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

予
防
査
察
に
よ
る
防
火
管
理
体
制
の
充
実
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
体
制

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
消
防
活
動
の
拠
点
で

あ
る
谷
中
分
署
建
設
工
事
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
１
９
番
通
報
を
受
理

し
、
出
動
指
令
す
る
た
め
の
消
防
緊
急
情
報

シ
ス
テ
ム
や
高
規
格
救
急
自
動
車
な
ど
を
更

新
す
る
と
と
も
に
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
に
備
え
、
耐
震
性
貯
水
槽
を
設
置
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普
及
・
啓
発

に
努
め
、
公
共
施
設
に
設
置
し
た
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
が
有
効
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
強

化
を
は
か
る
た
め
、
器
具
置
場
の
建
て
替
え

や
、
装
備
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
は
、
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
、
活
力
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
地
域

社
会
づ
く
り
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
健
全
な
発
展
と
経
営
の
安
定

を
は
か
る
た
め
、
制
度
融
資
に
か
か
る
利
子

助
成
の
限
度
額
引
き
上
げ
を
継
続
し
、
利
用

者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
す
越
谷
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

市
内
金
融
機
関
、
専
門
家
等
と
の
連
携
強
化

を
は
か
り
、
企
業
訪
問
等
に
よ
る
市
内
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
課
題
の
解
決

や
競
争
力
強
化
、
創
業
の
促
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
し
が
や

産
業
フ
ェ
ス
タ
や
創
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開

催
し
、
既
存
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な
産
業

の
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
の
活
性

化
を
は
か
る
た
め
、
各
商
店
会
が
実
施
す
る

販
売
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

や
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
議
所
が
商
店
会
等

と
連
携
し
て
実
施
す
る
地
域
商
業
の
活
性
化

を
目
的
と
し
た
商
店
街
回
遊
イ
ベ
ン
ト
や
研

修
等
の
各
種
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り

な
が
ら
、
宿
場
ま
つ
り
や
ま
る
な
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、
蔵
・
古
民
家

な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法

人
越
谷
市
観
光
協
会
や
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関

東
と
の
連
携
強
化
を
は
か
り
、
花
火
大
会
や

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
相
模
調

節
池
や
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
水
辺
を

活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
市
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、

こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
や
越
谷
特
別
市

民
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
」
な
ど
を
活
用
し
た
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
郷
土
愛
の
醸
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
市
並
び

に
大
船
渡
市
、
東
松
島
市
お
よ
び
名
取
市
の

東
北
被
災
地
等
と
の
観
光
物
産
交
流
を
実
施

し
、
地
方
創
生
を
踏
ま
え
た
知
名
度
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
観

光
や
物
産
な
ど
の
地
域
の
魅
力
を
市
内
外
に

発
信
す
る
た
め
、
越
谷
市
物
産
展
示
場
と
観

光
・
物
産
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
特
産

品
や
伝
統
的
手
工
芸
品
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
東
武
鉄
道
高
架
下
の
越
谷
駅
東
口
に

観
光
物
産
拠
点
施
設
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
議
所
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
事

業
者
の
取
引
機
会
の
拡
大
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
内
産
業
の
活
性
化
お
よ
び

雇
用
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
既
存
工
業
団

地
の
拡
張
な
ど
新
た
な
産
業
用
地
の
創
出
に

向
け
た
流
通
・
工
業
系
土
地
利
用
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
米
を
は
じ
め
、
ね
ぎ
や
く
わ

い
、
市
場
需
要
の
高
い
ほ
う
れ
ん
草
や
小
松

菜
な
ど
、
良
質
な
農
産
物
が
数
多
く
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
型
農
業
経
営
者

育
成
支
援
事
業
の
研
修
修
了
生
な
ど
に
よ
る

い
ち
ご
観
光
農
園
や
、
ぶ
ど
う
や
梨
な
ど
季

節
の
果
物
が
収
穫
で
き
る
農
園
な
ど
、
観
光

農
業
へ
の
取
り
組
み
も
広
が
り
を
み
せ
て
お

り
ま
す
。
首
都
近
郊
に
あ
り
消
費
地
に
近
い

と
い
う
本
市
の
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
た

都
市
型
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
次
越

谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
身
近

な
消
費
者
で
あ
る
市
民
を
対
象
と
し
て
、
さ

ら
な
る
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
６
次

産
業
化
に
取
り
組
む
農
業
者
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
、
越
谷
商

工
会
議
所
お
よ
び
市
内
商
工
業
者
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
加
工
品
等
の
開
発
や
新
た

な
販
路
の
開
拓
、
産
地
の
形
成
や
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
収
益

性
が
高
く
安
定
的
な
農
業
経
営
の
実
現
の
た

め
に
、
周
年
的
に
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施

設
園
芸
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、

市
内
外
か
ら
の
集
客
が
あ
る
越
谷
い
ち
ご
タ

ウ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
農
業
と
観
光
事

業
の
連
携
を
は
か
り
、
地
域
全
体
の
農
業
活

性
化
に
向
け
た
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
を
営
め
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携

し
、
中
核
と
な
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用

集
積
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ

め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と
調
整
を

は
か
り
な
が
ら
、
現
況
を
把
握
し
計
画
的
に

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
伝
統
的
農
産
物
で
あ
る
、
ね
ぎ

の
栽
培
技
術
の
伝
承
や
生
産
規
模
の
拡
大
を

は
か
る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
備
し
、
本
市

に
お
い
て
良
質
な
農
産
物
の
生
産
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
、
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
等
の
早

期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職

相
談
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
相
談
業
務
、
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
や
県
、
埼
玉
と
う
ぶ
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
り
、

雇
用
対
策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
２８
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興

基
本
計
画
の
「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
」
と
い
う
基
本
理
念
の
下
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
効
果
的
な
配
置

と
司
書
教
諭
や
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
連
携
強
化
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
越
谷
生
物
多
様

性
子
ど
も
調
査
を
小
学
校
全
３０
校
に
お
い
て

実
施
す
る
と
と
も
に
、
環
境
教
育
資
料
「
し

ら
こ
ば
と
」
を
活
用
す
る
な
ど
、
環
境
問
題

を
意
識
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
伝
統
文
化
の
理
解
と
心
の
育

成
の
た
め
、
小
中
学
校
へ
地
域
の
郷
土
芸
能

等
に
関
す
る
指
導
者
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
け
る
英
語
の
教
科

化
を
見
据
え
た
教
職
員
の
指
導
力
向
上
と
児

童
生
徒
の
英
語
へ
の
興
味
・
関
心
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
等
を
学
校
へ
派
遣
し
、
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

相
談
員
に
よ
る
支
援
と
、
児
童
生
徒
の
自
立

や
学
校
生
活
へ
の
復
帰
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
の
適
切
な
設
置
と
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
増
員
お
よ
び
効
果
的
な
配

置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
・

快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
老
朽

化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
や
、
国
庫

補
助
金
を
活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、
大

規
模
地
震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等
の
非
構

造
部
材
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
な
ど
の
施
設
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
学
区
域
内
の
児
童

数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
川
柳
小
学
校

に
仮
設
教
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
多

様
な
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
豊
か
な
人
間

性
と
確
か
な
指
導
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
研
修
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
公
民
館
に
お
け

る
各
種
学
級
・
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
学

習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
や
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習

リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開

催
し
、
人
材
育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

科
学
に
対
す
る
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
世
代
の
人
が
そ
の

楽
し
さ
や
面
白
さ
を
再
認
識
で
き
る
よ
う
、

年
代
に
応
じ
た
実
験
や
工
作
な
ど
の
体
験
事

業
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
機
能
を
強

化
し
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
し
、

資
料
管
理
の
充
実
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
団

体
等
と
の
連
携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
い
て
新
た
に

「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
連
れ
で
も
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
始
め
ら

れ
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
臨
時
保
育

室
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
福

祉
施
設
へ
の
出
張
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

よ
り
一
層
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
４
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
適
正
な
進

行
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
向

け
た
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
越
谷
市
総
合

戦
略
に
掲
げ
る
「
農
業
・
工
業
・
商
業
の
均

衡
の
と
れ
た
、
職
住
近
接
の
ま
ち
を
つ
く

る
」
、「
越
谷
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
人

を
呼
び
込
む
」
、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
、「
安
全
、

安
心
、
快
適
に
住
め
る
地
域
を
つ
く
る
」
と

い
う
４
つ
の
基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

必
要
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
、「
安
心
度
埼
玉
№
１
の

越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」
の
２
つ

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、「
行
政

は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と

共
有
し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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大
綱
３
「
自
然
と
調
和
し
質
の
高

い
都
市
機
能
を
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
」に
つ
い
て

大
綱
４
「
人
や
環
境
に
や
さ
し
く

安
全・安
心
な
生
活
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て

大
綱
５
「
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
育
む
持
続
的
で
躍
動
す
る
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て



　

平
成
２８
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
２７
年
４
月
に
中
核
市
と
し

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
保
健
所
の
設

置
を
は
じ
め
、
移
譲
を
受
け
た
約
２
０
０
０

項
目
の
事
務
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
２８
年
度
は
、
中

核
市
・
越
谷
が
誕
生
し
て
２
年
目
と
な
り
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
、
一
層
の
責

任
と
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
新
興
国
な
ど
の
景
気
が
下

振
れ
し
、
わ
が
国
の
景
気
が
下
押
し
さ
れ
る

リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
２８
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
４
％
増
の
９６
兆
７
２
１
８
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
０
・
８
％
増
の
５７
兆
８
２
８
６
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税

や
固
定
資
産
税
で
若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
法
人

市
民
税
が
減
収
と
な
る
な
ど
、
歳
入
の
確
保

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２８
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
２８
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
の
着
実
な
推
進
と
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・

コ
ス
ト
意
識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２８
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
１
・
７
％
減
の
８
８
４
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
０
・
６

％
減
の
１
７
１
７
億
９
０
０
万
円
で
編
成
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
大
綱
に

沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、

地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
民
参
加
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
を
一
層
促

進
す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
を
は
か
り
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や

す
い
市
政
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を

重
視
し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す

る
た
め
、「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で

あ
る
自
治
会
の
健
全
な
育
成
と
円
滑
な
運
営
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
地
域
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
支
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て

は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、
質
の
高
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
・
運
営
を
は
か
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人

権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら

し
さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

越
谷
市
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
支
援
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
認
め

合
い
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
や
行

政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
今
後
も
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
第
４
次
越
谷
市
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
わ
せ
、
今
後
の
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応

し
う
る
組
織
体
制
と
な
る
よ
う
、
政
策
推
進

部
門
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
部
門
な
ど
に
お

い
て
、
機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

外
部
監
査
制
度
に
よ
る
行
政
運
営
の
さ
ら
な

る
適
正
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
情
報
化
推
進

計
画
の
第
４
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
内
部
事
務
の

効
率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
な
ど
、
新
た
な
制
度
へ
の

対
応
を
行
う
ほ
か
、
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お

け
る
業
務
継
続
計
画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し

た
情
報
化
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

統
計
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
を
基

準
日
と
す
る
経
済
セ
ン
サ
ス
|
活
動
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
統

計
結
果
は
多
方
面
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら

国
お
よ
び
県
と
連
携
を
と
り
正
確
な
統
計
調

査
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
務
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
に
着

手
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支

え
る
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
異
動
届
等
の
受
付
お
よ
び
証
明
書
の

発
行
業
務
に
つ
い
て
は
、
窓
口
の
混
雑
緩
和

や
待
ち
時
間
の
短
縮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
か
か
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
と
も
に
、

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導
入
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
収
納
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税
以
外
の
市

債
権
は
、
債
権
管
理
の
一
層
の
適
正
化
を
は

か
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す

る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産

の
売
却
や
貸
付
等
の
運
用
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
が
全

国
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
に
わ
た

り
公
共
施
設
等
の
適
正
な
維
持
・
管
理
を
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
示
し
た
方
策
を
よ
り
具
体
化

す
る
た
め
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
等
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
や

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
健
康
危
機
に
備

え
、
保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と

も
に
医
療
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療
体

制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
等
を
確

保
す
る
た
め
、
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医
療
に

つ
い
て
は
、
夜
間
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療

の
確
保
の
た
め
、
夜
間
急
患
診
療
所
を
運
営

す
る
と
と
も
に
、
東
部
南
地
区
第
二
次
救
急

医
療
圏
内
の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・
協
力

し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を
は
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
な
ど
地
域

保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
は
か
る
た
め
、
新

た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
基
本

設
計
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
増
大
す
る
医
療
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
医
療
機
能
の
分
化
と
地
域
連
携
を

進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
立
病
院
に
つ
い

て
は
、
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
病
棟
の
診
療
科
の
編
成
等
を
見

直
す
と
と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
間

で
相
互
紹
介
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
連
携
を

一
層
強
化
し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ
き
、

各
種
健
康
教
室
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
正

し
い
知
識
の
普
及
を
は
か
り
、
市
民
・
関
係

団
体
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
保

健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
対

策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
越
谷
市
独
自
で

実
施
す
る
前
立
腺
が
ん
検
診
お
よ
び
口
腔
が

ん
検
診
を
含
む
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
出
産
し
、
育
て
ら

れ
る
よ
う
、
妊
娠
中
か
ら
の
継
続
し
た
支
援

を
行
う
た
め
、
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康

診
査
、
相
談
事
業
や
家
庭
訪
問
、
産
後
支
援

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
お
よ
び
重
症

化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事
業
を
適

切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
健

康
を
守
る
た
め
、
医
療
機
関
等
の
検
査
指
導

を
行
う
な
ど
、
保
健
衛
生
水
準
の
確
保
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
、
結
核
患
者
へ
の
適
正
な

医
療
提
供
を
行
い
、
感
染
症
の
発
生
予
防
や

感
染
症
発
生
時
の
感
染
拡
大
防
止
を
は
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
自
殺
対
策
や
精
神
保
健
相

談
、
知
識
の
普
及
・
啓
発
な
ど
の
精
神
保
健

支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
食
品
・
環

境
衛
生
関
係
施
設
、
医
薬
品
等
の
流
通
お
よ

び
薬
局
の
許
認
可
・
監
視
指
導
を
行
っ
て
い

く
ほ
か
、
食
肉
の
衛
生
検
査
、
狂
犬
病
の
予

防
お
よ
び
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
の
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

衛
生
検
査
業
務
に
つ
い
て
は
、
食
の
安

心
・
安
全
を
目
指
し
、
市
場
等
で
流
通
す
る

食
品
が
規
格
基
準
に
適
合
す
る
か
の
試
験
検

査
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
食
中
毒
や

感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
迅
速
か
つ
正

確
な
検
査
体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
基
づ
い
た
支

援
策
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
子
育
て
支
援
施
策

を
進
め
て
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
環

境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
総
合

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、

遊
び
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心

を
高
め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
よ
り
、
子
ど
も
の
成
長
や
、
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
測
量
業
務
等
の
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児

保
育
に
つ
い
て
は
、
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
を
対
象
と
し
、
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
地

域
型
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法

人
等
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
保
育
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
病
児
保
育
事
業
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
な
ど
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
に
伴
う
対
象
年
齢
の
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
、
東
武
鉄
道
高
架
下
に
越

ヶ
谷
学
童
保
育
室
の
整
備
を
行
う
な
ど
、
待

機
児
童
の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保

育
の
質
の
向
上
を
は
か
り
、
保
護
者
の
就
労

支
援
と
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、

児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
正
な
支
給
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行
い
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
就
学

前
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
や
健
康
状
態
に

応
じ
た
療
育
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
構
成
機
関
お
よ
び
児
童
相

談
所
と
の
連
携
を
は
か
り
、
子
ど
も
の
安
全

を
最
優
先
に
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
お
よ
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会
的
自

立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
就
労
支
援
事
業

お
よ
び
地
域
適
応
支
援
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
・
啓
発
、
個
別
相

談
お
よ
び
手
続
き
支
援
や
、
市
民
後
見
人
の

候
補
者
養
成
・
活
動
支
援
な
ど
越
谷
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
を
は
か
り
「
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」
の
機
能
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に

伴
い
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
促
進
し
、
障

が
い
者
差
別
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
尊

厳
の
保
持
と
自
立
生
活
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、
可
能
な
限
り
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
で
あ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
在
宅
医
療
と

介
護
の
連
携
推
進
や
認
知
症
施
策
な
ど
、
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
市
内
４
カ

所
目
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
の
き
荘
」

を
平
成
２７
年
１２
月
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
高
齢
者
の
憩
い
の
場
「
ふ
ら
っ
と
」

と
と
も
に
、
地
域
の
高
齢
者
が
健
康
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
生
き
が
い
対
策
事
業
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
認

定
事
務
や
保
険
給
付
事
務
の
推
進
、
保
険
料

の
適
正
な
賦
課
徴
収
に
努
め
る
と
と
も
に
、

平
成
２８
年
度
も
予
定
さ
れ
る
制
度
改
正
に
つ

い
て
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
基
盤
整
備
と
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
２
施
設
の
新
規
開
設
を
支
援
す
る
ほ
か
、

第
６
期
越
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
の
進
捗
管
理
に
加
え
、
第

７
期
計
画
の
策
定
に
向
け
た
基
礎
調
査
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
要
支
援
１
・

２
の
方
に
お
け
る
訪
問
介
護
お
よ
び
通
所
介

護
に
つ
い
て
、
平
成
２８
年
３
月
か
ら
地
域
支

援
事
業
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
移
行
を

円
滑
に
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
高
齢
者

を
地
域
で
支
え
あ
う
新
た
な
仕
組
み
の
構
築

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
や
事
業
所
、
自
宅
に
お
い
て

利
用
者
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
福
祉
法
人
や
指
定
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
等
へ
の
指
導
監
査
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
不
透
明
な
経

済
・
雇
用
情
勢
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も

受
給
者
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
を
支
え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し

て
、
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
の
方
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
充
実
を
は
か

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」

に
つ
い
て
は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来

に
わ
た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医
療
を
安
心

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健

全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
収
納
率
の
向
上

お
よ
び
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
支
え
る
地
域
医
療
保
険
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

疾
病
予
防
対
策
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
新

た
に
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
対
策
事
業

を
実
施
し
、
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
、
さ
ら
な
る
被
保
険
者

の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越

谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
の

創
出
に
向
け
、
都
市
施
設
の
整
備
や
活
気
あ

る
市
街
地
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま
ち
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
自
然
に
配

慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
お
よ
び
市
が

相
互
の
役
割
に
基
づ
く
責
任
と
信
頼
の
下
、

だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
七
左

第
一
地
区
の
換
地
処
分
お
よ
び
東
越
谷
地
区

の
早
期
事
業
完
了
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
西
大
袋
地
区
の
事
業
進
捗
を
は
か
り
、

都
市
基
盤
の
整
備
と
健
全
な
市
街
地
の
形
成

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
越
谷
市
景
観
計
画
お
よ
び
越
谷
市

景
観
条
例
並
び
に
越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例

の
適
切
な
運
用
を
は
か
り
、
越
谷
ら
し
い
景

観
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
を
行
い
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
で
は
、
越
谷
吉
川
線
お
よ

び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
と

と
も
に
、
災
害
時
の
防
災
機
能
を
備
え
る
な

ど
、
多
面
的
要
素
を
持
つ
道
の
駅
の
整
備
に

つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
に
係
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
お
よ
び
電
力
量
の
節
減
の
た
め
、

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大

な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行

を
確
保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か

る
橋
梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
・
公
共
交

通
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
利
便
性
が

高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
計
画

を
進
め
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
増
林
公
園

や
地
域
に
身
近
な
公
園
お
よ
び
綾
瀬
川
緑
道

や
八
条
用
水
緑
道
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全

で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
公
園
等
の
維
持
管
理

を
進
め
る
た
め
、
自
治
会
や
市
民
団
体
な
ど

と
連
携
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
９
月

の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
伴
う
甚
大
な
浸
水
被

害
を
受
け
て
、
中
川
や
新
方
川
の
河
川
改
修

を
進
め
て
い
る
国
・
県
に
対
し
、
さ
ら
な
る

事
業
の
推
進
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
河

川
事
業
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
都
市
下
水

路
や
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ポ
ン
プ
施

設
等
の
適
切
な
維
持
管
理
や
水
防
体
制
の
強

化
に
取
り
組
み
、
総
合
的
な
治
水
対
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
お
よ
び
総
合
地
震
対
策
を
進
め
、

適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

水
洗
化
率
の
向
上
を
は
か
り
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
耐
震

化
促
進
の
た
め
、
民
間
の
木
造
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
の
活
用
を
促
進
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
相
談
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
周
知
に

努
め
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
国
際
的
な
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
が
新
た
に
定
め
ら
れ
、

温
暖
化
対
策
の
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
・
事
業
者
と
の
協

働
に
よ
り
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
費
補
助
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
大
気
や
水
質
、
放
射
線
等
の
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

コ
シ
ガ
ヤ
ホ
シ
ク
サ
や
シ
ラ
コ
バ
ト
の
保
護

増
殖
を
は
じ
め
と
し
た
生
物
多
様
性
の
保

全
・
向
上
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
一

般
廃
棄
物
の
安
全
か
つ
安
定
的
な
収
集
お
よ

び
処
理
を
行
う
と
と
も
に
、
使
用
済
小
型
家

電
の
回
収
の
促
進
な
ど
、
市
民
や
事
業
者
と

協
働
し
て
分
別
の
徹
底
を
は
か
り
、
ご
み
の

減
量
と
資
源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
自
治
会
清
掃
な
ど
地
域
に
お
け
る
美
化

活
動
へ
の
支
援
を
充
実
し
、
環
境
美
化
意
識

の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
の
快
適

な
生
活
環
境
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃

棄
物
の
排
出
抑
制
や
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
許
可
、
立

入
検
査
や
報
告
徴
収
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

事
業
者
へ
の
適
正
処
理
講
習
会
の
開
催
等
を

通
じ
て
、
指
導
・
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
な
ど
の
不
適
正
処
理

事
案
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
よ

り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
公
衆

衛
生
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
防

災
計
画
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
計
画
に
基
づ

き
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」
を
柱
と

し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
等
を
活
用
し
た
情
報
収
集
伝
達
体
制
の

強
化
や
、
女
性
・
要
配
慮
者
等
に
も
配
慮
し

た
防
災
備
蓄
の
充
実
な
ど
、
防
災
拠
点
機
能

の
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
制
度
や
帰
宅
困
難
者
対
策
の

推
進
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備
・
人
材
の
育

成
強
化
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主

防
犯
活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識

の
高
揚
を
は
か
る
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
り

犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
管
理
不
全
な
空
き
家
等
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
お
よ
び
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
適
切
な
実
施
を
は

か
る
た
め
取
り
組
み
の
具
体
化
を
進
め
、
生

活
環
境
の
保
全
お
よ
び
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
や

高
齢
者
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
を
は
か
る
た

め
、
交
通
指
導
員
に
よ
る
安
全
指
導
や
安
全

確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
警
察
署
や
交

通
安
全
団
体
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
自
転

車
利
用
者
等
へ
の
安
全
利
用
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
相
談
や
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
相
談
員
や
消

費
生
活
相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者

の
自
立
や
実
践
的
な
能
力
を
育
む
た
め
、
関

係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
消
費
者
教
育
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪

質
商
法
な
ど
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は

か
る
た
め
、
消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な

ど
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
を
予
防
す
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防

災
機
器
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

予
防
査
察
に
よ
る
防
火
管
理
体
制
の
充
実
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
体
制

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
消
防
活
動
の
拠
点
で

あ
る
谷
中
分
署
建
設
工
事
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
１
９
番
通
報
を
受
理

し
、
出
動
指
令
す
る
た
め
の
消
防
緊
急
情
報

シ
ス
テ
ム
や
高
規
格
救
急
自
動
車
な
ど
を
更

新
す
る
と
と
も
に
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
に
備
え
、
耐
震
性
貯
水
槽
を
設
置
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普
及
・
啓
発

に
努
め
、
公
共
施
設
に
設
置
し
た
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
が
有
効
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
強

化
を
は
か
る
た
め
、
器
具
置
場
の
建
て
替
え

や
、
装
備
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
は
、
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
、
活
力
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
地
域

社
会
づ
く
り
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
健
全
な
発
展
と
経
営
の
安
定

を
は
か
る
た
め
、
制
度
融
資
に
か
か
る
利
子

助
成
の
限
度
額
引
き
上
げ
を
継
続
し
、
利
用

者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
す
越
谷
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

市
内
金
融
機
関
、
専
門
家
等
と
の
連
携
強
化

を
は
か
り
、
企
業
訪
問
等
に
よ
る
市
内
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
課
題
の
解
決

や
競
争
力
強
化
、
創
業
の
促
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
し
が
や

産
業
フ
ェ
ス
タ
や
創
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開

催
し
、
既
存
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な
産
業

の
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
の
活
性

化
を
は
か
る
た
め
、
各
商
店
会
が
実
施
す
る

販
売
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

や
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
議
所
が
商
店
会
等

と
連
携
し
て
実
施
す
る
地
域
商
業
の
活
性
化

を
目
的
と
し
た
商
店
街
回
遊
イ
ベ
ン
ト
や
研

修
等
の
各
種
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り

な
が
ら
、
宿
場
ま
つ
り
や
ま
る
な
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、
蔵
・
古
民
家

な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法

人
越
谷
市
観
光
協
会
や
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関

東
と
の
連
携
強
化
を
は
か
り
、
花
火
大
会
や

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
相
模
調

節
池
や
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
水
辺
を

活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
市
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、

こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
や
越
谷
特
別
市

民
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
」
な
ど
を
活
用
し
た
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
郷
土
愛
の
醸
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
市
並
び

に
大
船
渡
市
、
東
松
島
市
お
よ
び
名
取
市
の

東
北
被
災
地
等
と
の
観
光
物
産
交
流
を
実
施

し
、
地
方
創
生
を
踏
ま
え
た
知
名
度
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
観

光
や
物
産
な
ど
の
地
域
の
魅
力
を
市
内
外
に

発
信
す
る
た
め
、
越
谷
市
物
産
展
示
場
と
観

光
・
物
産
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
特
産

品
や
伝
統
的
手
工
芸
品
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
東
武
鉄
道
高
架
下
の
越
谷
駅
東
口
に

観
光
物
産
拠
点
施
設
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
議
所
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
事

業
者
の
取
引
機
会
の
拡
大
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
内
産
業
の
活
性
化
お
よ
び

雇
用
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
既
存
工
業
団

地
の
拡
張
な
ど
新
た
な
産
業
用
地
の
創
出
に

向
け
た
流
通
・
工
業
系
土
地
利
用
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
米
を
は
じ
め
、
ね
ぎ
や
く
わ

い
、
市
場
需
要
の
高
い
ほ
う
れ
ん
草
や
小
松

菜
な
ど
、
良
質
な
農
産
物
が
数
多
く
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
型
農
業
経
営
者

育
成
支
援
事
業
の
研
修
修
了
生
な
ど
に
よ
る

い
ち
ご
観
光
農
園
や
、
ぶ
ど
う
や
梨
な
ど
季

節
の
果
物
が
収
穫
で
き
る
農
園
な
ど
、
観
光

農
業
へ
の
取
り
組
み
も
広
が
り
を
み
せ
て
お

り
ま
す
。
首
都
近
郊
に
あ
り
消
費
地
に
近
い

と
い
う
本
市
の
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
た

都
市
型
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
次
越

谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
身
近

な
消
費
者
で
あ
る
市
民
を
対
象
と
し
て
、
さ

ら
な
る
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
６
次

産
業
化
に
取
り
組
む
農
業
者
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
、
越
谷
商

工
会
議
所
お
よ
び
市
内
商
工
業
者
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
加
工
品
等
の
開
発
や
新
た

な
販
路
の
開
拓
、
産
地
の
形
成
や
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
収
益

性
が
高
く
安
定
的
な
農
業
経
営
の
実
現
の
た

め
に
、
周
年
的
に
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施

設
園
芸
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、

市
内
外
か
ら
の
集
客
が
あ
る
越
谷
い
ち
ご
タ

ウ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
農
業
と
観
光
事

業
の
連
携
を
は
か
り
、
地
域
全
体
の
農
業
活

性
化
に
向
け
た
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
を
営
め
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携

し
、
中
核
と
な
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用

集
積
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ

め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と
調
整
を

は
か
り
な
が
ら
、
現
況
を
把
握
し
計
画
的
に

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
伝
統
的
農
産
物
で
あ
る
、
ね
ぎ

の
栽
培
技
術
の
伝
承
や
生
産
規
模
の
拡
大
を

は
か
る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
備
し
、
本
市

に
お
い
て
良
質
な
農
産
物
の
生
産
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
、
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
等
の
早

期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職

相
談
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
相
談
業
務
、
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
や
県
、
埼
玉
と
う
ぶ
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
り
、

雇
用
対
策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
２８
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興

基
本
計
画
の
「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
」
と
い
う
基
本
理
念
の
下
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
効
果
的
な
配
置

と
司
書
教
諭
や
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
連
携
強
化
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
越
谷
生
物
多
様

性
子
ど
も
調
査
を
小
学
校
全
３０
校
に
お
い
て

実
施
す
る
と
と
も
に
、
環
境
教
育
資
料
「
し

ら
こ
ば
と
」
を
活
用
す
る
な
ど
、
環
境
問
題

を
意
識
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
伝
統
文
化
の
理
解
と
心
の
育

成
の
た
め
、
小
中
学
校
へ
地
域
の
郷
土
芸
能

等
に
関
す
る
指
導
者
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
け
る
英
語
の
教
科

化
を
見
据
え
た
教
職
員
の
指
導
力
向
上
と
児

童
生
徒
の
英
語
へ
の
興
味
・
関
心
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
等
を
学
校
へ
派
遣
し
、
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

相
談
員
に
よ
る
支
援
と
、
児
童
生
徒
の
自
立

や
学
校
生
活
へ
の
復
帰
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
の
適
切
な
設
置
と
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
増
員
お
よ
び
効
果
的
な
配

置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
・

快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
老
朽

化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
や
、
国
庫

補
助
金
を
活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、
大

規
模
地
震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等
の
非
構

造
部
材
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
な
ど
の
施
設
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
学
区
域
内
の
児
童

数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
川
柳
小
学
校

に
仮
設
教
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
多

様
な
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
豊
か
な
人
間

性
と
確
か
な
指
導
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
研
修
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
公
民
館
に
お
け

る
各
種
学
級
・
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
学

習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
や
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習

リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開

催
し
、
人
材
育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

科
学
に
対
す
る
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
世
代
の
人
が
そ
の

楽
し
さ
や
面
白
さ
を
再
認
識
で
き
る
よ
う
、

年
代
に
応
じ
た
実
験
や
工
作
な
ど
の
体
験
事

業
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
機
能
を
強

化
し
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
し
、

資
料
管
理
の
充
実
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
団

体
等
と
の
連
携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
い
て
新
た
に

「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
連
れ
で
も
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
始
め
ら

れ
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
臨
時
保
育

室
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
福

祉
施
設
へ
の
出
張
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

よ
り
一
層
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
４
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
適
正
な
進

行
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
向

け
た
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
越
谷
市
総
合

戦
略
に
掲
げ
る
「
農
業
・
工
業
・
商
業
の
均

衡
の
と
れ
た
、
職
住
近
接
の
ま
ち
を
つ
く

る
」
、「
越
谷
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
人

を
呼
び
込
む
」
、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
、「
安
全
、

安
心
、
快
適
に
住
め
る
地
域
を
つ
く
る
」
と

い
う
４
つ
の
基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

必
要
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
、「
安
心
度
埼
玉
№
１
の

越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」
の
２
つ

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、「
行
政

は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と

共
有
し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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昨
年
１２
月
、
越
谷
市
民
で
あ
る
梶
田
隆
章

さ
ん
が
、
素
粒
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
質
量
が

あ
る
こ
と
を
示
す
「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
」

と
い
う
現
象
の
発
見
に
よ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
て
の
コ
メ
ン
ト
の
中
で
、

「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
強
い
心

と
、
家
族
や
恩
師
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
仲
間

な
ど
の
支
え
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
自
分
の
夢

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
旨
の

お
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

人
生
に
お
い
て
、
失
敗
や
困
難
に
く
じ
け

ず
、
夢
や
希
望
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
、
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
梶
田
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
夢
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
自
ら
の
地
道
な
努
力
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
周
り
の
人
た
ち
が
支
え
、
力

を
出
し
あ
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
、
梶
田
さ
ん
の
よ
う
に
夢

に
向
か
っ
て
努
力
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
教

育
委
員
会
と
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
つ
に

な
っ
て
社
会
全
体
で
見
守
り
、
育
て
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
う
し
た
視
点
も
踏
ま
え
て
、
本
市
で
は
、

平
成
２８
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
２
期

越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
お
き
ま
し

て
も
、
今
後
の
教
育
行
政
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
だ
れ
も
が
夢
に
向
か
っ
て
輝
い
て
い
け

る
よ
う
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
柱
に
、
教
育

施
策
の
一
層
の
充
実
と
効
果
的
な
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
第
２
期
越
谷
市
教
育

振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要

な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
で
は
、
日
々
変
化

す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
学
び
、
考
え
、

問
題
解
決
で
き
る
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

道
徳
心
や
郷
土
愛
、
思
い
や
り
と
い
っ
た
豊

か
な
心
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
、「
確
か
な
学
力
」
や
「
健
康
な
心
と

体
」
の
育
成
と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が

ら
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
生

き
る
力
を
育
み
、
夢
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く

学
ぶ
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
学
力
の
向
上
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
育
成
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
魅
力
あ
る
授
業

を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
電
子
黒
板

や
パ
ソ
コ
ン
等
を
効
果
的
に
活
用
し
て
自
ら

の
考
え
を
発
表
す
る
機
会
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に

つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
等
を
正
し
く
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

教
職
員
研
修
の
充
実
と
と
も
に
、
授
業
で
の

指
導
を
は
じ
め
、
生
徒
自
身
の
手
に
よ
る
主

体
的
な
市
内
共
通
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
家

庭
・
地
域
を
対
象
と
し
た
啓
発
活
動
を
、
引

き
続
き
、
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
を
市
内
全
小
中
学

校
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
司
書
教
諭
や
学

校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
強

化
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
力
の
向

上
・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
・
自
己
肯
定
感

の
高
揚
を
ね
ら
い
と
し
、
９
年
間
を
見
通
し

た
連
続
性
の
あ
る
系
統
的
な
指
導
を
行
う
た

め
、
市
内
全
校
に
つ
い
て
各
中
学
校
区
を
単

位
に
、
５
年
間
に
わ
た
り
毎
年
、
研
究
指

定
・
研
究
委
嘱
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今

年
度
は
そ
の
２
年
目
と
し
て
、
各
校
の
研

究
・
実
践
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

各
種
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
活
用
し
、

指
導
内
容
お
よ
び
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
越
谷
生
物
多
様

性
子
ど
も
調
査
を
小
学
校
全
３０
校
に
お
い
て
、

引
き
続
き
、
実
施
す
る
と
と
も
に
、
環
境
教

育
資
料
「
し
ら
こ
ば
と
」
を
積
極
的
に
活
用

す
る
な
ど
、
環
境
問
題
を
意
識
し
た
教
育
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
文
化

を
理
解
し
大
切
に
す
る
心
を
育
成
す
る
た
め
、

小
中
学
校
へ
地
域
の
郷
土
芸
能
等
に
関
す
る

指
導
者
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
に
お
け
る
英
語
の
教
科
化
を
見
据
え
、

新
た
に
小
学
校
教
職
員
の
指
導
力
向
上
を
目

的
と
し
た
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
児
童

生
徒
の
英
語
へ
の
興
味
・
関
心
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
動
し
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
市
内
各
小
中
学
校
に
お
け
る

防
災
学
習
や
防
災
訓
練
の
実
施
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
全
小
中
学
校
が
防
災
教
育
に
一

体
と
な
り
、「（
仮
称
）
学
校
防
災
の
日
」
の

制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
暴
風
雨
、
大
雪
な
ど
の
自
然
事
象

に
よ
り
登
下
校
時
の
児
童
生
徒
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、

市
内
一
斉
対
応
、
ま
た
は
学
校
ご
と
の
判
断

に
よ
る
対
応
に
つ
い
て
、
そ
の
判
断
基
準
や

連
絡
体
制
、
周
知
方
法
を
見
直
す
な
ど
、
改

善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
豊

か
な
心
を
育
み
、
実
践
を
通
し
て
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
農
業
体
験
活
動
な
ど
各
学
校

や
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
体
験
活
動
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
や

不
登
校
の
未
然
防
止
の
た
め
、「
越
谷
市
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
踏
ま
え
、
各
学
校

の
「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
の
見
直
し
を

は
か
り
、
積
極
的
な
生
徒
指
導
の
推
進
に
よ

り
、
引
き
続
き
、
き
め
細
か
な
生
徒
指
導
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
各
学
校
の
連

携
の
も
と
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
や
学
び
総
合
指
導
員
を
学
校
へ
派
遣
す
る

な
ど
、
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相

談
員
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
適
応
指
導
教
室

「
お
あ
し
す
」
に
お
け
る
学
び
総
合
指
導
員

の
活
動
な
ど
、
児
童
生
徒
の
自
立
や
学
校
生

活
へ
の
復
帰
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
に
関
す
る
知
的
理
解
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
大
切
さ
と
と
も
に
他
の
大
切
さ
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
児
童
生
徒
の

発
達
段
階
に
応
じ
た
豊
か
な
人
権
感
覚
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
健

康
課
題
の
解
決
に
向
け
、
学
校
に
お
け
る
健

康
診
断
の
実
施
の
ほ
か
、
学
校
歯
科
医
等
と

連
携
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
学
校

保
健
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
現
代
的
な
健
康
課
題
で
あ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
用
の

「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
食
生
活

に
不
足
し
が
ち
な
「
野
菜
」
を
食
育
の
テ
ー

マ
と
し
、
献
立
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、
野
菜
の
旬
や
そ
の
栄
養
の
大
切
さ

を
教
え
る
こ
と
で
児
童
生
徒
の
理
解
を
深
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
あ
わ
せ
、「
世
界
の
料

理
」
を
献
立
に
取
り
入
れ
、
児
童
生
徒
の
外

国
の
食
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
対
応
食
や
特
定
原
材
料

で
あ
る
卵
、
乳
、
小
麦
な
ど
７
品
目
を
除
い

た
給
食
の
提
供
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
個
別

指
導
お
よ
び
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
引

き
続
き
、
事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
２８
年
度
は
、
朝
食
の
欠
食
状
況

や
食
事
の
内
容
な
ど
、
児
童
生
徒
の
食
生
活

の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、「
食
事
に
関
す

る
調
査
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学
費
用

の
一
部
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
高
校
・
大

学
等
の
入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
保
護
者

に
入
学
準
備
金
の
貸
付
を
行
い
、
教
育
を
受

け
る
機
会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、

幼
稚
園
へ
の
就
園
を
奨
励
す
る
た
め
、
幼
稚

園
の
設
置
者
が
保
育
料
等
を
減
免
す
る
措
置

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
幼
保
小
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
幼
児

期
の
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
学

び
の
接
続
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、
教
職
員
・

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
を
対
象
と
し
た
研
修

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
を
適
切
に
設
置
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効
果

的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

個
別
的
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し

全
教
職
員
が
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
専
門
家
に
よ
る
発
達
支
援
訪
問
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
で
快
適
な
学
校
環
境
の
整
備
・
充
実

に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
り
、

安
心
で
き
る
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
や
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、

大
規
模
地
震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等
の
非

構
造
部
材
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
学
習
環
境
を
整
え
る

た
め
、
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
整
備

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

な
ど
の
施
設
改
修
工
事
を
、
引
き
続
き
、
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
学
区
域

内
の
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
川

柳
小
学
校
に
仮
設
教
室
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
多
忙
化
す
る
教
職
員
の
校
務
を
軽
減
し
、

教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
学
校
系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
多

様
な
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
豊
か
な
人
間

性
と
確
か
な
指
導
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
研
修
方
法
の
工
夫
・
改
善
を
行
い
、
研

修
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

を
推
進
す
る
た
め
、
登
下
校
の
見
守
り
活
動

を
は
じ
め
、
学
習
活
動
や
学
校
図
書
館
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
環
境
整
備
や
安
全
・
安
心

の
確
保
な
ど
、
全
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
学
校
応
援
団
の
活
動
が
一
層
充
実
す
る

よ
う
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
環
境
や
個
人
の
価
値
観
の
変

化
に
伴
い
、
自
由
時
間
の
有
意
義
な
活
用
や

生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
の
生
涯
学

習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
や
関
心

に
応
じ
た
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
機
会
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
習
活
動
を
通
し
て

身
に
付
け
た
知
識
や
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど

を
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
循
環
型
生
涯
学
習

社
会
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

生
涯
学
習
推
進
体
制
に
つ
い
て
は
、
多
様
化

す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、

一
人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、

市
民
と
の
協
働
や
関
係
機
関
と
の
相
互
の
連

携
・
協
力
体
制
に
よ
り
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
こ
し
が
や
市
民
大
学
を
企
画
・

運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
公

民
館
に
お
け
る
各
種
学
級
・
講
座
を
開
催
す

る
な
ど
、
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
や

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
開
催
し
、
人
材
育
成
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
人
権
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会
や
講
座

等
を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て

は
、
人
や
自
然
を
思
い
や
る
健
や
か
で
心
豊

か
な
青
少
年
を
育
む
た
め
、
学
校
行
事
に
お

け
る
自
然
体
験
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
く
な
ど
、
施
設
の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

科
学
に
対
す
る
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
世
代
の
人
が
そ
の

楽
し
さ
や
面
白
さ
を
再
確
認
で
き
る
よ
う
、

中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と
し
た
科
学

探
検
教
室
を
新
た
に
加
え
、
年
代
に
応
じ
た

実
験
や
工
作
な
ど
の
体
験
事
業
を
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
得
意
分

野
を
持
つ
サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
特
色
あ
る
講
座
や
教
室
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り
に
囲
ま
れ

た
本
館
を
中
心
に
、
駅
近
く
に
立
地
し
利
便

性
の
高
い
３
つ
の
図
書
室
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
一
体
的
・
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
、
機
能
を
強
化

し
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
し
、

資
料
管
理
の
充
実
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２６

年
９
月
に
移
設
・
拡
充
し
た
南
部
図
書
室
は
、

多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
、
学
習
や
子
育
て

の
支
援
に
も
貢
献
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市

の
南
部
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と

し
て
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
蔵
書
の
充
実
や
「
こ
ど
も
図
書

室
」
の
利
用
推
進
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
校
や
市
民
団
体
等
と
の
連

携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、
す
べ
て
の
学
童

保
育
室
へ
の
移
動
図
書
館
の
巡
回
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に

お
い
て
新
た
に
「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
開
館
か
ら
３０
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
本
館
に
つ
い
て
は
、
施

設
・
設
備
の
計
画
的
な
改
修
に
努
め
、
長
寿

命
化
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
日
頃
の

活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る
機
会
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
越
谷
市
民
文
化
祭
お
よ
び
越

谷
市
美
術
展
覧
会
の
開
催
や
、
文
化
総
合
誌

「
川
の
あ
る
ま
ち
」
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
大
ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
を
更
新
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
伝
統

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
に
対
す
る
愛

着
や
誇
り
を
育
む
た
め
、
こ
し
が
や
薪
能
や

こ
し
が
や
能
楽
体
験
教
室
を
開
催
し
、
伝
統

文
化
鑑
賞
の
機
会
や
体
験
の
場
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
芸
能
を
後
世
に

継
承
す
る
た
め
、
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭
や
郷

土
芸
能
体
験
教
室
を
開
催
し
、
発
表
と
体
験

の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
昔

の
生
活
様
式
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
歴
史
資
料
と
し
て
後
世
に
継
承
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
大
道
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

行
い
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
・
歴
史
学
習
や
学
校

教
育
等
に
お
け
る
郷
土
学
習
の
場
と
し
て
、

大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
お
よ
び
旧
東
方
村

中
村
家
住
宅
を
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
４
年
後
に
控
え
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
は
さ
ら
な
る
高

ま
り
を
み
せ
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
市
民
が

自
分
ら
し
く
、
健
康
で
、
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一
層
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で

す
が
、
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
連
れ
で
も
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
始

め
ら
れ
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
臨
時

保
育
室
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
、
無
理
な
く
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
教
室
や
福
祉
施
設
へ
の
出
前
講
座
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ク
制
度
の
周
知
に
努
め
、
登
録
者
数
の
拡

大
を
は
か
る
と
と
も
に
、
各
種
大
会
や
イ
ベ

ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
お
け
る
登
録
者

の
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快
適
に
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し

め
る
よ
う
、
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
や
計

画
的
な
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
利
用

に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実
や
手
続
き
の
簡

素
化
を
は
か
り
、
体
育
施
設
利
用
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全

国
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
や
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
練

習
会
場
と
し
て
の
招
致
な
ど
、
幅
広
い
活
用

の
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２８
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
教
育
改
革
を
推

進
す
る
「
教
育
再
生
実
行
会
議
」
の
第
七
次

提
言
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
る
人
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力

と
し
て
、
未
知
の
課
題
に
挑
み
、
解
決
策
を

生
み
出
す
た
め
に
は
、
既
存
の
概
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
創
造
的
な
発
想
力
や
企
画
力
、
直

観
力
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
身
に
付
け
る
た
め
に

は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
か
ら
離
れ
、
失
敗

を
恐
れ
ず
に
、
発
想
を
広
げ
る
経
験
の
積
み

重
ね
が
不
可
欠
で
あ
り
、
果
敢
に
挑
む
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
と
と
も
に
、
強
い
忍
耐
力
を
養

っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

多
様
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
全
て

の
人
が
個
々
の
能
力
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
に
向
か
っ
て
、
努
力
し
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
、「
第
２
期
越

谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
に
つ
い
て
、
着
実
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適

正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議

員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多くの来場者でにぎわう越谷いちごタウン

大
綱
６
「
い
き
い
き
と
だ
れ
も
が

学
べ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」に

つ
い
て

基
本
目
標
１
「
生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
を
進
め
る
」に
つ
い
て
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昨
年
１２
月
、
越
谷
市
民
で
あ
る
梶
田
隆
章

さ
ん
が
、
素
粒
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
質
量
が

あ
る
こ
と
を
示
す
「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
」

と
い
う
現
象
の
発
見
に
よ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
て
の
コ
メ
ン
ト
の
中
で
、

「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
強
い
心

と
、
家
族
や
恩
師
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
仲
間

な
ど
の
支
え
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
自
分
の
夢

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
旨
の

お
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

人
生
に
お
い
て
、
失
敗
や
困
難
に
く
じ
け

ず
、
夢
や
希
望
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
、
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
梶
田
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
夢
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
自
ら
の
地
道
な
努
力
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
周
り
の
人
た
ち
が
支
え
、
力

を
出
し
あ
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
、
梶
田
さ
ん
の
よ
う
に
夢

に
向
か
っ
て
努
力
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
教

育
委
員
会
と
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
つ
に

な
っ
て
社
会
全
体
で
見
守
り
、
育
て
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
う
し
た
視
点
も
踏
ま
え
て
、
本
市
で
は
、

平
成
２８
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
２
期

越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
お
き
ま
し

て
も
、
今
後
の
教
育
行
政
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
だ
れ
も
が
夢
に
向
か
っ
て
輝
い
て
い
け

る
よ
う
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
柱
に
、
教
育

施
策
の
一
層
の
充
実
と
効
果
的
な
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
第
２
期
越
谷
市
教
育

振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要

な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
で
は
、
日
々
変
化

す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
学
び
、
考
え
、

問
題
解
決
で
き
る
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

道
徳
心
や
郷
土
愛
、
思
い
や
り
と
い
っ
た
豊

か
な
心
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
、「
確
か
な
学
力
」
や
「
健
康
な
心
と

体
」
の
育
成
と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が

ら
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
生

き
る
力
を
育
み
、
夢
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く

学
ぶ
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
学
力
の
向
上
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
育
成
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
魅
力
あ
る
授
業

を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
電
子
黒
板

や
パ
ソ
コ
ン
等
を
効
果
的
に
活
用
し
て
自
ら

の
考
え
を
発
表
す
る
機
会
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に

つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
等
を
正
し
く
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

教
職
員
研
修
の
充
実
と
と
も
に
、
授
業
で
の

指
導
を
は
じ
め
、
生
徒
自
身
の
手
に
よ
る
主

体
的
な
市
内
共
通
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
家

庭
・
地
域
を
対
象
と
し
た
啓
発
活
動
を
、
引

き
続
き
、
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
を
市
内
全
小
中
学

校
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
司
書
教
諭
や
学

校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
強

化
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
力
の
向

上
・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
・
自
己
肯
定
感

の
高
揚
を
ね
ら
い
と
し
、
９
年
間
を
見
通
し

た
連
続
性
の
あ
る
系
統
的
な
指
導
を
行
う
た

め
、
市
内
全
校
に
つ
い
て
各
中
学
校
区
を
単

位
に
、
５
年
間
に
わ
た
り
毎
年
、
研
究
指

定
・
研
究
委
嘱
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今

年
度
は
そ
の
２
年
目
と
し
て
、
各
校
の
研

究
・
実
践
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

各
種
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
活
用
し
、

指
導
内
容
お
よ
び
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
越
谷
生
物
多
様

性
子
ど
も
調
査
を
小
学
校
全
３０
校
に
お
い
て
、

引
き
続
き
、
実
施
す
る
と
と
も
に
、
環
境
教

育
資
料
「
し
ら
こ
ば
と
」
を
積
極
的
に
活
用

す
る
な
ど
、
環
境
問
題
を
意
識
し
た
教
育
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
文
化

を
理
解
し
大
切
に
す
る
心
を
育
成
す
る
た
め
、

小
中
学
校
へ
地
域
の
郷
土
芸
能
等
に
関
す
る

指
導
者
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
に
お
け
る
英
語
の
教
科
化
を
見
据
え
、

新
た
に
小
学
校
教
職
員
の
指
導
力
向
上
を
目

的
と
し
た
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
児
童

生
徒
の
英
語
へ
の
興
味
・
関
心
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
動
し
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
市
内
各
小
中
学
校
に
お
け
る

防
災
学
習
や
防
災
訓
練
の
実
施
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
全
小
中
学
校
が
防
災
教
育
に
一

体
と
な
り
、「（
仮
称
）
学
校
防
災
の
日
」
の

制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
暴
風
雨
、
大
雪
な
ど
の
自
然
事
象

に
よ
り
登
下
校
時
の
児
童
生
徒
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、

市
内
一
斉
対
応
、
ま
た
は
学
校
ご
と
の
判
断

に
よ
る
対
応
に
つ
い
て
、
そ
の
判
断
基
準
や

連
絡
体
制
、
周
知
方
法
を
見
直
す
な
ど
、
改

善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
豊

か
な
心
を
育
み
、
実
践
を
通
し
て
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
農
業
体
験
活
動
な
ど
各
学
校

や
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
体
験
活
動
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
や

不
登
校
の
未
然
防
止
の
た
め
、「
越
谷
市
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
踏
ま
え
、
各
学
校

の
「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
の
見
直
し
を

は
か
り
、
積
極
的
な
生
徒
指
導
の
推
進
に
よ

り
、
引
き
続
き
、
き
め
細
か
な
生
徒
指
導
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
各
学
校
の
連

携
の
も
と
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
や
学
び
総
合
指
導
員
を
学
校
へ
派
遣
す
る

な
ど
、
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相

談
員
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
適
応
指
導
教
室

「
お
あ
し
す
」
に
お
け
る
学
び
総
合
指
導
員

の
活
動
な
ど
、
児
童
生
徒
の
自
立
や
学
校
生

活
へ
の
復
帰
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
に
関
す
る
知
的
理
解
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
大
切
さ
と
と
も
に
他
の
大
切
さ
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
児
童
生
徒
の

発
達
段
階
に
応
じ
た
豊
か
な
人
権
感
覚
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
健

康
課
題
の
解
決
に
向
け
、
学
校
に
お
け
る
健

康
診
断
の
実
施
の
ほ
か
、
学
校
歯
科
医
等
と

連
携
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
学
校

保
健
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
現
代
的
な
健
康
課
題
で
あ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
用
の

「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
食
生
活

に
不
足
し
が
ち
な
「
野
菜
」
を
食
育
の
テ
ー

マ
と
し
、
献
立
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、
野
菜
の
旬
や
そ
の
栄
養
の
大
切
さ

を
教
え
る
こ
と
で
児
童
生
徒
の
理
解
を
深
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
あ
わ
せ
、「
世
界
の
料

理
」
を
献
立
に
取
り
入
れ
、
児
童
生
徒
の
外

国
の
食
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
対
応
食
や
特
定
原
材
料

で
あ
る
卵
、
乳
、
小
麦
な
ど
７
品
目
を
除
い

た
給
食
の
提
供
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
個
別

指
導
お
よ
び
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
引

き
続
き
、
事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
２８
年
度
は
、
朝
食
の
欠
食
状
況

や
食
事
の
内
容
な
ど
、
児
童
生
徒
の
食
生
活

の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、「
食
事
に
関
す

る
調
査
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学
費
用

の
一
部
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
高
校
・
大

学
等
の
入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
保
護
者

に
入
学
準
備
金
の
貸
付
を
行
い
、
教
育
を
受

け
る
機
会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、

幼
稚
園
へ
の
就
園
を
奨
励
す
る
た
め
、
幼
稚

園
の
設
置
者
が
保
育
料
等
を
減
免
す
る
措
置

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
幼
保
小
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
幼
児

期
の
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
学

び
の
接
続
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、
教
職
員
・

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
を
対
象
と
し
た
研
修

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
を
適
切
に
設
置
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効
果

的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

個
別
的
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し

全
教
職
員
が
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
専
門
家
に
よ
る
発
達
支
援
訪
問
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
で
快
適
な
学
校
環
境
の
整
備
・
充
実

に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
り
、

安
心
で
き
る
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
や
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、

大
規
模
地
震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等
の
非

構
造
部
材
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
学
習
環
境
を
整
え
る

た
め
、
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
整
備

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

な
ど
の
施
設
改
修
工
事
を
、
引
き
続
き
、
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
学
区
域

内
の
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
川

柳
小
学
校
に
仮
設
教
室
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
多
忙
化
す
る
教
職
員
の
校
務
を
軽
減
し
、

教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
学
校
系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
多

様
な
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
豊
か
な
人
間

性
と
確
か
な
指
導
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
研
修
方
法
の
工
夫
・
改
善
を
行
い
、
研

修
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

を
推
進
す
る
た
め
、
登
下
校
の
見
守
り
活
動

を
は
じ
め
、
学
習
活
動
や
学
校
図
書
館
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
環
境
整
備
や
安
全
・
安
心

の
確
保
な
ど
、
全
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
学
校
応
援
団
の
活
動
が
一
層
充
実
す
る

よ
う
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
環
境
や
個
人
の
価
値
観
の
変

化
に
伴
い
、
自
由
時
間
の
有
意
義
な
活
用
や

生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
の
生
涯
学

習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
や
関
心

に
応
じ
た
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
機
会
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
習
活
動
を
通
し
て

身
に
付
け
た
知
識
や
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど

を
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
循
環
型
生
涯
学
習

社
会
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

生
涯
学
習
推
進
体
制
に
つ
い
て
は
、
多
様
化

す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、

一
人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、

市
民
と
の
協
働
や
関
係
機
関
と
の
相
互
の
連

携
・
協
力
体
制
に
よ
り
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
こ
し
が
や
市
民
大
学
を
企
画
・

運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
公

民
館
に
お
け
る
各
種
学
級
・
講
座
を
開
催
す

る
な
ど
、
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
や

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
開
催
し
、
人
材
育
成
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
人
権
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会
や
講
座

等
を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て

は
、
人
や
自
然
を
思
い
や
る
健
や
か
で
心
豊

か
な
青
少
年
を
育
む
た
め
、
学
校
行
事
に
お

け
る
自
然
体
験
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
く
な
ど
、
施
設
の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

科
学
に
対
す
る
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
世
代
の
人
が
そ
の

楽
し
さ
や
面
白
さ
を
再
確
認
で
き
る
よ
う
、

中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と
し
た
科
学

探
検
教
室
を
新
た
に
加
え
、
年
代
に
応
じ
た

実
験
や
工
作
な
ど
の
体
験
事
業
を
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
得
意
分

野
を
持
つ
サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
特
色
あ
る
講
座
や
教
室
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り
に
囲
ま
れ

た
本
館
を
中
心
に
、
駅
近
く
に
立
地
し
利
便

性
の
高
い
３
つ
の
図
書
室
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
一
体
的
・
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
、
機
能
を
強
化

し
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
し
、

資
料
管
理
の
充
実
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２６

年
９
月
に
移
設
・
拡
充
し
た
南
部
図
書
室
は
、

多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
、
学
習
や
子
育
て

の
支
援
に
も
貢
献
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市

の
南
部
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と

し
て
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
蔵
書
の
充
実
や
「
こ
ど
も
図
書

室
」
の
利
用
推
進
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
校
や
市
民
団
体
等
と
の
連

携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、
す
べ
て
の
学
童

保
育
室
へ
の
移
動
図
書
館
の
巡
回
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に

お
い
て
新
た
に
「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
開
館
か
ら
３０
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
本
館
に
つ
い
て
は
、
施

設
・
設
備
の
計
画
的
な
改
修
に
努
め
、
長
寿

命
化
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
日
頃
の

活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る
機
会
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
越
谷
市
民
文
化
祭
お
よ
び
越

谷
市
美
術
展
覧
会
の
開
催
や
、
文
化
総
合
誌

「
川
の
あ
る
ま
ち
」
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
大
ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
を
更
新
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
伝
統

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
に
対
す
る
愛

着
や
誇
り
を
育
む
た
め
、
こ
し
が
や
薪
能
や

こ
し
が
や
能
楽
体
験
教
室
を
開
催
し
、
伝
統

文
化
鑑
賞
の
機
会
や
体
験
の
場
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
芸
能
を
後
世
に

継
承
す
る
た
め
、
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭
や
郷

土
芸
能
体
験
教
室
を
開
催
し
、
発
表
と
体
験

の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
昔

の
生
活
様
式
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
歴
史
資
料
と
し
て
後
世
に
継
承
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
大
道
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

行
い
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
・
歴
史
学
習
や
学
校

教
育
等
に
お
け
る
郷
土
学
習
の
場
と
し
て
、

大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
お
よ
び
旧
東
方
村

中
村
家
住
宅
を
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
４
年
後
に
控
え
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
は
さ
ら
な
る
高

ま
り
を
み
せ
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
市
民
が

自
分
ら
し
く
、
健
康
で
、
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一
層
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で

す
が
、
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
連
れ
で
も
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
始

め
ら
れ
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
臨
時

保
育
室
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
、
無
理
な
く
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
教
室
や
福
祉
施
設
へ
の
出
前
講
座
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ク
制
度
の
周
知
に
努
め
、
登
録
者
数
の
拡

大
を
は
か
る
と
と
も
に
、
各
種
大
会
や
イ
ベ

ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
お
け
る
登
録
者

の
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快
適
に
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し

め
る
よ
う
、
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
や
計

画
的
な
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
利
用

に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実
や
手
続
き
の
簡

素
化
を
は
か
り
、
体
育
施
設
利
用
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全

国
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
や
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
練

習
会
場
と
し
て
の
招
致
な
ど
、
幅
広
い
活
用

の
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２８
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
教
育
改
革
を
推

進
す
る
「
教
育
再
生
実
行
会
議
」
の
第
七
次

提
言
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
る
人
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力

と
し
て
、
未
知
の
課
題
に
挑
み
、
解
決
策
を

生
み
出
す
た
め
に
は
、
既
存
の
概
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
創
造
的
な
発
想
力
や
企
画
力
、
直

観
力
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
身
に
付
け
る
た
め
に

は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
か
ら
離
れ
、
失
敗

を
恐
れ
ず
に
、
発
想
を
広
げ
る
経
験
の
積
み

重
ね
が
不
可
欠
で
あ
り
、
果
敢
に
挑
む
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
と
と
も
に
、
強
い
忍
耐
力
を
養

っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

多
様
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
全
て

の
人
が
個
々
の
能
力
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
に
向
か
っ
て
、
努
力
し
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
、「
第
２
期
越

谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
に
つ
い
て
、
着
実
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適

正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議

員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

健全な食生活を実践できる学校給食

身近に伝統文化に触れる郷土芸能体験教室

多くの方が参加した市民体育祭中央大会

基
本
目
標
２
「
生
涯
に
わ
た
る
学

び
を
充
実
し
、地
域
の
文
化
を
創

造
す
る
」に
つ
い
て

基
本
目
標
３
「
生
涯
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親

し
め
る
環
境
を
つ
く
る
」に
つ
い
て

た
き
ぎ
の
う
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